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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　はじめまして。こんにちは。

　矢野俊策やの・しゆんさくと申します。




　今回は、この本、ダブルクロス・リプレイ・オリジン『偽いつわりの仮か面めん』を手にとっていただき、ありがとうございます。

　と、ご挨あい拶さつもそこそこなのですが、ここで少し説明をさせていただきたいと思います。

　まず、表題にもありますが本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス』のリプレイとなっています。

　とはいえ、〝ＴＲＰＧ〟も〝ダブルクロス〟も何のことだかわからないという方もいるかもしれません。




　まず、〝ＴＲＰＧ〟とは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟というアナログゲーム（電子機器を必要としないゲーム。トランプなど）の略りやく称しようです。

　ＲＰＧ（ロールプレイング・ゲーム）という言葉なら知っている、という方も多いかもしれません。

『ドラゴンクエスト』や『ファイナルファンタジー』に代表されるような、コンピューターゲームの一ジャンルとして使われている言葉で、ゲーム中のキャラクターを操あやつって、物語や冒ぼう険けんを楽しんだりするタイプのゲームを指します。今では、オンラインゲームなどの一部にもＭＭＯ・ＲＰＧと呼よばれるゲームもありますね。

　それらのゲームと同じように、ＴＲＰＧはひとりのプレイヤーが一キャラクターを担たん当とうし、ひとつの仮か想そう世界の中で遊ぶゲームです。

　そこに集まった人のうち、ひとりが〝ゲームマスター（以下、ＧＭ）〟と呼ばれる役を担当し、そのＧＭが用意してきたシナリオの中に、他のプレイヤーはそれぞれにキャラクターを作って参加し、会話やダイスによってゲームを進行させていきます。




　そのＴＲＰＧのひとつが、『ダブルクロス　The 2nd Edition』です。

　このゲームは私、矢野俊策がデザインしたもので、本書と同じく富ふ士じ見み書しよ房ぼうから発売になっています。

　本書は、このゲームは一体どんなものなのか、どうやって遊ぶのか、という事こと柄がらを楽しく、わかりやすく解かい説せつしたものです。

　実じつ際さいの『ダブルクロス』についての詳しよう細さいは本文及び、巻末の付録記事をお読みください。




　そしてゲームの紹介をするために、この本は〝リプレイ〟という形を取っています。

　〝リプレイ〟とは、実際にゲームを遊んだ風景を読み物の形にすることで、遊び方や雰ふん囲い気き

を伝えるというものです。

　本書を読み終わった時、ＴＲＰＧが、『ダブルクロス』がどれだけ面おも白しろい遊びであるか、きっと理解していただいていることでしょう。




　それでは細かい説明はここまでにして。

　本文のほうをお楽しみください。

　現げん実じつと少しだけ違ちがう世界、『ダブルクロス』の世界があなたを待っています。











































Madeleine【マドレーヌ】


　　１：貝かい殻がら形の型に入れて焼いた小型のカステラ菓子。

　　２：郷きよう愁しゆうを呼び覚ますもの。マルセル・プルーストの小説、『失われた時をもとめて』の中で主人公がマドレーヌと紅茶によって過去の記憶を呼び起こされることから。













PRE PLAY






昨日と同じ今日。

今日と同じ明日。

世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

だが、人々の知らないところで既すでに世界は変へん貌ぼうしていた───。




　その日、私、矢野俊策やの・しゆんさくは両手に資し料りようをたくさん抱え、ゲーム製せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室の扉に手をかけた。

　中には、四人の男女が待っていた。机の上には、筆記用具、ダイス、ルールブックなどなどが置かれており、彼らは既に楽しそうな雰ふん囲い気きで談だん笑しようしていた。

　……これは典てん型けい的てきなＴＲＰＧをプレイする前の光景である。




　そう、今日この場所で『ダブルクロス　The 2nd Edition（以下：ＤＸ２）』のリプレイ用セッションが行なわれる。

　まずは、私の前に座る四人のプレイヤーを紹しよう介かいしておこう。




・大畑顕おおはた・あきら（以下：大畑）

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の社員のひとりで、私の後こう輩はいにあたる人物。〝負けロールプレイ〟をこよなく愛する男。

　その負けっぷりは誰の口を挟ませる隙すきもなく、惚ほれ惚ぼれするほどである。おかげで敵の恐ろしさが際きわだつのでＧＭとしてはとてもありがたい。

　それも、長い経験に裏打ちされた勘の良さがあってこそだろう。……たぶん。




・しのとうこ（以下：しの）

『ＤＸ２』のメインイラストレーター。その精せい緻ちで美しいイラストによって広がる独どく特とくな世界なくして、『ＤＸ２』は語れない。……いつもありがとうございます。

　忙しい中でもＴＲＰＧは欠かさないという大のゲーム好きで、高校のころには週に五日をＴＲＰＧに費ついやしていたこともあり、今でもまれに夜を徹てつしてゲームをすることがあるという。筋すじ金がね入りのゲームファンである。




・田中天たなか・たかし（以下：天てん）

　一部で知られた奇き怪かい生物。圧あつ倒とう的な妄もう想そう力りよくと、しぶい声で放つロールプレイはあたりを圧倒させる。自分の物語を作る早さに関しては、誰だれにも負けない。問題なのは、作り出す物語のほとんどがあまりにぐでぐでな点だろう。

『闇やみに降ふる雪』、『聖せい夜やに鳴る鐘かね』で上月永斗こうづき・ながとの活かつ躍やくをご存ぞんじの方は、そのどうしようもなさを思い出していただけるだろう。

　本業はゲームライター。その物語力を活かし、さまざまな場所で活躍中である。なお、筆者とは中学生からのつきあいだったりする。───見てて飽あきない男ですよ、こいつは。




・鈴吹太郎すずふき・たろう（以下：鈴吹）

『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』（エンターブレイン刊かん）のゲームデザイナーにして、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくでもある男。立場上、みんなには〝社長〟と呼ばれる。

　プレイヤーをまとめ、話を進める役になることが多いが、ごくたまに演えん出しゆつをやりすぎることも。まあ、そこも含ふくめてスゴイ人である。




　なお、ＧＭは私、矢野俊策やの・しゆんさくがつとめることとなっている。




矢野（以下：ＧＭ）：では、あらためてよろしくお願いしまーす！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：では、セッションを開始する前に。……まずは『ダブルクロス』の世界についてちょっと説明を。

天：ん？　大だい丈じよう夫ぶだよ？『ダブルクロス』は忘わすれてないよ？　覚えてるよ？

ＧＭ：いや、忘れてもらっちゃ俺おれも困こまる。……てか、お前は遊んだゲームを片かたっ端ぱしから忘れるのか!?（笑）

鈴吹：だいたい、天のために説明するんじゃないだろ（笑）。この本を手に取った人の中には、『ダブルクロス』を知らない人がいるかもしれないから、一いち応おう説明しておこうと、そういうことでしょ？

ＧＭ：（こっくりとうなずき）その通りです。

天：なんだ、てっきり俺のためなのかと思ったのに……。

しの：なんでがっかりしてるんですか（笑）。

ＧＭ：ともあれ！『ダブルクロス』の説明をさせてもらいます！

一同：は～い。




　今より少し未来。世界は未知の〝レネゲイド〟と呼よばれるウィルスによって侵しん蝕しよくされていた。そのウィルスに侵蝕された者はさまざまな超ちよう人じん的な力を得、〝オーヴァード〟と呼ばれ、通つう常じようの人間と区別された。〝シンドローム〟という名で系けい統とう化かされたそれらの能のう力りよく、〝エフェクト〟は、本来の人間では不ふ可か能のうなこともたやすく可能にした。

　そして、超常の力を持つ彼らにはひとつ大きな問題があった。

　人にん間げん性せいの低下、俗ぞくに暴ぼう走そうと呼ばれる現げん象しよう───〝ジャーム化〟である。この力は使えば使うほど、使用者を暴走させる危き険けん性せいをはらんでいたのだ。

　レネゲイドに侵蝕された者による事じ件けんは日ひ増ましに増ぞう大だいしていった。そのため、各国政せい府ふはひとつの組そ織しきの提てい唱しようのもと、レネゲイドに関係する情じよう報ほうを封ふう鎖さ、秘ひ匿とくした。

　その組織の名前は〝ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク〟、通つう称しようＵＧＮ。オーヴァードと一いつ般ぱん市民の共きよう存ぞんを掲かかげ、レネゲイド事件に対たい処しよするのが目的である。

　時同じくして、ＵＧＮの対極に位置するような組織が現れる。彼らは〝ファルスハーツ〟と名乗り、レネゲイドによる混こん乱らんをさらに深めようと世界各地で暗あん躍やくしている。

　そう、人々は世界の変へん貌ぼうを知らない。

　今はまだ───。




ＧＭ：というわけで、キミたちはオーヴァードのひとりとなってこの変わってしまった世界を守るために戦うわけだ。

大畑：説明ご苦労様です。

天：……そういや、そんな設せつ定ていだったなぁ。

ＧＭ：やっぱり忘わすれてたんじゃないか！（笑）

天：ちちちちち違ちがうっ!?　さ、再さい確かく認にんしてたら思い出しただけさっ!?

一同：それを忘れてたというんだ!!（爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：まあ、天が覚えていたかどうかはともかく（笑）。……キャラクター作成の前に、各プレイヤーキャラクター（ＰＣ）に渡わたされるハンドアウトを読み上げよう。これを参考にキャラクターを作ってくださいな。

一同：はーい。




●ＰＣ①

ロイス：楠森七緒くすもり・ななお　ポジティブ：懐旧／ネガティブ：隔意

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　十年前、キミは一度死んだ。蘇よみがえったキミはオーヴァードとなり、ＵＧＮに引き取られ、力を得た代わりにさまざまなものを失った。

　楠森七緒はキミが失ったもののひとつだ。彼女の名前を聞くとキミは狂くるおしいほどの懐なつかしさに襲おそわれる。彼女はまだキミがＵＧＮに引き取られる前、もっとも仲のよかった友達のひとりであり、もう二度と会うことはない存そん在ざい……のはずだった。

　だが、今回。任にん務むのためにやってきた学校、泉いずみヶが丘おか学園で、キミは彼女と再会することになった。今ファルスハーツが陰いん謀ぼうを企たくらむこの学園で。




ＧＭ：というわけで、ＰＣ①はＵＧチルドレンです。

鈴吹：おー。

ＧＭ：一応説明しておくと、ＵＧチルドレン……通称チルドレンとは幼よう少しよう期きにオーヴァードとして覚かく醒せいしてしまったため、ＵＧＮの施し設せつに預あずけられて育てられた子こ供どもたちのことです。まあ、オーヴァードのエリートみたいなものだと思ってもらえばいいかな。

大畑：昔から、ＵＧＮで訓練を受けてきたわけですね。

ＧＭ：そうそう。そんなイメージだ。

しの：……じゃあ、ここに書かれている楠森さんというのは？

ＧＭ：まだチルドレンになる前の知り合いですね。親しかった幼おさな友達という感じ。

しの：なるほど……。

天：しっかし、この学校はあれ？　私し立りつファルスハーツ学園とか、そういう奴やつ？

ＧＭ：なんだ、それ？（笑）

天：ほら、小中高と卒業すると立りつ派ぱなファルスハーツ（以下ＦＨ）のエージェントにしてくれるとか（笑）。

大畑：毎日の授じゆ業ぎようで、レネゲイドについて教えてくれるとか（笑）。

ＧＭ：なんでそうなるんだ（笑）。普ふ通つうの学校にＦＨが入り込こんでいるだけだよ。

しの：そうじゃないと、この楠森七緒さんもＦＨの一員になっちゃいますからね（笑）。

天：いや、でも良くねえ？　ＦＨ学園。正しい悪役を養成してくれるの。もうあれですよ、中学生の時点から悪役っぽい笑い方を練習ですよ（笑）。

鈴吹：あれか！　その子のタイプによって笑い方が変わったりするのか！（笑）

大畑：豪ごう快かいに笑ったり、冷れい笑しようしたりですな（笑）。

天：正しい悪役の養成機関、それがＦＨ学園！　……というわけでどうかね？

ＧＭ：だからそんなワンダーランドじゃないんだって！（笑）　次行くぞ、次！




●ＰＣ②

ロイス：真島彩花まじま・さいか　ポジティブ：感服／ネガティブ：劣等感

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　真島彩花はキミのよき上司である。任務は完かん璧ぺきにこなし、年の若わかいキミたちにもきちんとひとりの人間として接せつしてくれる。その彼女が珍めずらしく仕事でミスをし、負ふ傷しようしたという。

　彼女が調ちよう査さしたのは、泉ヶ丘学園という高校の調査。どうやら、そこでＦＨが何かの実験を行なっているらしい。

　彼女の任務は、キミともうひとりが引き継つぐことになった。気を引き締しめていかなければ。




ＧＭ：こちらも同じくチルドレン。

大畑：チルドレンふたりですか。けっこう珍しいっすね。

ＧＭ：うん。ＰＣ①が日にち常じようとのつながりを重じゆう視ししたタイプ。ＰＣ②は、仕事をテキパキとこなすタイプ。というイメージで。いい対たい比ひになるかと思って用意してみた。

しの：このエージェントの人は偉えらい人なんですか？

ＧＭ：立場としてそこそこですが、実力的にはかなり上だと思ってください。

大畑：おお、人望もあって、力もある。

ＧＭ：そうそう。……そんな彩花さんが失敗した任務を引き継ぐわけですね。

しの：ん、大変そうだ。

天：ちなみに、この真島というエージェントはまだ生きてるの？

ＧＭ：生きてる生きてる。死んだのなら、そうハンドアウトに書くよ（笑）。

鈴吹：じゃあ、オープニングで病院に行ってさ、「あんたが死ねば、私の地位も安あん泰たいだ」とか言って……（何かを引き抜ぬくジェスチャー）。

天：（脳のう波は形けいを指で示しめしつつ）ぴっ、ぴっ、ぴっ、ぴ───。

ＧＭ：殺してどうするんですか！

鈴吹・天：いや、なんとなく（笑）。




●ＰＣ③

ロイス：ヒュプノス　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：恐怖

カヴァー／ワークス：指定無し／ＵＧエージェント

　キミはＵＧチルドレンを育てる役やく割わりを担になっているエージェントだ。今回、キミは日本支し部ぶ長ちよう、霧谷雄吾きりたに・ゆうごから直々の依頼で双ふた枝え市しにおもむくことになった。キミの育てたチルドレンがとある学校で行なわれているＦＨの計画を調べるので、その後あと詰づめをしてほしいとのことだ。

　判はん明めいしているＦＨエージェントのコードネームは〝ヒュプノス〟。すでにこの任務では、先行調査に行ったエージェントが死し亡ぼうしていると聞く。チルドレンたちを、同じ目にあわせるわけにはいかない。




ＧＭ：そして、ＰＣ③はチルドレンを育てた、という立場のエージェント。わかりやすく言えば、ＰＣ①やＰＣ②の師し匠しようかな。

天：おう、たしかに教官っぽいね。……じゃあ、このＰＣは経けい験けん点てん増ふえたりする？

ＧＭ：増えねぇよ！　キャラクターの設定上の地位の上下で経験点あげたら、支部長は常に経験点増やさなきゃならないじゃん（笑）。

天：そりゃそうだ（笑）。

しの：ちなみに、このＰＣは〝ヒュプノス〟の顔は知っているんですか？

ＧＭ：いや、情じよう報ほうとして知っているだけです。……名前しかわからない謎なぞの敵てき、というイメージで考えてもらえればＯＫかと。

しの：わかりました。




●ＰＣ④

ロイス：真島彩花まじま・さいか　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：指定無し／ＵＧＮ支部長

　真島彩花は、支部長であるキミを補ほ佐さするエージェントだ。その彼女が泉ヶ丘学園に調査任にん務むに行き、傷きずついて帰ってきたのは数日前の話だ。同行したもうひとりの部下は行ゆく方え不明。

　どうやら、泉ヶ丘学園という私し立りつ高校でＦＨが何かの計画を進行させているらしい。彼女のもたらした情報を元に、ＵＧＮ日本支部はキミにその学校の再さい調ちよう査さを命じた。

　任務のため、そして傷きずついた部下のため、この仕事に失敗は許ゆるされない。




ＧＭ：最後がＵＧＮの支部長。今回のシナリオのステージである双ふた枝え市し支部のトップだね。




『ＤＸ２』において、そのシナリオの舞台となる場所をステージと呼よぶ。

　今回は、そのステージを〝双枝市〟という場所に定めたのだ。




鈴吹：双枝市ってのは、どのへんにあるの？

ＧＭ：一いち応おう、関東近きん郊こうということで。……細かくは決めてないですが。

天：シナリオに応じて適てき当とうに、ってことだな。

ＧＭ：そうそう。その方が、ステージとして使いやすいので。

しの：……ＰＣは四人ともＵＧＮ関係者なんですね。

ＧＭ：その通りです。全員でＵＧＮの作戦をこなそうというシナリオなので。───ハンドアウトを全部読めば、同じ事じ件けんに違ちがう形で参加しているのがわかるようになってるし。

鈴吹：この真島彩花っていうのは、ＰＣ②のハンドアウトと同じキャラだよね？

ＧＭ：そうです。ＰＣ④の副官……、つまりこの双枝市支部のナンバー２ですね。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、誰だれがどのハンドアウトでプレイするのかを決めてください。……まずはＰＣ①、つまり主人公格を決めちゃうのが楽かな。

大畑：ＰＣ①かあ。……天さんどうです？

天：ほほう？　では僭せん越えつながらこのワタクシめが……。

ＧＭ：（やさしい笑えみで）ほんとにやるのか？

天：…………遠えん慮りよします。

大畑：はや！（笑）

しの：じゃあ、矢野さんにＰＣ①をやってもらうのはどうでしょう？（笑）

天：ＧＭが主人公とヒロインを一度に!?　それだ！（笑）

大畑：それをみんなで見守る（笑）。

ＧＭ：いじめですかっ！（笑）

鈴吹：さてたわごとはいいとして、そろそろ決めよう。

天：まあ、このメンツだとＰＣ①は───大畑くん？

大畑：……最近の俺おれで大だい丈じよう夫ぶですかねぇ？（笑）

ＧＭ：なんでそんなに不安そうなんだ！（笑）

大畑：いやあ、最近リプレイでも、プライベートでもぐでぐでのキャラクターばかりやってるもんで（笑）。

鈴吹：大丈夫だ、大畑！『ダブルクロス』はクロスボウだけ持って、アーマー着なくてもＯＫだから！（笑）

大畑：（目を見開いて）それだ！　俺ＰＣ①やりますよ！（笑）

ＧＭ：「それだ！」じゃねぇだろおおおおおおっ？（笑）




　詳くわしくは、富士見書房から発売中の『アリアンロッド』リプレイ、『闇やみ色いろの血の騎き士し』か、『金色の鍵かぎの英えい雄ゆう』を参照してほしい。




ＧＭ：まあ、大畑くんのＰＣ①は何回か見たし、上う手まいからいいけど。

大畑：は、がんばります（笑）。

ＧＭ：……天はどうする？

天：うーん、ＰＣ③かな。教官というところが気に入った（笑）。

鈴吹：じゃあ、俺が支し部ぶ長ちようやるか。

しの：では私がＰＣ②をー。

ＧＭ：ハンドアウトの選せん択たくまで終わりましたね？　では、キャラクターを作成してください。作成方式は、〝フルスクラッチ方式〟で。自分の好きなようにカスタマイズしてください。




　作成方式まで提示されたところで、プレイヤーは本格的に自分のキャラクターを作りはじめることとなる。提示されたハンドアウトと、自分のやりたいキャラクターをすり合わせ、それにあうイメージのシンドロームを選択する。さらにそこから能力、外見、性格、年齢などを決定するのだ。

　何もないところから、自分のキャラクターを創造していく作業はＴＲＰＧの中でも、もっとも楽しい作業のひとつである。




　そしてしばしの後、四人のキャラクターが誕たん生じようした。











































ＧＭ：みんな自分のキャラクターはできたね？

一同：はーい。

ＧＭ：よし！　じゃあ、自じ己こ紹しよう介かいをしてもらおう。……まずは大畑くんから。




　プレイヤーによるＰＣの紹介はルールとして必須というものではない。

　だが、自分のキャラクターの性せい格かくや行動指し針しんなどを他のプレイヤーに公開することによって、プレイのすり合わせになるし、自分で言葉にすることによってプレイ方針を再さい確かく認にんするなど、利点も多い。是ぜ非ひお勧すすめしたいプレイテクニックだ。




●ＰＣ①

大畑：キャラクター名は高崎隼人たかさき・はやと。───という表向きの名前がついています。

しの：表向きの？

大畑（以下：隼人）：本名は別にあるんですよ、俺は社会から消された人間なんで。コードネームはファルコンブレード。神速で刀を振ふるうから、この名前がついた。

ＧＭ：微び妙みようにネタだな（笑）。

天：うむ、ネタだ（笑）。

隼人：いいじゃないですか（笑）。……シンドロームはモルフェウス／ハヌマーン。年ねん齢れいは十六歳さい。武ぶ器きを生み出すモルフェウスの能のう力りよくで日本刀を作り出し、ハヌマーンの超ちようスピードでそれを振るいます。




　オーヴァードが持つ特とく殊しゆ能力、エフェクトは複ふく数すうを組み合わせることによってそのキャラクター固有の技わざとなる。詳くわしくは実じつ際さいにプレイに登場した時に解かい説せつしよう。




鈴吹：居い合あいとかやったりするんだ（笑）。

隼人：そうですそうです（笑）。ちなみに幼よう少しよう期きに力の暴ぼう走そうを起こし、その事じ故こが元でＵＧチルドレン入りした……らしいです。

ＧＭ：らしい？

隼人：その辺の記き憶おくがないんですよ。───どうやらそうらしい。でも自分もそれなりの確かく信しんはある、そんな感じ。

ＧＭ：なるほど。……そのうち伏ふく線せんで使おう（笑）。

隼人：お願いします（笑）。それなりに物心ついてからチルドレンになったので、どこか日にち常じようを捨すてきれない部分があります。もう、日常には戻もどれないことをわかってはいるけど、わかりたくないような。

ＧＭ：チルドレンになりたくて、でもなりきれない感じ？

隼人：そうそう、なんなきゃ生きていけないのは分かってる。でもなりきってしまうと自分が自分でなくなるような感じがする。

ＧＭ：なるほどね。……いい主人公だ（笑）。

隼人：は、ありがとうございます（笑）。




●ＰＣ②

ＧＭ：では、次にしのさんお願いします。

しの：名前は玉野椿たまの・つばき。なんとなく和風和風した感じにしてみました。

天：椿さん。姉さんって感じだ……。

ＧＭ：名前だけで陶とう然ぜんとなるな、お前は（笑）。

しの（以下：椿）：コードネームがシルクスパイダー。エグザイルのピュアブリードです。年ねん齢れいは、隼人にあわせて十六歳さい。でも、出自は正反対で。

隼人：お？

椿：何かの実験の素そ体たいだったらしいんですよ。さらに、平へい凡ぼんへの反発とかライフパスで振っているので、完全に生まれた時からＵＧＮで育てられてきたエリートなんじゃないかと。

天：自分の力にわりと誇ほこりを持ってる感じじゃないっすかね。

椿：そそ。わたしは優ゆう等とう生せいだ、って思ってる感じ。

鈴吹：おお!!　ちょっと冷たい系けいのキャラクターだな！〝ツンデレ〟ってやつだな!?　それはいい！　俺はそういうキャラ大好きだ！

ＧＭ：なんで社長がそこでそんなに反はん応のうするんですか！（笑）

鈴吹：いや、いいじゃないかツンデレ！　矢野くんだって好きだろうっ!?　なあ!?




　落ち着いてください。




ＧＭ：ともかく（笑）。（隼人をさして）こっちはＵＧチルドレンになりきれないチルドレン、（椿をさして）こっちは生きつ粋すいのチルドレン。……これはいいね。

天：いい対たい比ひだ！（隼人に）お前は超人としての誇りをもたんか～！（笑）

隼人：オ、オラ人間だから（笑）。

ＧＭ：わけのわからんやりとりをするな（笑）。

鈴吹：……ちなみに、椿はどんな能のう力りよくなんです？

椿：えっと……。《爪そう剣けん》と《伸しん縮しゆく腕わん》を使って、爪を糸のように伸のばして、敵てきを切ったり、巻まき付かせたりします。「お前を切り裂いてやる」とか言いながら戦うような。

鈴吹：おおおおお、単分子ワイヤーみたいなものだな？　親指から、こうピ───ッとのばして振ふり回すんだな？　スゴイ！　スバラシイ！（笑）
















　だから落ち着いてください。




大畑：でも、そういうエグザイルは新しいっすねー。カッコイイし。

ＧＭ：うん。エグザイルは軟なん体たい動物とかを連想させるから、敵役ってイメージも強いしね。

天：チルドレン同士の関係もいいよね。

ＧＭ：感じとしては、椿のほうが事じ件けん解かい決けつのために隼人を引っ張ぱっていくのかな。

椿：はい、そういう感じじゃないかと。

鈴吹：いや、かなりここの関係は美しい。……オレは満足している、ものすごく。

隼人：（うなずきながら）うんうん、……お疲つかれ様でした。

天：いやあ、イイセッションだった。さ、終わった終わった。飯喰くって帰ろう！（笑）

ＧＭ：まだ、はじまってもいねぇよっ！（笑）




●ＰＣ③

ＧＭ：じゃ次は天、よろしく。

天：キャラクター名は群墨応理むらずみ・おうり。シンドロームはノイマン／ブラックドッグ。外見十歳の男の子。コードネームはピーターパン、カヴァーは永えい遠えんの少年。

ＧＭ：…………は？

天（以下：応理）：いやだから。永遠の少年。

ＧＭ：いやだから、じゃなくて。永遠の少年ってなに!?（笑）

応理：（馬ば鹿かにした調子で）ハン、何を言っているんだ。決まってるじゃあないか。……外見が少年から変わらない人間、不死者のことだよ。

一同：…………。

応理：いや、いるねんて、不死者。ホントだって。旧きゆう約やく聖せい書しよに出てきたメトセラって俺おれの一族なんだって。ひとり平へい均きん九〇〇年生きるんだって。

鈴吹：旧約聖書が書かれてから九〇〇年じゃきかねえだろう！（笑）

応理：ちなみに不老だけど、不死じゃないので。【ＨＰ】は10しかない。俺らの一族不老なだけなんで。一番多いの事じ故こ死し（笑）。

ＧＭ：なんだそのやわさは！（笑）

応理：病気にもなるし毒でも死ぬ。だから毎日が怖こわい。長いこと生きてきたからむしろ死への恐きよう怖ふが堆積していく。一族の平均【ＨＰ】は５～８（笑）。

ＧＭ：キミは10だから優ゆう秀しゆうなんだ（笑）。

応理：そう、エリートだよエリート。……世界を放ほう浪ろうしながら、レネゲイドウイルスを作り上げた超ちよう古代文明にも携たずさわっていたのだろう。

ＧＭ：……そんな文明はないんだが（笑）。

応理：オレの中にはあるので。───いや、あるんですよ？（笑）

隼人：……せ、世界設せつ定ていにまで踏ふみ込こんできた（笑）。

応理：ちなみに不死者に対しては、裏うら付づけは無いので。ただ思いこんでるだけの十歳のガキかもしれない。もしくは思い込みの力で十歳から年を取ってないのかもしれない（笑）。

しの：いや、もう、その、何がなんだか……（笑）。

ＧＭ：（あきれた口調で）……で、どれが本当なの？

応理：さあ？　自分でもよくわからん。むしろ何も知らない。だが、こんな半はん端ぱなボクだが、やさしいＵＧＮさまが拾ってくださって……。

ＧＭ：（やさしい笑え顔がおで）いいからキミはメンター（師し匠しよう）になりなさい。

応理：おお！　メンター！　いい響ひびきですねわかりましたボクはメンターになります……とメンターになった。基き本ほん的にいい奴やつなんで、言われたことは言われたとおりにする（笑）。

鈴吹：……いいやつ、なのか？

応理：いいやつですよう。あんまり不死者風を吹ふかしたりもしないですし（笑）。

ＧＭ：……な、なあ、不死者風ってなんだ？

応理：（さらりと）先せん輩ぱい風かぜのいとこのはとこぐらいに当たるもので、不死者がふかすことが出来る風。これにさらされると、「ああ何という永遠の力っ！」と普ふ通つうの人が驚おどろいたりする。

一同：………………。

応理：そういう摩ま擦さつはなるべく避さけて生きている。ていうかそうしないとオレの一族死ぬので、極力軋あつ轢れきを避けて生きる。……あれ？　ってことはやっぱり妄もう想そうじゃないのかな？（笑）




　自分の妄もう言げんで自分を見失う男、田中天。




応理：まあ、外見年ねん齢れい十歳さいくらいの美少年だ。でも、妙みように遠い目をしている。

ＧＭ：不死者なのか、転生者なのか、妄想なのか、親おや父じなのか、少年なのか（笑）。

応理：すべては謎なぞに包まれている。……なのか、なのか、ご存ぞんじなのか（笑）。

隼人：…………こんなのが師匠かぁ。

しの：（ひきつった笑えみを浮かべている）

応理：（ＧＭのほうを振ふり向き）ところでさ。

ＧＭ：……ん？

応理：俺、結局誰だれなんだろう？

一同：知るか！（笑）




●ＰＣ④

ＧＭ：……ともあれ。次は、社長お願いします。

鈴吹：名前は大おお宙ぞらヒカル。シンドロームはエンジェルハィロゥ／ブラックドッグ。光を操あやつるエンジェルハィロゥにちなんで、こんな名前にしてみた。

ＧＭ：女じよ性せいですか？

鈴吹（以下：ヒカル）：そう。外見は二十代半ば。コードネームはサテライトエンジェル。

椿：サテライト……。そんな彼かな方たから……？

ヒカル：そう、なぜサテライトかというと。本体は静止軌き道どう衛えい星せいでパッドに固定されている。ここにいるのはマイクロウェーブとエンジェルハィロゥの力で投とう影えいされたホログラム。

ＧＭ：………………え？

ヒカル：世界で唯ゆい一いつの衛星軌道支し部ぶ長ちよう。───どうだ、すごいだろう（笑）。




　いや、すごいだろうといわれましても。




ＧＭ：い、一いち応おう普通のキャラクターなんですよね……？

ヒカル：もちろん普通にダメージは受けるよ。

椿：どうやって……？

ヒカル：ホログラムといっても、ほとんど実体と変わりないんだよ。───双枝市には、専せん用ようのナノマシンが散さん布ぷされていて。衛星から情じよう報ほうが送られてきて、それがかりそめの実体を作り出すんだ。だから物だって持てるし、感かん触しよくだってある。

ＧＭ：…………。

ヒカル：逆ぎやくに、攻こう撃げきされるとナノマシンを通じて痛いたみも伝わるからダメージも受けるんだ。……回かい避ひが上がる《ゆらめき》は取ったんで、これで回避した時だけ、ホログラムだから攻撃は効きかないって言い張はれる（笑）。

椿：……ほんとに、ホログラムなんだ。

ヒカル：その辺のプロジェクターをのっとったり、ディスプレイから出てきたりするよ（笑）。

応理：ちなみにその衛星はＵＧＮが打ち上げた、〝ＵＧ〟って書かれてる衛星なんですか？

ヒカル：もちろん！　ちなみに本当なら自分は死んでいて、そのパッドの中でしか生きられない。もしかしたらもう脳のうだけしかないのかもしれない。

応理：はっはっは、社長のキャラも自分がわからない奴やつじゃないですか（笑）。




　お前に言われても。




ヒカル：ちなみに、攻撃方法は天空のかなたからレーザービームが降ふってくる。いざとなれば、超ちよう広こう範はん囲いにも撃うてるよ。

椿：ああなるほど。《スターダストレイン》を取ったんですね。

ＧＭ：ちなみに、性せい格かくは？

ヒカル：きちきちとした、事じ務む的な性格かな。ホログラムだし、生活感無い感じで。

隼人：一応、普通の人間の姿すがたなんですよね？

ヒカル：もちろん。……髪かみの毛短めの二十代半ばくらいの女性ね。どことなく鋭えい角かく的なデザインのスーツとか着てる。

隼人：しかし……、すごい支部長だ（笑）。

ヒカル：大だい丈じよう夫ぶ、ゆったりとした優やさしい人にするから。……普ふ通つうの人間と変わらない。

ＧＭ：いや、変わってもらっちゃこっちが困こまります（笑）。

ヒカル：それはそうか（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……なんか、微び妙みようにいろいろあったような気もするけれど（笑）。とりあえず、次の手順に行こうか。

応理：はっはっは、精せい神しん的な耐たい久きゆう力りよくがないな。キミは。

ＧＭ：お前に言われたかないわ！（笑）

椿：ほら、次に行きましょう。

ＧＭ：そ、そうですね。……では次に、ＰＣ間のロイスを決めましょう。




　ロイスとは、『ＤＸ２』における人間関係を表ひよう現げんするルールである。ひとりの人物に対し、そのキャラクターの持つポジティブな感かん情じよう、ネガティブな感情を表の中から選せん択たくしたり、ダイスを振ふったりして決定し、その人物との関かん係けい性せいを表現するのだ。

　ＰＣ間ロイスとは、これをＰＣの間で結ぶことを指す。




ＧＭ：ロイスの結び方はこちらで指定します。隼人→ヒカル→応理→椿→隼人の順番で。

一同：はーい。

隼人：じゃ、まずは俺から支し部ぶ長ちようへ。……この人いつ寝ねてるんだろう？　ってことでネガティブは〝猜さい疑ぎ心しん〟。

ＧＭ：おお、いいんじゃない？　たまに画が像ぞうが揺ゆらぐこともあるだろうし（笑）。

ヒカル：調子が悪い時は、特にね──（笑）。

隼人：で、ポジティブは〝好こう奇き心しん〟。……なんというか、いろいろと違い和わ感を感じてる。疑うたがったり、気にしたり（笑）。

ヒカル：じゃ、私がホログラムだって、気がついてないわけね。……なるほどなるほど。

ＧＭ：ではヒカルが応理に。

ヒカル：（ダイスを振って）〝尽じん力りよく〟、尽つくしたい……？　むずかしいかな。……〝友情〟。こっちの方がわかりやすいかな。ネガティブは……。

応理：〝憐れん憫びん〟なんかどうだろう？　永えい遠えんに生きる孤こ独どくに対しての感情とか、そんな感じで。

ヒカル：それだ！〝憐憫〟に。（言い聞かせるように）優しい女にするんだった（笑）。

応理：こっちは決めておいた。椿は教え子だからね。ポジティブは〝尽力〟。ネガティブは〝不安〟。ともすれば暴ぼう走そうしがちなところを、彼女は大丈夫だろうかって思ってる。

ＧＭ：では椿から隼人に。

椿：う～ん、なんだろう？

隼人：仲間なら、〝連帯感〟かなあ？

ヒカル：〝有ゆう為い〟でもいけるかな。実力は認みとめている、っていう感じで。

椿：なるほど。じゃあ、「もうちょっとちゃんとすれば実力もあるのに」って感じに思っているということで、〝有為〟に。

ＧＭ：チルドレンになったのに煮にえ切らない奴やつ、って思ってるんですね。

椿：だから、ネガティブは〝嫌けん悪お〟にします。

ＧＭ：了りよう解かいです。……ではＰＣ間ロイスがこれで決まったので、あらためてゲームを始めたいと思います。よろしくお願いしますー。

一同：よろしくお願いしますー。






ロイス　『ＤＸ2』における人間関係を表わすルール。

ポジティブ／ネガティブ　ロイスの内容となる感情のこと。

カヴァー　そのキャラクターの表向きの職業や立場。

ワークス　そのキャラクターの本質的な職業や立場。

このメンツだと、ＰＣ①は～　大畑くんは、何度かリプレイで主人公を務めたことがある。他のプレイヤーもそれを知っているために出た発言である。

フルスクラッチ方式　キャラクターのデータを一から自分で決めていく比較的上級の作成方式。今回は全員が『ＤＸ2』に慣れているため、こちらの方式を取った。

モルフェウス　シンドロームのひとつ。物体を創造、変化させる能力を持つ。

ハヌマーン　シンドロームのひとつ。運動能力、反射神経を極限まで増幅し、超スピードで動くことを可能にする。

エグザイル　シンドロームのひとつ。自身の肉体を変化させる能力を持つ。

ピュアブリード　通常、オーヴァードはふたつのシンドロームを持つが、ひとつしか持たないものをピュアブリードと呼ぶ。多機能にはならないが、専門分野では恐ろしい力を発揮する。

ノイマン　シンドロームのひとつ。人間の演算能力などを増幅する。

ブラックドッグ　シンドロームのひとつ。電撃を操る能力を持つ。また、それを利用して機械を操作することにも長けている。

カヴァーは永遠の少年　カヴァーはＧＭの許可を受けたなら、好きに名乗ってよい。そうすることで、キャラクターの表現能力を増しているのだ。この場合も、面白かったのでＧＭは改めて認めている。

エンジェルハィロゥ　シンドロームのひとつ。光を操る能力を持つ。

《スターダストレイン》　レーザーを超広範囲に乱射する、エンジェルハィロゥのエフェクト。























OPENING PHASE









◆Opening 01◆任にん務む失敗


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　ヒカルはいつもの業務にいそしんでいた。

　電子の海を泳ぎ、情じよう報ほうという光を適てきした場所へと振ふり分ける作業。

　それを中ちゆう断だんさせたのは、部下からの緊きん急きゆう報告。




　──その報告が最初の亀き裂れつだった。




ＧＭ：というわけで最初は支し部ぶ長ちようであるヒカルのシーンから。場所はＵＧＮ双枝市支部、支部長室からスタート。

ヒカル：支部って……、事務所っぽい所なの？

ＧＭ：そう。ひとつのオフィスビル全体が支部だと思ってもらえば。……というところで侵しん蝕しよく率りつ上げてください。




『ＤＸ２』のＰＣは全員〝侵蝕率〟というパラメータを持っている。これは、自分がどの程てい度どレネゲイドウィルスに侵おかされているかを表わす数字だ。ＰＣはシーンに登場するたび、エフェクトを使うたびに侵蝕率を上げていくことになる。




ヒカル：うんうん、わかりました。では広い空間に、ぽつんとデスクだけがある部屋。異い常じように殺風景な支部長室にひとり座すわっている私。

ＧＭ：さて、ヒカルはいろいろな雑ざつ務むをこなしつつ、あちこちで進行している作戦の指し揮きを執とる、といういつもの仕事をこなしているところです。……と言っても、ホログラムなのでじっと座っているだけで、カタカタとあちこちの機械が動いているという感じですか？

ヒカル：そうそう、そういう感じそういう感じ。

ＧＭ：……機械の動く音がかえって静せい寂じやくを引き立たせる部屋。そこに、扉とびらが勢いきおいよくバンと開いて、エージェントのひとりが「支部長！」と血相を変えて駆かけ込こんでくる。

ヒカル：（眉まゆをひそめて）……どうしたの？

ＧＭ：「泉ヶ丘学園の調ちよう査さに当たっていた、真島さんが…」と、彼は真島彩花が負ふ傷しようして戻もどってきたことを伝える。

ヒカル：……彩花さんが!?　と目を見開いて驚おどろく私。

ＧＭ：「とにかく、医い務む室しつの方に来てくださいっ！」

ヒカル：うなずいて、様子を確かく認にんしに行きます。

ＧＭ：キミが医務室に走ってくると、彼女───真島彩花が今まさに担かつぎ込まれてくる。いつものスーツ姿すがただけど、あちこち傷きずだらけ。形のいい眉は痛いたみに歪ゆがみ、脇わき腹ばらのあたりから血を流し続けているのを必死に手で押おさえている。もう片かた方ほうの腕うではたぶん折れている。

ヒカル：変なふうに曲がってる、と。

ＧＭ：彼女は苦しそうに息をつきながらキミの方を見て。「……支部長、すみません」

ヒカル：何が、どうなったの？

ＧＭ：「泉ヶ丘学園にＦＨが入り込んでいることが分かりました。何らかの計画をそこで進めているらしいです。───ですが、私が調べられたのはそこまで。突とつ然ぜん襲しゆう撃げきを受け……」

ヒカル：ここは最後まで聞かなきゃダメね。……もうひとり、調査に当たっていたエージェントはどうしたの？

ＧＭ：「すいません、合流する前にこのざまです……」彼女は目を伏ふせる。

ヒカル：……続けて。

ＧＭ：「向こうにこちらの調査が察知されたと思われます。───任務は失敗です」

ヒカル：…………。

ＧＭ：医務班が、「支部長……、これ以上は……」と。

ヒカル：（うなずいて）わかりました。彩花さんを死なせては……ダメよ。

ＧＭ：その一言と共に、彩花さんは医務室に運ばれていく。……彼女が命を取り留とめたことが報告されたのは、数時間後だ。

ヒカル：…………ふぅ。

ＧＭ：そして、次の日。───双枝市支部に、日本支部からあらためて指令が下りる。

ヒカル：再さい調ちよう査さ、でしょ？

ＧＭ：その通り。キミの支部の全力をもって学園を再調査せよ、というもの。いままさにその命令がパソコンのディスプレイモニターに映うつっている。

ヒカル：……ふっと手をかざすと、空中にホログラムディスプレイが五つぐらい浮うかぶ。

一同：おお？

ヒカル：それぞれがすごい速度で検けん索さくを始めて、今うちの支部で使える戦力を調査していく。結果は、（隼人と椿を指して）このふたり。

ＧＭ：メインのモニターには、日本支部支部長、霧谷雄吾が映っている。……指令を出した張ちよう本ほん人にんだ。

ヒカル：……正直、再調査には戦力が足りませんね。

ＧＭ：彼は落ち着いたままで、「そちらの重要な戦力である真島さんが、負傷したこともあり、戦力が足りないというのもわかります」

ヒカル：応おう援えんを要よう請せいします。

ＧＭ：「───わかりました。私のほうから人を送りましょう。そちらのほうで戦力と見込んでいるのは誰だれですか？」

ヒカル：二名です。といって、データを送ります。ホログラムのディスプレイが、そのままパソコンに入っていく感じで（笑）。

ＧＭ：画面の向こうの霧谷は、ちょっと違ちがう方向を見てから、「わかりました。彼らふたりであれば、適当な人材に心当たりがあります」

ヒカル：おまかせします。

ＧＭ：「では、あらためて、あなたたちに泉ヶ丘学園を調べていただきます。……厳きびしい調査になるでしょうがよろしくお願いします」

ヒカル：了りよう解かいしました。では霧谷さんが画面から消えてから、机つくえの上のインターホンを押す。高崎隼人と、玉野椿……、ふたりを呼よんでちょうだい。

ＧＭ：では、向こうでエージェントが返事をしたところでこのシーンを終了しよう。




　任にん務む失敗、再調査、現時点の被ひ害がいは二名。───イヤな予感がぬぐえない。

　暗い支部長室に戻り、ヒカルはさっそく情じよう報ほうを集めはじめた。

　この事件に少しでも光こう明みようをもたらさんがために。







◆Opening 02◆雨の日の思い出


Scene Player ──── 玉野椿






　冷たい灰色に支配された部屋で、椿はベッドに腰掛け、不ふ揃ぞろいの髪かみをいじっていた。

　無表情で机の上のモニターを見つめる。

　待たい機きを命じられて以い来らい、このモニターはＵＧＮの命令を伝えてこない。

　椿はため息をつく。───待機が長いと不安になる。




ＧＭ：次のシーンは椿。さて侵しん蝕しよく率りつを上げましょう。……Ｄ10をひとつふってください。




『ＤＸ２』では、さまざまなタイミングで十面体のダイスを使用する。

　〝Ｄ10〟とは、この十面ダイスを意味する言葉だ。

　なお、ダイスを複ふく数すうふるときは２Ｄ10、３Ｄ10と、ダイスの個こ数すうが上につく。




椿：えい。（ダイスを振ふる）……あ、10。

ＧＭ：ふっふっふ、調子がいいですな（怪あやしげな笑えみ）。

椿：そ、その表情はなんですか？

ＧＭ：いえいえ？　では、キミは自室で待機してるところに緊きん急きゆうの連絡が入るところからスタート。……椿の部屋って、殺風景なんですかね？　ベッドと机と衣い装しようダンスくらいしかないような。

椿：う～ん……。その他ほかにも誰かにもらったものとかは捨すてられないで置いてあるかな？

ヒカル：開かい封ふうしてないプレゼントとか。

応理：たまっていくだけ。興きよう味みがないから置きっぱなし。

ヒカル：でも捨てられない。……そこがいい！（笑）

隼人：ふたりとも落ち着きましょうよ（笑）。

ＧＭ：では、そんな未開封の物に囲まれた冷たい部屋の中。キミが通話ボタンを押すと、向こう側から「緊急事態になりました。今すぐ支し部ぶの方に来てください」と、硬い声で女じよ性せいのエージェントが応おう答とうする。

椿：（冷静に）はい、わかりました。

ＧＭ：「真島彩花さんが任務に失敗して……」と、かなり重い調子で彼女は続ける。

椿：真島、彩花さんが？

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、命は取り留とめたから。……様子を見に行く？　それなら、少しだけ時間を作るけど……」椿の声の調子を聞いて、そんな風に言うエージェント。

椿：それは……、是ぜ非ひ、お願いします。彩花さんの負ふ担たんにならなければ。

ＧＭ：「彼女なんだけど」とエージェントはちょっと困こまった口調で。「やっと動ける様になったばかりなのに、次の任務にも同行するって自室の方に戻もどっているの。……無理はしないように、様子も見てきてくれる？」

椿：わかりました。まかせてください。

ＧＭ：では、椿が外に出て行くところで……、ひとつ回想シーンが。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：二年前、椿がこの支部に来てから間もない頃ころ。その日は凍こごえるような寒さで、さらに悪いことに雨が降ふっていた。……その日、キミは支部の前で捨てられた子犬を発見してしまった。

椿：う……。

ヒカル：段だんボールの中で、今にも凍えそうな子犬が……。

応理：バウワウバウワウ、と（笑）。

ＧＭ：暴あばれるなよ！（笑）

ヒカル：ここはかわいくいくところだろ！（笑）

応理：……く～ん。

ＧＭ：…………。（椿の方を向き）で！　椿は偶ぐう然ぜんに目が合ってしまう。ずぶぬれで泥どろだらけのその子犬は無む垢くな瞳ひとみでじーっとあなたの方を見る。

椿：うう…………。

ＧＭ：もちろん、椿は自分の家では犬を飼かうことはできない。……いつこの街を出て行くかわからないしね。もちろん、支部でも飼えない。

椿：こまったなぁ。支部じゃ飼えないのよ、と言いながら近づいていって、段ボールの前にしゃがみます。

ＧＭ：子犬は何も言わず、だまって椿の目を見ているよ。

椿：…………。

ヒカル：あ、思いついた！　まずね、ここで傘がさしかけられるんだよ。椿に。

ＧＭ：……ああ！　では、「濡ぬれるわよ」という声と共に、すっと傘が差し出される。……振ふり向けば、スーツを着た落ち着いた雰ふん囲い気きの女じよ性せいが立っている。
















椿：え？　あなたは…………？

ＧＭ：彼女は柔やわらかくほほえんで、「あなた、今日から来る子ね？　……私は真島彩花、双枝市支部のエージェントよ」

椿：あ、はい！　玉野椿です。ちょっとかしこまった感じで、立ち上がって言う。

ＧＭ：彼女は子犬の方を見て、困ったように笑って、「見つけちゃったのねー……」

椿：はい。……その……。

ＧＭ：「支部じゃ、飼えないし。あなたの家で飼うわけにもいかないわよね」と、彼女も子犬の方を見つつ、「……あなたはどうしたい？　放ほうって置くのはイヤ？」

椿：こんなところで放って置かれるぐらいだったら。……ぐらいだったら？

応理：ぐらいだったら、いっそ！（笑）

ＧＭ：ぎゃああああ！　そうではなくて～！（笑）

椿：せめて……、せめて天気の良くなるまででも、と言って彩花さんを見る。

ＧＭ：「そうよね……。そう思っちゃうわよね」彩花さんもどこか苦く笑しようしながら言うよ。

椿：見み捨すてるわけにはいかないので……。

ＧＭ：「うーん……」彼女は少し悩なやんだ後、「わかった。私の家なら飼ってあげましょう。……私も仕事が忙いそがしいからあんまりかまってあげられないと思うけどね」彼女はそう言って、子犬を抱だき上げる。

椿：え……？　ほんとですか!?

ＧＭ：「ええ。……見つけてしまったんだものね」彼女はいたずらっぽく笑って言う。

椿：ありがとうございます。

ＧＭ：「いいのよ」

椿：え、と……ご迷めい惑わくでなければ、たまにかまいに行ってもいいですか？

ＧＭ：彼女はにこっと笑って、「いつでもいらっしゃい」と。……その彼女の笑えみをバックに、回想が終わり───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：気がつけばキミは彩花さんの自室の前にいる。ペットが飼かえるマンション、三階のエレベーター降おりた一番奥おく。

応理：いいとこだな。ＵＧＮ給料いいなあ（笑）。

ヒカル：ＵＧＮは給料はいいよ、きっと。……危き険けん手当とかわんさかつくだろうし。

ＧＭ：とにかく、今、椿はドアの前にいる。…………いつかと同じように冷たい雨が降ふっている。

椿：じゃ、インターホンを。……小声でドア越ごしに犬の名前を呼よびながら。

隼人：犬の名前は？

椿：うーん……。じゃ、ボタンで。私が椿だから。

ＧＭ：了りよう解かい。……少しの時間をおいて、ドアが開く。「あら、支し部ぶに呼ばれてなかったの？」とその向こうから彩花さんがあらわれる。彼女は傷きずの手当てのあとが生々しく、片かた腕うでは吊つっている。でも、格かつ好こうはいつものスーツだ。ジャケットはひっかけているだけだけど。

椿：彩花さんがケガをされたと聞いて、やってきました。

ＧＭ：「ごめんなさいね、こんな姿を見せて」と、彼女は力なく首を振ふって言う。

椿：いえ。彩花さんが無事でほっとしました。

ＧＭ：彩花さんは少し目をふせがちにして、「助かったことは助かった。でも、任にん務むは失敗。……日本支部は再さい調ちよう査さを命じたわ。おそらく調査任務に就つくのはあなたと隼人君になるでしょう。こちらの失敗を押おしつけるようで悪いけど、よろしくお願いするわね」

椿：彩花さんが失敗するような任務を、私がうまくこなせるか分かりませんけれど。

ＧＭ：「あなたなら出来るわ」彼女はちょっとだけ笑ってそう言います。

椿：…………ところで、ボタンはいますか？

ＧＭ：ん？　……いつもなら、ドアを開けるとすぐに出てくる犬だけど、なぜか今日は出てこない。

椿：おや？　話をしながら、彩花さんの肩かた越ごしに覗のぞいてみたりして。

ＧＭ：見あたらない。

椿：……おや？

ＧＭ：彩花さんは特になにも言わずに、ワイシャツの上に強ごう引いんにジャケットを羽は織おり、「行きましょう。私も支部に戻もどるわ」と、椿をうながす。

椿：彩花さんは休まれてなくて大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：「さすがに、全部あなたがたに任まかせるわけには」と思い詰つめた顔をする彼女。

椿：うーん、止められないかな。……大丈夫かなと思いつつも、一いつ緒しよに行きます。

ＧＭ：彼女は痛いたみが残っているのか、いつもよりゆっくりした歩みで支部へと向かう。……というところでシーンを切ろう。最後まで、ボタンの気配は無かった。




　後ろを気にしつつ、椿は支部の方へと足を向ける。

　雨はまだ、止やむ気配はなかった。




　暗雲立ち込こめる空をなるべく見ないようにして、椿は尊そん敬けいする先せん輩ぱいの後を追った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




椿：わ～、ボタン、どうしたんだよ～？

隼人：実はボスキャラだったとか！（笑）

応理：実に見事な偽ぎ装そうだ（笑）。

ＧＭ：そんなわけがあるかあああっ！（笑）







◆Openinig 03◆永えい遠えんの少年


Scene Player ──── 群墨応理






　いつのころからか。

　その〝少年〟はＵＧＮに存そん在ざいしていた。

　並なみのオーヴァードをはるかに超こえる力を持ち、何年たっても成長しないその〝少年〟はいつしかこう呼ばれるようになった。




　彼はネバーランドからやってきた〝永遠の少年ピーターパン〟なのだと。




ＧＭ：次のシーンは応理。侵しん蝕しよく率りつ上げよう。

応理：ふむ、３点、か。（唐とう突とつに渋しぶい声で）……ここはＵＧＮが持つ絶ぜつ海かいの孤こ島とうにある訓練施し設せつ。断だん崖かい絶ぜつ壁ぺきを前に、百人ぐらいのチルドレンが一定のリズムで〝型〟を取っている。その中央にいるのは、綺き麗れいに髪かみを整えた少年。なぜか、黒を基き調ちようとした服を着ている。それがこの俺おれ。

一同：…………え？

応理：その手て拍びよう子しを取りながら、俺、いやボクは言う。……あなた達の持っているレネゲイドウィルスの力は、確たしかに大変強力です。ですが制せい御ぎよを誤あやまれば、あなた達を破は滅めつさせかねない力。

ＧＭ：「はい！」と、チルドレンたちがそろって答える。……って、ほんとか？　オレの中のＵＧＮのイメージががらがらと崩くずれていくんだが（笑）。

応理：（無む視しして）しかし、それを制御する力は人の心、すなわち理り性せい。理性と人の知ち恵え、そして勇気！　これこそがあなた達を無む敵てきの戦士へと押し上げるのです！

椿：なんか、言ってることがだんだん怪あやしくなってきた……。

隼人：うん、俺もオチが読めてきた気がする（笑）。

応理：いいですか？　人の心を忘わすれてはいけません。では、強い戦士になるための最初の試練を課します。……（目をクワッと見開き）目の前の崖がけに一歩を踏ふみ出しなさい！　そして帰ってくるのです！　そう、これは試練なのです！（笑）

一同：やっぱそんなんかああああっ！（笑）

隼人：（急にチルドレンＡになり）いや、でも、俺……。

ＧＭ：お前も乗るなよ！（笑）

応理：どうしたのです？　できないというのですか!?　……まさかそんなことは言わないですよねええええええっっ!?（目を怪しく輝かがやかせながら）獅し子しは我わが子を千せん尋じんの谷に突つき落とすと言います……。まさか、まさかまさかまさかあなたはこのボクの教え子なのに、獅子ではない、そう言うんじゃないでしょうねええええぇぇ!?（笑）

隼人：う、うわああああああああっ！

応理：思わず飛び降おりるチルドレンたち！　はあっはっはっはっは！　やればできるじゃないですかぁ？　おめでとう、あなたたちは今日からＡ級エージェントですよ？　……ん？　なんですか？　ボクが憎にくいですか？　ならばその憎しみを力にしなさい。そして人を超こえるのです！（笑）

椿：さっきまで理性がどうこうって、言ってたのに（笑）。

応理：さて……。と、ボクが顔を上げたところで、キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン、と終しゆう了りようのチャイムが鳴る。

一同：…………？

応理：（うってかわって晴れやかな笑え顔がおで）は～い、今日はここまで！　時間ですね、はい、みんな《リザレクト》使って～！　怪け我がしている人も蘇よみがえって～！（笑）

一同：そんな授じゆ業ぎようがあるかああああああっ！（笑）。




《リザレクト》は簡かん単たんに言うと死んだオーヴァードが蘇るエフェクトである。……でも、こんな使い方はお勧すすめしません。軽はずみに真ま似ねしないように（笑）。




ＧＭ：で、ではそんな訓練をしていると、「先生、先生」とエージェントが。

応理：ん？　なんですか？

ＧＭ：「ヘリポートのほうに、霧谷さんが来てるんですが」

応理：ほう、雄吾くんか。

ＧＭ：「あのー……、お楽しみは程ほど々ほどにして、そちらのほうに行っていただけると」

応理：では、後を教官のひとりに任まかせてヘリポートに行こう。……ふんふふ～ん、今日もいい仕事をしちゃったな（笑）。

ＧＭ：では、ヘリポートに行くと霧谷が開口一番に言う。「あまりやりすぎると、そのうち後ろからチルドレンに刺さされますよ」

応理：ははっ、彼らにはまだ早すぎるかなこの訓練は。




　誰だれにだって早すぎる。




ＧＭ：「…………私はどうしてあなたにメンターを頼たのんでいるのかだんだん分からなくなってきました」

応理：ははは！　そんなこと言われても、ボクには他ほかに行く場所がないんだよ!?（笑）

椿：思いっきり自分を見失ってるなあ（笑）。

応理：で、わざわざキミが来るとは。……何かがあったのかい？

ＧＭ：「ええ。……仕事を頼みに来ました」

応理：前線に出ろと？　……久ひさ々びさだね？

ＧＭ：「わたしが二時間調べた結果……、あなたしか適てき切せつな人材がいないということになりまして」

応理：ふむ？　内容を聞かせてくれるかい？

ＧＭ：「あなたが昔、手をかけたチルドレンふたりが……」

応理：ててててて手にかけた!?　こここ、殺してないですよっ!?　まだ！（笑）

一同：〝まだ〟ってなんだあああああっ！（笑）

ＧＭ：ほんっっとに、殺すことしか考えてないのか！〝手をかけた〟だ！〝手にかけた〟、じゃないだろっ！（笑）

応理：ああ、手をかけて育てたチルドレン、ね。……ふう、びっくりさせないでくれよ。

ＧＭ：「……とにかく。元あなたの生徒である高崎隼人と玉野椿がとある任にん務むに就つくことになりまして」と霧谷は言う。

応理：書類を見せてもらって……、ずいぶん大きくなりましたね、ふたりとも。と懐なつかしそうに言う。

ＧＭ：「子こ供どもが育つのは早いですよ。……ですが、この任務少々問題があります」

応理：ほう……？　手を止めて、霧谷を見る。

ＧＭ：「任務内ない容ようは泉ヶ丘学園という高校の調ちよう査さ。ですが、すでにこの任務は一回失敗しています。前に調査に行ったエージェントは、ひとりが重じゆう傷しよう、ひとりは行方不明というありさまです」

応理：無む表ひよう情じようのまま、話の先をうながす。

ＧＭ：「つまり、ＦＨは我われ々われＵＧＮがその学園に興きよう味みを持っていることをすでに知っています。……ですがここで何も調べないというわけにはいきません。そういうわけで、ふたりを向かわせることになりました。……次をめくってもらえますか？」

応理：ぱらり（書類をめくる）。

ＧＭ：そこには、ＦＨエージェント・ヒュプノスと書かれたプロファイルシートがある。ただし、顔写真が貼はってあるはずの場所にはノーデータと書かれている。───霧谷は続ける。「さらにやっかいなことが、このヒュプノスです。実じつ在ざいすら疑うたがわれているＦＨエージェント。……一いち応おう男だとされていますが、それも怪しい」

応理：……彼が関かかわっている、と？

ＧＭ：「……ええ。彼は、我々ＵＧＮに対してもう何度も打だ撃げきを与あたえてきた実力の持ち主です。本部の方から、要注意人物として手配書が回ってきました」

応理：ニヤリと笑えみを浮うかべて言う。……彼とはキミより長いつきあいだが、いまだに彼のことは良くは知らないよ。

ＧＭ：（棒ぼう読みで）「……そうだったんですか」

応理：今度こそ分かればいい、がね？

ＧＭ：（棒読みで）「……そうですね」

応理：雄吾？

ＧＭ：（にこやかに）「はい？」

応理：……いや、なんでもない。こんなつまらないことで親友の君を失ないたくない。失ないたくないんだ。……わかるね？

ＧＭ：（優やさしく）「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。私はあなたを信しん頼らいしています」

応理：（ぼそりと）……いい気になるなよ（笑）。

ＧＭ：（無む視しして）「彼らのバックアップをお願いします。……事実上、あの支し部ぶで戦力として動かせるのは、チルドレンのふたり、それから支部長本人、それだけです。……もうひとり優ゆう秀しゆうなエージェントがいたんですが、負傷したらしく」

応理：……事実上の戦力外、か。

ＧＭ：「無理はさせられません。他ほかに何人かのエージェントもいますが、力はずいぶんとその三人より劣おとります」

応理：なに、数は必要ない。有ゆう能のうなものが三人、そしてこのボク……、十じゆう分ぶんだろう。

ＧＭ：「三人では厳きびしいという支部長の要よう請せいもありましたので、是ぜ非ひあなたに」

応理：任務了りよう解かいだ。……引き受けるよ。

ＧＭ：「では」と、ヘリコプターのパイロットに指し示じを出して「このヘリコプターですぐに現げん地ちへと向かってください。……時間が経たてば経つほど向こうに余よ裕ゆうを与えることになります」と、応理にヘリコプターに乗るようにうながす。

応理：では、ひとつうなずいて。ヘリに乗り込こもう。




　蒼そう穹きゆうへと飛び立つヘリコプターの中で、応理は資し料りように目を落としながらつぶやいた。

「かつての生徒の晴れ舞ぶ台たい……か。そうなると、ボクの役目は〝守ること〟かな」




　事じ件けんの解決よりも、任務の達成よりも、彼にとっては生徒の命のほうが大事だった。

　なぜならば、今の彼にとって〝生徒〟だけが家族と呼よべる人間なのだから。






《リザレクト》　オーヴァードが必ず持っているエフェクト。自分の傷を自動で再生させる能力である。









◆Opening 04◆思い出という疵きず


Scene Player ──── 高崎隼人






　──ふぅ。

　隼人はひとつため息をつく。

　目の前には泉ヶ丘学園と金文字で書かれた表札、その向こうには少しばかり古びているが立りつ派ぱな校こう舎しや。




　今日から、隼人はこの学園の生徒となる。潜せん入にゆう任にん務むというヤツだ。




ＧＭ：では最後。隼人のシーン。

隼人：あ、侵しん蝕しよく率りつを上げておこう。

ＧＭ：キミのシーンは、その泉ヶ丘学園に転入するところから始まるわけだが。

隼人：おう。

ＧＭ：今までのオープニングで演えん出しゆつされたとおり、彩花さんがしくじって、再さい調ちよう査さに来たという流れは隼人に伝えられていると思ってくれ。

隼人：了解。じゃあ泉ヶ丘学園を見上げて、学校かぁと遠い目をしよう。

ＧＭ：任務でもなければ学校に行くこともないからね。……いつからこうなってしまったんだろう、とそんなことをキミは考えたりするわけだ。

隼人：そうそう。……こういうところに来ると、自分の人生が普ふ通つうとは違ちがうとあらためて感じながらね。

ＧＭ：ちなみに、この学校はいわゆる進学校で。校舎も、設備も、あちこちに植えられている植物なんかも丁てい寧ねいに手入れをされている。ま、いいとこの学校だな。

隼人：ちっ、金かけてやがんなぁ。……もし、ふつうに生きててもこんな学校には来れないんだろうな、と思いながら歩く。

ＧＭ：手続きは問題なく終了し、今、キミの目の前には担たん任にんだと紹しよう介かいされた先生が歩いている。……今から教室に行くところだ。

隼人：了解。……そういえば、今の季節は？

ＧＭ：そうだね……、十月くらいにしようか。

応理：秋くらいだね。

ＧＭ：赤や黄色の鮮やかな木の葉の落ち葉が目立ち、風もだんだんと冷たさを増してくる。───今はそんな季節だ。

隼人：わかりました。

ＧＭ：では、ガラリと先生が教室のドアを開ける。隼人がその後に続く、そんな感じだ。

隼人：好こう奇きの視し線せんが集中する。……気まずいなあ、こういうの。

応理：（生徒になり）かえれー、ひっこめー、ころすぞー（笑）。

ＧＭ：どこのだれだっ！　てか、そんなこと言うヤツはいねぇ！（笑）

ヒカル：二十年前の不良マンガじゃないんだから（笑）。

ＧＭ：ま、明らかにガッカリする奴やつとか、興きよう味み津しん々しんに目を光らせている奴とかいろいろいるけど、みんな黙だまってキミの方を見ているよ。

隼人：適てき当とうに見回すと……。

ＧＭ：そう。ある一点で、心の中に電でん撃げきが走る。

椿：知っている顔がそこにある。

ＧＭ：栗くり色いろに近い髪かみの色、大きな瞳ひとみ。隼人のよく知った彼女の面おも影かげがそこにある。

応理：……楠森、七緒。

隼人：十年経たっても俺おれにはわかる。……ロイス結んでるからな。

ＧＭ：では、そのショックのまま回想シーンへ……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：十年前、キミがまだ六歳さいのころ。……そして、まだ日にち常じようの世界にいたころ。

隼人：まだ家族がいて、友達がいて、当たり前の幸せの中にいたころ。

ＧＭ：彼女、楠森七緒は、キミの一番の遊び友達だった。マンションでも隣となり同士だったし。

隼人：それに、親が仲が良かった、ということにしよう。子こ供どもは子供同士で、親は親同士で遊んでいたとか。

ＧＭ：おお、じゃあそうしよう。……そしてある時。七緒が誕たん生じよう日びに買ってもらったらしい子供用のカメラ、それを隼人に嬉うれしそうに見せたことがあった。

隼人：おお。

ＧＭ：一いち応おう写真が撮とれる、というレベルのほとんどおもちゃ同然なヤツだけど。……そして、その夜。キミが見ているテレビでは、山の頂ちよう上じようから見る朝日がいかにすばらしいものであるかをとある写真家が力説している。

隼人：うお！　こ、これは……。

ＧＭ：（にやにやしながら）さあ、どうする？

隼人：も、もしかして、家の側そばには山があったりする？

ヒカル：（おなじくにやにやしながら）それは当然あるだろう（笑）。

ＧＭ：山ってほど大きくないけど存在するよ。でも、子供にとっては大きな山だ。

応理：さあ、どうする？

椿：（温あたたかく見守っている）

隼人：……そりゃもう、親の隙すきを見てマンションのベランダに行き、柵さくをするりと横にスライド！　七緒を誘さそいに行く（笑）。

一同：おおおおお～（笑）。

応理：すごいガキだな（笑）。

ＧＭ：まあ、子供だからこそできるってこともあるだろう。

隼人：で、窓まどを叩たたく。七緒ちゃん、七緒ちゃん、と。

ＧＭ：では慣なれたように、「なぁに？」と七緒がカーテンを開ける。首からは、そのお気に入りのカメラをさげており、大きい目でキミを見ている。

隼人：山に行こう！

応理：突とつ然ぜんだな（笑）。

ＧＭ：「……え？」と、彼女は目を瞬しばたかせる（笑）。

隼人：じゃあ、七緒にさっきまで見ていたテレビのことを話そう。あのさあのさ……。

応理：すごい写真が撮れる場所があるんだ、と話すんだな？

隼人：そうそう（笑）。日の出がすごく綺き麗れいだったし、きっと高いところから見るのがすごい綺麗だよ！

ＧＭ：隼人が熱を込めて話すのを聞くうちに、彼女の目がキラキラと輝いてくる。「行こう！　すぐ行こう、今行こう！」

応理：単たん純じゆんだなぁ（笑）。

椿：子供ですからねぇ（笑）。

隼人：じゃあ、夜に抜ぬけ出す算さん段だんを。……ところで今の季節は？

ＧＭ：冬、がいいかな。そしてキミたちは外に出る。……まあ、結果から言えばいろいろと問題を引き起こしたわけだが。

ヒカル：暗いし、寒いし。

椿：コウモリが飛べば、怖こわいし。

応理：七緒は泣きそうになるし。

隼人：でも、道のりを手をつないで歩いていく。

ＧＭ：その手の温かさだけは確たしかだった───、そんな記き憶おくが。

一同：…………。

ＧＭ：そして歩くこと数時間。ついに目的の場所にたどり着く。……何の偶ぐう然ぜんか向こうのほうから朝日がちらちらと見え始める。それを見て、泣きそうだった彼女はぱっと表ひよう情じようを輝かがやかせて、「うわぁ……」と声を上げる。

隼人：それを見て満足して、心の中でガッツポーズ（笑）。ほら、七緒ちゃん！　写真撮らなきゃ！

ＧＭ：「うん、……うん！」カメラを取り出して、かじかみながらも一枚まい二枚と撮る七緒。

隼人：それを満足げに見る俺。

ＧＭ：……その時、彼女は不意にカメラをキミのほうに向ける。

隼人：えっ……!?　と、驚おどろいたところでパシャリ。……何をするんだよー、七緒ちゃん。

ＧＭ：満面の笑えみを浮うかべて、「ありがとう。この写真ちゃんとあげるから」と彼女は言った。

隼人：ててて、てれるな。照れた笑顔をしつつ。……じゃあ帰ろうか？　と手をさしのべる。

ＧＭ：そこでキミの回想は終わる。あの後、帰ろうとしてまた迷まよい、親にはこっぴどく怒おこられ、とひどい目にもあったが、いい思い出にはなった。

隼人：写真は？

ＧＭ：ひどくピンぼけの写真、隼人を写した写真が一枚。……今でもキミの手に残っているよ。それが唯ゆい一いつ隼人が持っている日にち常じようの思い出だ。

隼人：おお！　じゃあ、それはいつも懐ふところに入れてあるということで。

ＧＭ：了りよう解かい。では、シーンは現げん在ざいに戻もどる……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、現実に戻ると先生が「どうした？　高崎君？」と声をかけてくるよ。

隼人：……いえ、ちょっとぼっとしてました。緊きん張ちようして昨日眠ねむれなかったもんで。

ＧＭ：「そうか。……疲つかれているところ悪いんだが、自じ己こ紹しよう介かいを」

隼人：高崎隼人です。こんな時期の転校生ですが、よろしくお願いします。

ＧＭ：隼人がぺこりとお辞じ儀ぎをし、顔を上げるとやはり間ま違ちがいなく彼女がいる。ただ、彼女は特別にキミに関心を持ってるわけでもなく、ただ普ふ通つうの転校生を見る目でキミを見ている。

隼人：…………当然、か。でも、その反はん応のうに安心したりもするな。

ＧＭ：では、そんなキミの心中に拘わらず、任にん務むは始まっていく。




　席に着き、隼人は思わず左ひだり胸むねに手を当てる。

　そこにはあの時、朝日と共に写した写真が入っていた。

　彼にとっての、日常の残滓。




　その写真を握りしめ、隼人はほんの少しだけため息をつく。

　隼人の〝日常〟の象徴、〝思い出〟という名の疵きずがうずきはじめる。

　──彼女との再会によって。







◆Opening 05◆闇やみの中で


Master Scene






　男は目を閉とじて考える。

　ＵＧＮの動き、ＦＨの狙ねらい。収しゆう集しゆうした情じよう報ほうから、ひとつの結けつ論ろんを導みちびき出す。




ＧＭ：ではここでマスターシーンをひとつ。

隼人：お？

ＧＭ：どこともしれぬ闇やみの中。男───男らしき人ひと影かげが電話を取る。




　低く、感情のこもらぬ声で男は喋しやべる。

「実験を継続せよ。ＵＧＮの介かい入にゆうは気にするな。……奴やつらはまだ準じゆん備び段階だ。手は打てる」




　電話の向こうの声にうなずき、男は電話を切る。

「作戦開始、か。さてどちらが騙だまされるか……」

　男は、再ふたたび闇の中に沈しずんでいく───。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆学校の中のチルドレン


Scene Player ──── 玉野椿






　椿が転校してきて一週間。

　目立たないように振ふる舞まっているはずなのに、なぜか椿の周りには人が集まってくる。その現げん象しようを受け、椿はまじめに反省点を探さがしていた。

　彼女は、自分の容よう姿しや立ち居い振る舞いが周りの人間をひきつける事実に、まだ気づいていなかった。




ＧＭ：では次のシーンは椿。……オープニングから一週間ほどたったある日。

椿：さっくりと飛びますね（笑）。

ＧＭ：そりゃあもう（笑）。隼人が先に転入して、その何日後かに椿が転入。調ちよう査さはぼちぼちしているものの、何の進しん展てんも無い。昼休みと放課後には、隼人と情報交こう換かんをしながら学校生活を営いとなんでいる、そんな感じかな。

椿：さすがにそう簡かん単たんに尻しつ尾ぽは見せないか……。

ＧＭ：今は昼休みがはじまったところ。ちょうどチャイムが鳴るところだね。

応理・ヒカル：きーんこーんかーんこーん。

椿：……たぶん、こういうだらけた雰ふん囲い気きには、きっとなじめないと思います。

ヒカル：でも、クラスメイトたちはわらわらわらと寄よってくるんだろうね。「玉野さ～ん」

椿：ちょっとため息をつく。……もう一週間なのに。

ヒカル：（生徒になって）「今日の午後委員会があるんだけど、来てみない？」「クラブもう決まった？」「お昼どこで食べるの？」とか、わらわらわら……と。

ＧＭ：ああ、他の生徒には椿は凛りんとした、自立している女の子に見えるだろうからなあ。寄られもするだろう（笑）。

椿：いや、私は。今のところそういう予定はなくて……。

ＧＭ：で、これから（隼人を指して）彼と情報交換をしなきゃならんわけだが。

椿：どこにしよう？　……屋上とか？

隼人：そうだな。人がいなければそこで。

ＧＭ：じゃあ、この学校の屋上は基き本ほん的に立ち入り禁きん止しになってるということにしよう。

椿：寄ってくるクラスメイトたちをかわしつつ、屋上へ行こう。

ＧＭ：隼人も登場して～。

隼人：ん、了りよう解かい。

ＧＭ：屋上は、少し冷たい風が吹ふいており───もちろん誰だれもいない。椿が扉とびらを開けると、フェンスに寄りかかるようにして隼人が待っている。

椿：屋上の扉を閉しめたあと、深いため息をひとつ。

隼人：よう、学校には慣なれたか？、と苦笑いしながら片かた手てを挙げよう。

椿：（首を横に振ふって）……慣れたくないわ。こういうときこそ気を引き締しめないと。

隼人：（肩かたをすくめ）やれやれ、相変わらず堅かた苦くるしいな。

椿：……隼人も。とけ込こむのもいいけど、とけ込みすぎないようにね。

隼人：わかってるさ。（真ま面じ目めな顔になり）…………わかってるんだ。

ＧＭ：椿にはわかるが、隼人の様子はこの任にん務むが始まってから少し変だ。妙みように思い詰つめているというか、考え事をしていることが多い。

椿：…………。何か情報は？

隼人：さっぱりだ。……Ａ組の誰とＢ組のどれがつき合ってるってことはわかったが。

椿：（困こまった顔で）そんな情じよう報ほう回されても。

隼人：おまえはどうなんだよ？　いつも通り外そと面づらはいいんだろ？

椿：まったく進展はないわ。…………ところで隼人。

隼人：……なんだ？

椿：余よ計けいな悩なやみなんか抱かかえてるんじゃないわよ。

隼人：ギクリ！　う、うるせえな！　だいたい……。

ＧＭ：あわてた隼人が言い返そうとしたその時。……ガチャリ、と音を立て、誰も来ないはずの扉が開く。

椿：……！

隼人：思わず身み構がまえよう。

ＧＭ：そこから首だけ出してきょろきょろっとするのは、楠森七緒。（隼人を見て）……キミの同級生だ。

隼人：げげ！　まずい。逃にげ場を探さがそう。……って、屋上のどこに逃げ場があるんだっ！

椿：急にあわて始めた隼人を、いぶかしげに見ていよう（笑）。

ＧＭ：七緒とは、すぐに目が合うよ。相手も立入禁止の所に入ろうとしているので、一いつ瞬しゆんびっくりするけど。彼女も状況を理解したらしく、ゆっくり扉閉めてから、「ふぅ～～～～～」と長いため息をつく。「……先生かと思っちゃった」

隼人：ええと……。俺おれはあんまり顔を合わせないようにしていよう。……一いち応おう。

ＧＭ：彼女は大きな目をぱちくりとさせて。「……もしかして、邪じや魔ました？」

隼人：違ちがう！　そそそそんなんじゃないんだっ！

椿：私は黙だまって、隼人を面おも白しろそうに見てる（笑）。

隼人：うわ！　全部俺のいいわけに任まかされた気配！（笑）

椿：（怪あやしげな笑えみを浮うかべて）私のほうが……、邪魔かな？（笑）
















隼人：あああああ！　そうだ！　紹しよう介かいしよう！　それがいい！　椿、こっちが同じクラスの……あー、……楠森さん。

ＧＭ：「楠森です」と頭を下げる七緒。

椿：（うなずいて）玉野です、よろしく。

ＧＭ：「うん、知ってる。Ｄ組の転校生の玉野さんでしょ？」と、彼女は明るく笑う。

隼人：あー、その。……転校生同士なので、それなりに、なんか、こう……。

ＧＭ：「知ってる知ってる。うちのクラスでも評ひよう判ばんになってるし」と、七緒は隼人の方を見ないで言う。

隼人：（がっくりと肩かたを落として）……それもそれで複ふく雑ざつな気分だ。




　忙いそがしい男である。




ヒカル：たぶん椿はスポーツ万ばん能のうなんですよ。運動部員も顔負けくらいの。バスケットボール大会とかでシュートをスパッと決めたりとか。

椿：まあ……【肉体】７とかですし。

ＧＭ：そりゃ、普ふ通つうの高校生なんか比ひ較かくにならないくらい運動能力あるよなあ（笑）。

応理：隼人だって【肉体】５だぞ。一般の高校生だと、１～３くらいだろう（笑）。

隼人：……ずいぶん目立ってるんだな。と、にやりと笑う。

椿：……こ、これぐらいはね。

ＧＭ：「お邪魔じゃなかったら」と彼女は大きなショルダーバッグを降おろし、その中から女子高生には似にあわない巨きよ大だいな一いち眼がんレフのカメラを取り出す。

隼人：…………。

椿：カメラ……？

ＧＭ：「うん。趣しゆ味みでちょっとやってるんだ。……触さわってないと感覚忘わすれちゃうから、昼休みにはなるべく高いところに来て、ファインダーのぞいているの」七緒はうれしそうな口調でそう言うよ。

隼人：……なに、撮とってるんだ？

ＧＭ：「ん？　風景とか、人物とか、いろいろ。……高いところから撮るの、好きなんだ」

隼人：っ！　そ、そう、か……。

椿：じっと隼人の方見てます。

隼人：……なんだよ？

椿：（いじわるそうに）……別にぃ。

ＧＭ：なんとなく、気まずい沈ちん黙もくが流れたりもするわけだが。七緒は気がつかず、カメラをいじっている。

隼人：うう……。

ＧＭ：と、七緒は唐とう突とつにふたりを振ふり返り、「そういえば、ふたりともクラブとかはどうしたの？　そろそろ一週間近いよね、入ってきてから」

椿：そうね……。

ＧＭ：「玉野さんぐらいだったら、なんか入っちゃってるかもしれないけど。どう？　入っちゃってる？」楽しそうに七緒はしゃべる。

椿：え、と……、何となくこれというのが決まってなくて。まだなんにも。

ＧＭ：「そか……。高崎くんは？」

隼人：俺は、あんま部活とか興きよう味みないから。

ＧＭ：「楽しいよ？　この学校には写真部ないから、わたしは演えん劇げき部ぶに所しよ属ぞくして、写真撮る役として使って貰もらってるんだけど」と、彼女は何なん枚まいか演劇部の写真を出して言う。それらの写真は、素しろ人うとにしては、けっこうしっかり撮れてる。

椿：へぇ……。

ＧＭ：七緒は椿の顔を見つめていう。「もし良ければどうかな？　玉野さんだったらきっと舞ぶ台たい映ばえもするし！　あ、高崎くんも。男手足りないし」

応理：微び妙みように、隼人はオマケっぽいな（笑）。

椿：演劇……。すごく苦手そうだ。

隼人：お！　にやにやしながら椿に言おう。……やってみたらどうだ？　せっかくの学校生活なんだから部活ぐらいやるのは悪くねえだろ。

ＧＭ：七緒は目をぱちくりさせて、「……せっかくの？」

隼人：あ！　いや！　ちがう！　その、……学校生活を楽しくしたいというのはみんな思うことじゃないか。

ＧＭ：「うん、そうだね」

椿：……そうね、考えとくわ。

ＧＭ：椿が答えたそのとき。ふたりとも〈知覚〉で判はん定ていして。

隼人：む……！　とはいえ何が使えるわけでもない。……９。

椿：私も９。

ＧＭ：じゃあふたりとも気付く。……どこからか見み張はられてる感じがする。

隼人：……動いたか。

椿：（少しだけうなずく）

ＧＭ：気配は複ふく数すう。目の端はしで確かく認にんすると、三階の廊ろう下かあたりから確たしかに誰かがキミたちを見ている。すぐにスッと物もの陰かげに隠かくれるけど。

椿：敵てきは校こう舎しや内ない？

ＧＭ：そう。屋上ではない。

ヒカル：ふたりとも気がつくのがかっこいいね～。

応理：うんうん。

隼人：では、アイコンタクトで椿に。……見られてるの分かってるか？

椿：軽くうなずきながら、七緒に言います。……そろそろ、寒いから中入りましょうか？

ＧＭ：彼女は「返事いつでもいいから」といってカメラをバッグに戻もどして、それを抱かかえそのまま去っていく。

隼人：ＦＨの連中、やっぱり気がついてやがるか……。

椿：動きがないよりよっぽどましよ。

隼人：（ぼそりと）アイツを巻まき込こむわけには……いかないよなあ。

椿：……何のこと？

隼人：なんでもねーよ。

ＧＭ：では、キミたちも校舎の中に入っていき───、ここでシーンを切ろう。






判定　『ＤＸ2』の判定は、ふった10面ダイスの中からもっとも高いものを採用し、技能レベルを足す。これを〝達成値〟と呼び、その行動がどれだけ成功したかの目安とする。









◆Middle 02◆一いつ瞬しゆんの交こう錯さく


Scene Player ──── 群墨応理






　活気があるいい街だ。

　応理が車の中から見た双枝市に対する感想は、そのひと言だった。




　学校帰りの学生たち、親子連れ、寄より添そって歩くカップル……。

　道ゆく人の数は多く、またみな明るい顔をしている。

　この日にち常じようを破は壊かいさせるわけにはいかない。

　あらためてそう思うに十分な光景だった。




ＧＭ：では応理。郊こう外がいのヘリポートに着いてから、車に乗ってやって来ました双枝市。

応理：ういうい。

ＧＭ：黒塗りの車に乗ってしばらく。支し部ぶよりも少し前で車は止まり、「……支部の位置を特定されるおそれがありますので、ここからは徒歩でお願いします」と、運転してきたエージェントが言う。

応理：ん、わかったよ。

ＧＭ：繁はん華か街がいの近くだと思ってくれ。タイルで舗装された街路の両脇に、色とりどりの店が並んでいる。夕ゆう暮ぐれ時ということもあって、あたりにはそれなりに人もいる。……キミにとっては久ひさしぶりの日常の風景なんじゃないか？

応理：（さらりと）いや、別に年がら年中あんな絶ぜつ海かいの孤こ島とうにいるわけじゃないよ？

一同：ええええええええっ!?（笑）

ＧＭ：おまえが言い出したのに、そんな扱あつかいか！（笑）

応理：（子こ供どものように唇くちびるを突つき出し）あーあーあーあー、わかったー。わーかーりまーしーたー。年がら年中いる、い～ま～す～。文明社会久しぶりです～。……うほうほ、ファイアー、ふぁいあー、火ぃ～。あかるいー（笑）。

ＧＭ：（優やさしい顔で）……天、キミはどこにいくの？（笑）

応理：は！　…………ボクはピーターパンだ、ボクはピーターパンだ、ボクはピーターパンだ、よし三回唱えた、よし（自分の顔を叩たたく）。

隼人：それでほんとに戻るのか……（笑）。

ＧＭ：では、キミは辺りの景色をゆっくりと見ながら歩いていく。

応理：家族連れとか見ると、嬉うれしそうにしながらね。

ＧＭ：と、ちょっとした不注意で男子学生の足に軽くぶつかってしまう。

応理：あ、ごめん。……と普ふ通つうの子供っぽく言うぞ？

ＧＭ：その、品のない感じの学生が「なんだ？　このガキ」とギロッと見るわけだが。

応理：何ぃ？　…………う、いかん！　街中だよな、攻こう撃げきしちゃいけないんだよな。うううううう、いろいろあるがもう一回謝あやまっておこう。……ごめんなさい。

ＧＭ：「チッ」と彼は舌した打うちをひとつして、通り過すぎようとする。

応理：……ふう、危あぶない。もう少しで殺さつ戮りくをするところだった（笑）。

隼人：考えるのはそんなことばかりかっ！（笑）

ＧＭ：で、その時。

応理：おや？

ＧＭ：一歩を踏ふみ出した彼の体がぴたりと硬こう直ちよくする。

椿：……え？

ＧＭ：ひどく機械的な動きで、彼はぐるんっと振ふり返る。その目は人形のように意い志しがなく、右手はほんの少しだが変へん異いし、小さなかぎ爪づめができている。そして明らかに人間以上の速度で応理の眉み間けんを狙ねらい───。

応理：一いち応おう聞くけど。……その彼はエキストラ？

ＧＭ：そうだよ。宣せん言げんすれば、無力化できる。

応理：……殺すのもなんだな。どうするか。

ヒカル：私が助けに入る、というのは？

応理：おお、それはいい。で、どうやる？

ヒカル：じゃ、目もくらむような閃せん光こうが走り、次の瞬しゆん間かん相手が倒たおれるとか。どう？

ＧＭ：了りよう解かい。では、彼の〝手〟が応理に届とどく寸すん前ぜん、閃光が走る。その学生はそのまま硬直し───、白目をむいて倒れる。

ヒカル：そこに、ウチのエージェントたちが「大だい丈じよう夫ぶですか？　しっかりしてください！」と駆かけ寄よって……とりあえず支部に連れて行くわ。

応理：じゃあボクはさっさとそこを離はなれて、人ひと混ごみから出たところで待っているヒカルのところにいくよ。……地ち域いきの管理がなっていないんじゃないか？　ヒカル。

ヒカル：久しぶりね、〝ピーターパン〟。

応理：久しぶり、ウェンディ。

ヒカル：……ウェンディはもう大人になってしまったわ。今のウェンディは私じゃない。

応理：そうか……。時間が経たつのははやいね。

ヒカル：ＵＧＮから派は遣けんされてくる応おう援えん。……あなたがそうなのね。

応理：不満だったかな？

ヒカル：いいえ、状じよう況きようを説明するわ。支部のほうにいらして。

応理：ああ、もちろん。

隼人：よくそこまでスラスラとセリフがでますね（笑）。

応理：はっはっは、まかせておきたまえ（笑）。

ＧＭ：と、そこでさっきのエージェントが「支し部ぶ長ちよう。あの学生は？」

ヒカル：とりあえず調ちよう査さを。（ＧＭに）……ジャーム？

ＧＭ：それはわからない。唐とう突とつに襲おそいかかってきたことだけ。

ヒカル：……とにかく身元の確かく認にん。あとはいつものやり方で。

ＧＭ：エージェントはこくりとうなずく。

ヒカル：ちなみに、ファーストケース？　それとも今までにこういう事じ件けんはあったかしら？

ＧＭ：いや、こんな事件は初めて。

応理：ところで、……椿と隼人は元気かい？

ヒカル：ええ、もちろん。

応理：たくましく育ったかな。会うのが楽しみだ。

ＧＭ：そんな会話をしながらキミたちは支部に入っていく。というところでシーンを切ろう






エキストラ　シナリオの登場人物のうち、〝その他大勢〟にあたるキャラクター。ＧＭの許可を得れば、宣言だけで無力化できる。

ジャーム　レネゲイドウィルスに侵蝕されすぎて、人間としての理性を失ってしまったオーヴァードのこと。









◆Middle 03◆双ふた枝え市し支部の面々


Scene Player ──── 高崎隼人






　授じゆ業ぎようが終わり、校こう舎しやを出る。

　あらかじめ設せつ定ていしておいた待ち合わせ場所で、椿と落ちあう。

　今日得た情じよう報ほうと、それに関する感想、推すい測そくを言いながら支部へと向かう。




　……任にん務むについてから、毎日繰くり返した光景だ。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは隼人。……と言っても、ＵＧＮの支部に全員が集まって情報をまとめるシーンだ。なので全員登場してくださいな。

一同：は～い。

ＧＭ：隼人と椿が学校から帰り、会議室に行くと支部長と……。

応理：ちっこいガキがちょこんと。キミたちが昔見たのと変わらない外見で、座すわっている。

椿：ただいま、帰りました。

隼人：（応理を見て）げげげ！

応理：……ちょこっと降おりて、見上げてから。おつかれさま、大きくなったねふたりとも。

椿：（お辞じ儀ぎして）おひさしぶりです。

隼人：あああああ、なんでおまえが！

応理：（にこっと笑って）教官に対する口の利きき方がなってないぞ、あいかわらず。

隼人：おまえのことを教官なんて思ったことは一度もねえ！　だいたい俺は……。

椿：（冷静に）隼人？　そろそろ静かに。

隼人：…………ちっ。

ヒカル：ふたりとも知っているわね。本部から応援で来たエージェント、群墨応理さん。……応理さん？　ふたりとももうあなたの生徒じゃないから、気をつけてね。

応理：おっとそうだった、いけないいけない。もう、同どう僚りようなんだね。ふたりともよろしく。

隼人：そっぽを向いたまま、返事はしない。

椿：（ひとつうなずいて）まだいろいろと至いたらないこともありますが、我われ々われが彩花さんに代かわって任務を遂すい行こうします。

ヒカル：……そういえば彩花さんはどうしてるの？

ＧＭ：ではそこに「遅おくれました」と言って、まだ腕うでを吊つったままの彩花が入ってくる。「支部長、先程の学生の身元とざっとした調ちよう査さが終わりました」

ヒカル：ではデータをちょうだい。……と、私がバッと手を振ふるとホログラムディスプレイに学生の顔写真がばぁ～っと。

一同：おおおおおお～。

ＧＭ：中央のモニターに学生の身元が映うつる。泉ヶ丘学園の三年生。素そ行こうも思ったより悪くない。……特に不ふ審しんな点はないね。

応理：やはり、あの学園の生徒か。

ＧＭ：さらに彩花が付け足します。「先ほど意い識しきを取り戻もどしまして、あのときの記き憶おくはないそうです。自分がどうして寝ねているのか分からないようでした」

椿：彼は昔からオーヴァードだったんですか？

ＧＭ：「いいえ、その情報は確かく認にんされてないわ」

ヒカル：うーん、彼はＵＧＮに登録してないオーヴァードなのかしら。

ＧＭ：不思議なことにオーヴァードとしての反はん応のうはない。確たしかにあの時はエフェクトを使っていたけど、少なくとも現げん在ざいは何も使えない。《ワーディング》……、オーヴァード以外を無力化するエフェクトを使用したところ、効こう果かが発はつ揮きされたし。

ヒカル：ありえないわ！　確かにエフェクトを使ったのに！

椿：……そんなの聞いたことがない。

隼人：いったい、あの学校で何が起きてるんだ……？

ＧＭ：彩花さんが多少うつむきながら言うよ。「私がしくじったばっかりに……」

椿：そんな！　彩花さんは……。

ＧＭ：「いいえ。私がもっと確実な情報を持って帰ってきていれば、こんな……」

ヒカル：いまさらそれを悔くいても仕方が無いわ。……今わかってるのは、ＦＨが学校で何かをしている、ということ。被害がでているので、何かがあるのは間ま違ちがいない。

応理：椿たちも十じゆう分ぶん気をつけてくれ。あそこに潜入できるのはキミたちくらいしかいない。……だが、無理をしてはいけないよ。

椿：（うなずいて）……慎しん重ちようにいかなければなりませんね。

隼人：俺はひとりでふさぎ込こんだように、考えている。……むろん七緒のことを。

応理：浮うかない顔だね？

隼人：……別に何でもない。関係ないさ、こいつはオレの問題だ。

椿：ひとりで悩なやむのはいい。でも……、誰だれにも迷めい惑わくかけないでね。（じっと隼人をにらむ）

隼人：……ああ、かけないさ。俺は目をそらしたままで言う。

ヒカル：では、全員に指令を与あたえます。本ほん事じ件けんに関する情報をなるべく多く集めること。時間はあまりかけられないわ、迅じん速そく、でも確実に。

一同：はい！






ありえないわ！　オーヴァードではないものがエフェクトを使うことはできない。









◆Middle 04◆再ふたたび電子の海へ


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　支し部ぶ長ちよう室しつに戻ったところで、ヒカルは手を握にぎり締しめていたことに気がついた。

　緊きん張ちようしてくると、ついやってしまう。肉体があったころのクセは直らないらしい。

　……さて、ここからが本番だ。

　彼女は、情報の海を見回してもう一度手を握った。




ＧＭ：ここからは情報収しゆう集しゆう～。というわけで、最初は支部長のシーンだ。

ヒカル：では支部長室で、ぶつぶつ言いながらコンピュータで調べている私。部屋は暗く、ディスプレイだけが明るい。ディスプレイも、ホログラムのものがいくつも浮かんでおり、それぞれが違う情報を検けん索さくしている。

ＧＭ：……では、まず何から調べる？

ヒカル：まず行ゆく方え不明のエージェントの消息から調べるべき、かな。支部長だし。

ＧＭ：ネット関係をメインに当たるなら、〈情報：ウェブ〉で判定を。

ヒカル：さっきみたいな出目じゃなければ……、普ふ通つうかな。10です。

ＧＭ：お、成功だ。……では、ヒカルがしばらくあちこちの端たん末まつにハッキングを仕し掛かけ、情報を収集しているとひとつ引っかかるものがある。

ヒカル：なにかしら？

ＧＭ：双枝市のとある病院に安置されている遺い体たいの情報が書き換かえられている。───おそらくそれがくだんのエージェントだろう。

ヒカル：…………覚かく悟ごはしていたけれどね。まず、手を回してその遺体をＵＧＮで回収するわ。それと、書き換えられる前のデータを盗ぬすむことは可か能のう？

ＧＭ：もちろん。さっきの判定で構かまいませんよ。

ヒカル：じゃあすごいスピードで、検けん死し報告とか写真がディスプレイにばばばばっと出たり。顔の正面と右と左と、ざ～っと経けい歴れきが流れたり。

一同：おおおおおおお～。

隼人：本気で電でん脳のう天使ですねぇ（笑）。

ＧＭ：では、情報は以下のとおり。まず彼の遺体ですが、学園の内部で発見されている。

ヒカル：ふんふん。

ＧＭ：持ち物が奪うばわれている形けい跡せきはなし。ただし彼の手の中に、なぜか携けい帯たい端末のメモリが握られていた。メモリは彼自身の端末のもの。だから……。

ヒカル：基き本ほん的に取り出す必要のないもの、か。そのメモリは？

ＧＭ：強い力で握られていたため、破は損そんしている。……もちろん、適てき切せつなエフェクトがあればそこからでも情報を得ることができるかもしれないけれど。

ヒカル：今はそこまでトライしたくないわね。他の情報が集まってからでも遅おそくはないし。

応理：では、そこで登場。彼女がキーボードを叩たたいたその時に声をかける。……相変わらず凝こり性しようだね、キミは。（ディスプレイを指し）わざわざそんなことをしなくても、頭の中ですべて処しよ理りできるんだろう？

ヒカル：……今までの習しゆう慣かんというのはなかなか抜ぬけないものよ、といってポンと電灯のスイッチを押おす。すると暗かった支部長室がぱっと明るくなる。

応理：まだ肉体があった頃ころの思い出、か。

ヒカル：自分が人間であることを実感できなければ、地上で暮くらすことは出来ないのよ？

応理：（にこりと笑って）大切だね。……特にボクらみたいな人間にとっては。

ヒカル：……人間、ね。といって、ちょっと力なく笑う私。

ＧＭ：好き放題言ってるな、この超ちよう人じんどもめ（笑）。

応理：はっはっは、これも『ＤＸ２』の醍だい醐ご味みだよ（笑）。

ＧＭ：否ひ定ていはしないけどな（笑）。

ヒカル：あ、忘わすれてた。応理にメモリーのことを話しておくわ。

応理：わかった、覚えておくよ。

ＧＭ：じゃ、この辺でシーン切りますね。







◆Middle 05◆隼人の過去


Scene Player ──── 玉野椿






　昼休み。周りの目を気にしながら、校こう舎しや裏うらまでやってくる。

　いつものとおりの情じよう報ほう交こう換かん。




　……そろそろ肝かん心じんな情報をつかまないと。

　椿は少し焦りを感じていた。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーは椿。というより、チルドレン組（笑）。

椿：うーん、学校について調べておく？

隼人：そーだな。……まあ、最近の噂うわさを確かく認にんするとか。

椿：そうね。……あとは、もう一回ＵＧＮから情報を引き出してみるとか。この学校が怪あやしいとわかってからまだきちんとした調ちよう査さはできていないわけだし。

隼人：彩花さんたちは失敗してるからな。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、学校の様子については〈情報：噂話〉で、ＵＧＮの情報は〈情報：ＵＧＮ〉で判定してね。

ヒカル：じゃあふたりで調べれば？　もしダメだった時は、登場して応おう援えんに行くから。

椿・隼人：（声をそろえて）はい。

応理：むう……、ヒカルの言うことは聞くんだな、キミたち（笑）。

ＧＭ：じゃあ、判はん定ていしてくださいな。

隼人：まず俺がやる。〈情報：噂話〉でとりあえず聞き込みを。……７。

ＧＭ：ＯＫ、成功だ。まずは基き本ほん情報から。泉ヶ丘学園は進学校で有名な学校。学業も部活も盛さかんで、生徒達の意い識しきも高い。

隼人：へぇ、モチベーションも高いのか。

ＧＭ：楽しいんでしょ？　いわゆるエリート意識も少なからずあるはずだし。

隼人：……ちっ。

椿：（うなずきながら）それは親近感（笑）。

応理：みんな毛け並なみがいいわけだねぇ。

ＧＭ：で、ＵＧＮのリストでは生徒の中にオーヴァードはいないはず、……なのだが、この一月で三回くらいどうもジャーム化っぽい事じ件けんが起きている。

隼人：変な怪かい物ぶつが出た、とか。

ヒカル：飼かっている鶏にわとりが引き裂さかれているとか。

ＧＭ：そうそう、そんな噂話が絶たえない。

椿：……きなくさい、というよりは奇き妙みような話、かな。

隼人：では、そんな話を校舎裏で。屋上はもうイヤだとだだをこねて（笑）。

ＧＭ：校舎裏ね（笑）。じゃあ椿、判定を。

椿：はい。……コネもエフェクトも無いし、【社会】１だからきっぱりダイス一個こ振ふりですが。……一いち応おう日本支し部ぶから本件に関する情報を引き出してみます。

一同：うお！（笑）

ＧＭ：ほんと戦せん闘とう専門の要員だな（笑）。

応理：期待されるのは殺すこと（笑）。

隼人：これで優ゆう等とう生せいの仮か面めんもはがれるかな？

椿：……クリティカル！　達たつ成せい値ちは15！

一同：おおおおおおお！　優ゆう秀しゆうだ！（笑）

ＧＭ：ダイス目で優等生を維い持じしやがった！（笑）。

応理：さすがボクの生徒！（笑）

隼人：ま……、負けた（笑）。

ＧＭ：〈情報：ＵＧＮ〉で日本支部にアクセスすると、雑ざつ多たな情報がどっさり送られてくるわけだが。……そこからこんな情報を発見する。

一同：お？

ＧＭ：ＦＨ内で〝スリーパー〟、と呼よばれる存そん在ざいがこの学園内にいるらしい。それがオーヴァードを指すものなのか、なんなのかは不明だけど。

椿：……ジャーム関係の事件が起き始めているのと、この実験の時期は同じくらい？

ＧＭ：ほぼ一いつ致ちする。

椿：じゃ、そんな情報と推すい測そくを隼人に。

隼人：そうか……、そんな事件が起きているのか……。と返事をするが、またうわのそらになっている。

椿：お・き・て・る・の・よ。……ホントにわかってる？

隼人：……わかってるさ。事件に対応できるのは俺達のような人間しかいないんだ。

椿：どうしたの？　いくらなんでも様子がおかしいわよ。

隼人：…………。

椿：悩なやむのは勝手だけど。

隼人：……ああ。

椿：…………。

隼人：……やっぱ、話しておく。

椿：何を？

隼人：悩みの種さ。……ちょっとした知り合いが学校内にいるんだ。

ＧＭ：椿には、すぐに思い当たる。……あの屋上で会った女の子のことだろう。

椿：…………あの子？

隼人：ああ。……様子が変に見えるのはそのせいだ。ＦＨと組んだりとか、逃にげだそうとかは思ってねぇよ。

椿：……そんなことは思ってないから大だい丈じよう夫ぶ。

隼人：ああ、……助かるよ。

椿：ただ、昔のことやら、平へい凡ぼんな生活やらに傾かたむいていっちゃうと、……腕うでなまっちゃうから、近づきすぎないで。

隼人：それは……。

椿：いらいらした雰ふん囲い気きで、隼人を見る。

ヒカル：ね、登場していい？

ＧＭ：了りよう解かいです。

ヒカル：では、唐とう突とつにそこに登場。（隼人に）そういうことだったのね？

隼人：げ！　し、支部長!?

ヒカル：私も隼人くんの様子は気になってたのよ。

隼人：……う！　そ、そういう理由です。あんまりこの作戦に乗り気じゃないのも、下手をすると俺の身元ばれちまいますから。

椿：……。

隼人：彼女は……俺が十年前、普ふ通つうに過すごしていた頃ころの知り合いなんだ……。

ＧＭ：隼人が視し線せんをそらすと、柵さくの向こう側を子こ供どもが走っていく。十年前の自分と被かぶるような、そんな子供が。

ヒカル：ほどほどにね。……あなたのことがその人に知れたら悲しむのはあなたでしょ？

隼人：わかってる。絶ぜつ対たいにそんなヘマはしない。それがあいつのためだとも思ってるしな。

ヒカル：そこで突然にこりと笑って、私はこう言う。……でも大事になさい？　そういう人との関わりがわたしたちを人間につなぎ留めておいてくれるのだから。

椿：……それを聞いて、何となく目をそらす私。

隼人：？　どうした、椿？

椿：私は……、そういうつながりはない。私にとってはＵＧＮの人たちがそうだから。

ヒカル：やっぱりにこりと笑って。……それでもいいのよ、つながりが大切なんだから。

ＧＭ：おお～～、いい支部長だなあ。

応理：いい支部長だ。

ヒカル：とにかく一度支部に戻もどりましょう。……そろそろ全体図が見えてくるはずだわ。

椿：あ、じゃあ支部長にも調べたことは報ほう告こくしておきます。

ＧＭ：了解。じゃあ、そこでチャイムが鳴ることにしよう。……シーンを切るね。







◆Middle 06◆混こん迷めいの街中


Scene Player ──── 群墨応理






　そのころ、応理は双枝市内を歩いていた。

　学校のほうは隼人たちに任まかせておけばいいだろう。

　自分は、自分にしかできないことをやればよい。




ＧＭ：では三人登場していたので、次は応理。キミだと〝ヒュプノス〟についての情じよう報ほうを調べるのかな。

応理：（妙みようにさわやかに）よーし！　あっちがいい人になるなら、ボクは悪い人になろう！

ＧＭ：（だまって優やさしい目で応理を見る）

応理：なんでもないです！　今のは妄もう言げん妄言！　……っていうか、今のヒュプノスが言ってた（笑）。

ＧＭ：ヒュプノスは悪いねぇ（笑）。

応理：そうだねぇ（笑）。……さ、侵しん蝕しよく率りつを上げるか。

ＧＭ：まあ、生徒ばかりに頼たよってもいられない。というわけで、キミも調ちよう査さにおもむくわけだが。

応理：少しは動いてあげないとね。〝ヒュプノス〟について、コネに連れん絡らくを取って情報を聞き出そう。

ＧＭ：じゃ、〈情報：裏うら社会〉で。

応理：ふふふ、すべての〈情報〉に対するコネは全部持っているからな。ダイスは＋２個さ。まかせてくれよ。

隼人：おお～、さすが。コネを全部持つのはいいですよね～。

応理：はっはっは。これを見み越こしての選せん択たくだ。（ダイスを振ふる）……おや？

ヒカル：……あら？

椿：………………。

ＧＭ：…………３、だね。

応理：…………。（ダイスを急に手で隠かくして）うわ、すごっ！　55！　55もでたよ！

ＧＭ：（だまって優しい目で応理を見る）

応理：55……、の十分の一も出てない……ね。

ＧＭ：そうね。

応理：ね、どうしよう!?　どこに行けばいいんだろう!?　ちくしょう！　何もしらねぇのかよ、このクソコネクションがあああああああっ!?（笑）

椿：いや、あの……。

応理：あ、思いついた！（生き生きとした顔で）ボクは路地裏で、ＦＨエージェントと戦っている。地にはいつくばるＦＨエージェント。（エージェントになり）くっ、こんな子供に……っ！（応理に戻り）ははん、見かけどおりの歳としでなくて悪かったね。さあ、キミがヒュプノスに通じることはわかってるんだ。情報を……。（低い声で）だが、そこでエージェントの様子が変わる。お、お、お、あ、あ、あ、とうめきだし、頭が爆ばく発はつして死ぬのだ。くっ、悪あく趣しゆ味みなことを……。

ＧＭ：悪趣味なのはお前だろ！　てか、そのエージェントは誰だれだっ!?（笑）

応理：だって、わからないじゃないか！　こうしないとわからないんだ！　誰かわかる人！　わかるひとおおおおおおおおっ！　もう、エージェントの体をジャイアントスイングしてやる。ぶんぶんぶんぶん！　誰か出てきてえええええええっ！（爆笑）

ＧＭ：しょうがないだろ！　ダイス四つもふって、最高の出目が３だったんだから！

応理：もう、その辺にある車乗っ取って、エージェントの体詰つめて、そこらの河かわにドッボ────ン！　証しよう拠こいんめーつ。ぶくぶくぶく……。チクショ────！（笑）

椿：よ、よくないプレイだ（笑）。

ＧＭ：そして、路地裏で頭を抱かかえる少年がひとり（笑）。

応理：うめいていよう。ううっ、……ううううううう。（笑）

ヒカル：じゃ、とりあえず出て判はん定ていをするわ。（ダイスを握にぎり）成功したら、「ヒュプノスのことがわかったわ」、と言って電話をかける。失敗したら「ヒュプノスの調査は進んでいないわね」、と言って電話をかける（笑）。

ＧＭ：……天！

応理：？

ＧＭ：（ヒカルを指して）アレが、頭のいいプレイだ！　アレを見習え！（笑）

応理：……じゃあ、俺おれは頭の悪いプレイの見本でいくよ（笑）。




　それじゃ全然ダメである。




ヒカル：では、振りまーす。……お、クリティカル！　よかったー！

ＧＭ：では情報を。ヒュプノスはＦＨエージェントのひとりで、実じつ在ざいすら疑うたがわれている謎なぞのエージェント。

ヒカル：ふんふん。

ＧＭ：彼が今までやってきたことをまとめると、〝人間の精せい神しんに対するレネゲイドの効こう果か〟というのを研究、実験しているようで、それを活いかして数々の洗せん脳のう工作を繰くり返している。ヒュプノスがやったと思われる実験の被ひ害がいは、世界各地で数限かぎりなく発見できる。

ヒカル：洗脳ねぇ。

ＧＭ：今現げん在ざいは霧谷が教えてくれた通り、この双枝市の泉ヶ丘学園で何らかの実験を行なっているらしい。実験の内ない容ようまではわからないけれど、彼らが実験体を〝スリーパー〟と呼よんでいることがわかる。

隼人：スリーパー１とか、スリーパー２とか言われているのか。

ＧＭ：そうそう。そんな感じそんな感じ。

ヒカル：学校にスリーパーがいる。……そして突とつ然ぜんジャーム化する生徒、か。

応理：眠れるジャーム、というところかな。なにをキーに覚かく醒せいするかわからないけど。

ヒカル：とりあえず、応理に電話をかけるわ。ヒュプノスについてわかったわ、と言って、今の話をする。

応理：ふむ……。今こちらもＦＨエージェントをとらえて尋じん問もんしたんだがね。ヒュプノスめ、自分の部下をコマとしか思っていないらしい。まったく、本当にひどいことをする（笑）。

ヒカル：勝手に出して、勝手にひどいことをしたのはお前だろおおおおおおおっ!?（笑）

応理：だってわかんなかったんだよッ!?（笑）。……でも、ありがとう。キミのおかげで少し救われたよ、元ボクのウェンディ。ピーターパンは少し自信を取り戻もどしたよ（笑）。

ＧＭ：（あきれた様子で）じゃ、シーン切るぞ。

応理：（頭を抱えて）……ううっ、……ううううううう。

ＧＭ：全然立ち直ってないじゃないか！（笑）







◆Middle 07◆最後のメッセージ


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　彩花に死んだエージェントが持っていたメモリスティックを用意させる。

　応理、椿、隼人に連れん絡らくを取り、会議室に召しよう集しゆうする。

　双枝市支し部ぶ長ちようであるヒカルは、次のリサーチが大きなポイントになるだろうことを予想していた。




　外そと堀ぼりは埋うめた。後は一気に内側に飛び込こむのみ！




ヒカル：あとはメモリの情じよう報ほう、かな。

椿：全員で一度支部に集まって、情報を総そう合ごうしつつメモリを調べてみるのはどうでしょう？

隼人：それは俺も賛さん成せいー。

ＧＭ：そうだね。じゃあ、舞ぶ台たいは支部の会議室。全員登場で。

一同：はーい。

ＧＭ：会議室には、真島彩花が資し料りようをそろえて待っている。

応理：ん、じゃあすでに席についていよう。

ヒカル：私も。いつものとおり、無数のディスプレイを浮うかべて、そこにデータを投とう影えいしている。ヒュプノスについてとか、スリーパーとか、応理が吹ふき飛ばしたエージェントとか。

ＧＭ：彩花が応理に口を開く。「あの……、そのＦＨエージェントの件けんなのですが……、あまり派は手でにやりすぎると……」

応理：（ふてくされた様子で）ボクがやったんじゃないって言ってるだろうっ!?　勝手に頭がはじけ飛んだの！　ほんと！　あれはヒュプノスの仕し業わざ！（笑）

ＧＭ：「はあ、まあ……」

応理：なんだ、その目は！　お前も雄吾と同じような目でボクを見るのか！（笑）
















椿：なんだか、今は中に入っていけない気がする（笑）。

ＧＭ：……そう言わず、椿と隼人も登場してくれ。

隼人：はーい。

ＧＭ：で、みんながそれぞれに集めた情報を交こう換かんする、という感じかな。

椿：かくかくしかじか、というわけです。

ヒカル：やっぱり、焦しよう点てんになるのは〝スリーパー〟、よねぇ。

椿：ＦＨが行なっている計画の実験体……。

ヒカル：プレイヤー的に言うと、言葉から連想して、潜せん入にゆうテロリストだよね～。

応理：キーワードで動き出すとか、そんなヤツか。

椿：でも、潜入しているって感じじゃないですね。生徒は元から生徒だったんだし。

隼人：情報にもあるとおり、洗せん脳のうなんじゃないか？　ほら、あの学園には催さい眠みん学習の授じゆ業ぎようがあるとかさ（笑）。

ＧＭ：わかりやすっ！（笑）

応理：この学校独どく特とくのカリキュラムで……、とかだったりするともっとわかりやすいな（笑）。

ヒカル：時じ間かん割わり見ると、「催眠学習」って書いてあるのね（笑）。

ＧＭ：ちなみに言っておくと、そんなカリキュラムは無い（笑）。

隼人：そりゃそうか（笑）。

ヒカル：ともあれ、残った手がかりは死んだエージェントが持っていたメモリだけね。

ＧＭ：「用意はしてあります」と、彩花が袋ふくろにはいったメモリを持ってくる。強く握にぎられていたために、あちこちにヒビが入り、見た目にはもうすでに壊こわれているように見える。

応理：ぼろぼろだな。こんなもので大だい丈じよう夫ぶなのか？

ヒカル：……やってみるわ。

応理：頼たのむよ、電脳天使。

ヒカル：では、《タッピング》を使用します。……でもこのエフェクトはダイス増ふえないのよね～。

椿：侵しん蝕しよく率りつでダイス増えませんか？




　侵蝕率はレネゲイドの力がどこまで高まっているかを表わす数字。そして、侵蝕率が高くなれば、ダイスが増えるなどボーナスがあるのだ。




ヒカル：えーと、今が58で《タッピング》の侵しん蝕しよく値ちが２。だから侵蝕率は60％。

隼人：ダイスにボーナスが来るのは……？

椿：（残念そうに）……61％から。

一同：１足りね──────っ！

ヒカル：うーん、これはしょうがないかしら……。

応理：思いついた！《イオノクラフト》を使って侵蝕率を上げてから、《タッピング》を使えばいい！　無む駄だに宙ちゆうに浮うくのだ！（笑）

隼人：それだ！　光の翼つばさを広げたりしながら！（笑）

応理：（呆ぼう然ぜんと上を見上げ）これが、天使……！（笑）

ＧＭ：天使じゃねえよ！（笑）

ヒカル：でもここはそのプランしかないわね……！　無意味に《イオノクラフト》で浮うかび上がる！（笑）

応理：翼が開いた───っ！（笑）

ＧＭ：これで侵蝕率が62、ダイスが＋１！

ヒカル：《タッピング》を使用！　えいっ！　……やった！　クリティカル！　技能まで足して達成値は17！

ＧＭ：おお、成功した。目標値は12だったんだが。

ヒカル：じゃ、一個こはクリティカルしなきゃダメだったんだ。……浮かび上がった甲か斐いがあったー（笑）。

応理：ふふ、いつもながら恐おそろしいワザよ（笑）。




　どこがだ。




ＧＭ：では、ヒカルがメモリの中に直ちよく接せつ侵しん入にゆう。あちこちが破は損そんしたデータストアを急速に修しゆう復ふくしていく。

応理：光でできたマトリクスが早回しで映うつってみたり（笑）。

ヒカル：復ふく元げんが終わると、ジュオンッ！　とメモリの中から出てくる私（笑）。

ＧＭ：モニターのひとつに、そのメモリのデータが映うつし出される。

隼人：そこには？

ＧＭ：タイトルは、そのものずばり「スリーパー計画」。内ない容ようは今現げん在ざいＦＨが行なっているであろう実験のメソッドそのものが書いてある。

一同：おおおおおおお！

椿：こんなところまで調ちよう査さを……。

応理：これは……、確たしかに殺されてもおかしくはないか。

ＧＭ：スリーパー計画……、それはキミたちの推すい測そくどおり、ＦＨによる洗せん脳のう計画のひとつ。ただし、今までの洗脳とは一線を画する部分がある。

ヒカル：それは？

ＧＭ：この計画の実験体、つまりスリーパーはキーワードなど、何らかの信号を受けた時のみＦＨの部下として行動する。それ以外は普ふ通つうの一いつ般ぱん人じんとして生活する。

応理：それも予想どおりだね。

ＧＭ：このスリーパーのキモは、洗脳人じん格かくが出ている時だけオーヴァードとして行動するということ。強きよう烈れつな暗あん示じによって、通つう常じようの人格が表の時はオーヴァードではないと思わせているわけだね。だから、《ワーディング》にも引っかかるように設定されている。

隼人：なるほどな……。

応理：そしてＦＨの都合のいいように、オンとオフを切り替かえていくというわけか。

ＧＭ：そうそう。これは通常、一般人と変わりないからね。そう簡かん単たんにＵＧＮにもばれない。その分、活動もしやすいというわけだ。

ヒカル：ちなみに、覚かく醒せいする条じよう件けんはわかる？　キーワードとか電波とか。

ＧＭ：各かく個こ人じんによって違ちがう設せつ定ていにできる、と書いてある。洗脳時に設定できるらしいですな。

隼人：……スリーパーのリストとかは……？

ＧＭ：ない。そこまで調べる前にやられたんだろう。

隼人：ない、か。

ＧＭ：ただし、実験の計画書には〝被ひ験けん者しやは泉ヶ丘学園の生徒に限かぎる〟と書いてある。

応理：よかった……、と言うべきなのだろうな。

ヒカル：起きている現象がそうだからね。信用できるところでしょう。

椿：……つまり、その被験者を監かん視しするために、あの学校にはＦＨのエージェントがいる？

ヒカル：いるでしょうね。……さらに言うなら複ふく数すう人にん。

応理：その中にヒュプノスが交まじっている可能性は高いだろうね。

隼人：そうだな、確かに。

ヒカル：では、そのデータを全部さらった後に、死んだエージェントにひとこと言っておこう。……お手て柄がらよ。あなたのおかげで、大だい惨さん事じを免まぬがれるかもしれない。

椿：…………。

隼人：ちなみに、真島さんはこのことを？

ＧＭ：彼女は静かに首を横に振ふる。「彼と合流する前に襲おそわれてしまったから……。ここまで彼が調べていたのであれば、襲われるのも無理はないわね……」

椿：分ぶん断だんされて襲われた、ということですね。

ヒカル：隼人くん、椿ちゃん、あなたたちも気をつけるのよ。……分断されれば、彩花さんでもやられてしまう相手なのだから。

隼人：まあ、そりゃ……。

椿：はい、気をつけます。

ヒカル：さらに、彩花さんに声をかけます。

ＧＭ：「何でしょう、支し部ぶ長ちよう」と、彼女。

ヒカル：このデータ、すべて霧谷さんに送っておいてちょうだい。……それから私も学校の監視に参加するわ。私なりの方法で。

一同：おおおおおおお。

ＧＭ：「了りよう解かいしました」と、彼女は真しん剣けんな表ひよう情じようでうなずき、椿と隼人に向かって「あなたたちも十分注意してね」と言う。

隼人：こくりとうなずく。

椿：……彩花さんも気をつけて。

応理：ここからが、本番だな。

ヒカル：この情報を遺してくれたエージェントの死を無駄にしないために……、なんとしてもＦＨの企みを阻止するわよ！

一同：はい！

ＧＭ：では、そこでシーンを切り替かえます。




　計画の全ぜん容ようはつかんだ。

　あとは誰だれがスリーパーかを割わり出して、黒くろ幕まくを叩たたけばいい。

　ヒカルはそう考える。




　だが、不安な点もある。……ＦＨにまったく動きがないことだ。

　隼人や椿の報告からすれば、こちらが調査を進めていることに注目していないわけはないのだが……？






《タッピング》　通信を傍受したり、電子機器の内容を抜き出したりするエフェクト。

《イオノクラフト》　磁力でほんの少し浮き上がり、空中を移動するエフェクト。

　今回は、純粋に侵蝕率を上げるためだけに使った。









◆Middle 08◆動き出す闇やみ


Master Scene






　会議が終わった後。

　〝男〟はドアを閉しめ、携けい帯たい電話を取り出した。




　作戦は順調だ。

　……あとは最後の詰つめを行なうだけ。




ＧＭ：次のシーンはマスターシーン。

応理：お。

ＧＭ：場所は、ふたたびどこかの闇の中。男が電話を手に取る。

椿：…………。




　しばしのコールの後。電話が繫つながる。

　男は、向こうの声を待たずに言った。

「動く時が来た」




　動どう揺ようする気配が電話の向こうから伝わる。

　だが、男は構わずよく通る低い声で言葉をたたきつける。

「実験の情じよう報ほうがＵＧＮに漏もれた。……撤てつ退たいを開始する」




　了解の合図を待って、続ける。

「スリーパーを順次起動させろ。……奴やつらを攪かく乱らんしている間に、すべてを引き上げる」

　そう言って、男は電話を切った。

　闇の中、男は厳きびしい目で眼がん下かを───双枝市を見下ろし言った。

「あと少し───か」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ヒカル：わ、こっちの動きが筒つつ抜ぬけ！（笑）

ＧＭ：ふっふっふっふ（笑）。

応理：先手先手を打たれてるなー。やばいぞ、これは。

ＧＭ：ふふふ、なぜこうなっているかには理由があるんだけどな。ま、考えておいてくれ。……では、次のシーンだ。







◆Middle 09◆崩ほう壊かいのはじまり


Scene Player ──── 高崎隼人






　校こう舎しやの中は、驚おどろくほど人が少なかった。

　……当然だ。

　今日は日曜日。用事でも無い限かぎり、わざわざ学校に来るやつはいない。




　なんとなくがっくりきて、隼人は肩かたを落とした。




ＧＭ：次のシーンは、隼人のシーンだ。

隼人：ん。侵しん蝕しよく率りつを上げよう。

ＧＭ：さて、調ちよう査さを進めているうちに、もう転入して二週間がすぎた。今日は日曜日。

隼人：お、休日。

ＧＭ：でも、キミは今日も学校に行かなくてはならないのだよ。普ふ通つうの学生じゃないからね。調査に休みはないのだ。

隼人：あー、なるほど（がっかり）。

ＧＭ：で、今は午前中。キミは学校を見回っている。……といっても、それほど大変なわけでもない。日曜日に学校に来るのは、部活や委員会など、来なきゃいけない理由がある人だけだからね。

隼人：そういう連中をまぶしそうに見ながら、ひとつ教室を見て、その次に進む。……この風景を守らなければならないと再さい度ど決意しながら。

ＧＭ：隼人にとっては、この光景は失ってしまったものの象しよう徴ちようだろうね。

隼人：（うなずく）

ＧＭ：そして、ひとつひとつ教室を確かく認にんし……、キミは自分の教室にたどり着く。

隼人：じゃあ、ドアを開ける。……そして無む意い識しきのうちに彼女を捜さがす俺おれ。

ＧＭ：教室の中には誰も、いない。

隼人：では、少しがっかりしている自分に気づいて、……もう取り戻もどせないものだろう？　と独ひとり言を。

ＧＭ：「捜し物？」その瞬しゆん間かん、キミに真後ろから声がかけられる。

隼人：どわあああああああぁぁっ!!　と前につんのめって、後ろを振ふり返る！

応理：そして裏うら拳けん！

隼人：しません（笑）。

ＧＭ：そこには、いつもと同じように紺の制服を着た七緒が、これまたいつものショルダーバッグを担かついで立っている。

隼人：なななななんだ、楠森か……。どうしたんだ、こんな休日に。

応理：さっきまで捜してたくせに（笑）。

ＧＭ：彼女は、自分の席にバッグを置きながら言う。「部活……って言えばいいのかな」

隼人：例の、演えん劇げき部ぶってヤツか。

ＧＭ：「そそ。ホントは午後からなんだけどね。ちょっと早く起きちゃったから、学校に来てみたの」彼女はカメラを出す。

隼人：熱心だな。

ＧＭ：「まあね。……で、高崎くんはどうしたの？　日曜日に」

隼人：いや、まあ……、なんとなくな。やることも無かったし。

ＧＭ：「そっか。演劇部に入ってくれるのかと思った」彼女は軽くうなずきながら言う。

隼人：……まだ思案中だ。

ＧＭ：「うん。今すぐじゃなくてもいいよ。なんだったら、来年からでも構かまわないし」

隼人：う……。

ＧＭ：彼女は、当然のようにこの状じよう況きようが続くものとして喋しやべるよ。

隼人：ま、まあ、そうだ、な……。言葉を濁にごす俺。とりあえず話をそらさなければ。そう考えた俺の目に入るのはカメラ。

応理：流れるような思考だ（笑）。

ヒカル：さすがね（笑）。

隼人：そう言えば、楠森ってずっとカメラやってんのか。

ＧＭ：「そうだねー。……うーん、十年くらい前からかなあ」彼女は懐なつかしそうに、自分のカメラを見つめながら言うよ。

隼人：うお！　墓ぼ穴けつを掘ほっている、俺！（笑）

ＧＭ：「ちょっときっかけがあってね」と、彼女は軽く笑って言う。

隼人：そう、か。カメラ、好きなんだな。

ＧＭ：「昔からなんとなく写真が好きだったんだ。他のおもちゃよりもカメラの方が好きな、そんな子供だったよ」そして彼女は手に持ったカメラを何気なく、キミの方に向ける。

隼人：うわっ！　と俺は驚おどろいた顔をする。……十年前のように（笑）。

ＧＭ：「あはははははは！　そんなに緊きん張ちようしなくたっていいじゃない？」カメラから目をはずし、彼女は言う。

隼人：う……。い、いきなり向けられたら、誰だってびっくりするさ。

ＧＭ：「そーだよねー。……でも、やっぱり似にてるなあ」

隼人：え……？　似てる……？

ＧＭ：「ううん。なんでもないなんでもない」彼女は軽く首を振ふる。

隼人：…………。

ＧＭ：「…………？」彼女は不思議な顔で隼人を見る。

隼人：……まあ、いいや。次から撮とる時は、何か合図くらい出してくれよな。

ＧＭ：「うんうん。そうするそうする」キミの言葉に七緒がうなずいたその時。ガラガラガラ……と音を立てて、教室のドアが開く。

隼人：……とりあえず、そっちをみるぞ。

ＧＭ：キミから見るとＡ組にあんなやついたなあ、とかそんな奴やつかな。小こ柄がらな少年がひとり立っている。それで七緒が振り返り、「あれ？　部活まだでしょ？」と言う。

隼人：なんだ、演劇部の奴か？

ＧＭ：「うん、そうだよー。同学年でねー……」と七緒はキミを見て喋る。少年はうつむいて立っている。───七緒からは、その少年が見えていない。

隼人：…………ソイツからは目を離はなさないようにする。

ＧＭ：ゆっくりと彼は顔を上げる。その瞳ひとみは縦たてに割われている。───人間のものではない。

隼人：!!

ＧＭ：彼は口をガバッと開ける。それは牙きばだらけの人間ではあり得ない口。さらに体も変形していく。肩かた、腕うで、足が盛もり上がり、人以外の何かに変わっていく。彼はこちらに一歩を踏ふみ出そうとして───。

隼人：危あぶない！　と言って、彼女を引き寄よせる！

ＧＭ：一いつ瞬しゆん前まえまで彼女がいた空間を鉤かぎ爪づめが薙ないでいく！　七緒は何が起きているかわからないようだ。

隼人：見るな、七緒！

ＧＭ：さらにひどいことには、あちこちで悲鳴や騒さわぎが聞こえてくる。

一同：うわああああああ！

ヒカル：スリーパーが起動したのね……。

ＧＭ：「な、何っ!?　なんなのっ!?」と七緒。

隼人：とにかく逃にげるぞ！　と彼女の手を引く！

ＧＭ：その時。───七緒のバッグから、一枚の写真がはらりと落ちる。

隼人：う……！

ＧＭ：七緒は隼人の手からするりと抜ぬけだし、その写真に向かって手を伸のばす。そして、そこに振り下ろされる鉤爪───！

応理：スローモーションになる風景！

隼人：くっ───！　ダメだ！　七緒を飛び越こえて《インフィニティウェポン》を使用！　ソイツを気き絶ぜつさせる！

一同：おおおおおおお！

ＧＭ：抜き放たれる銀光！　次の瞬間、鈍にぶい音と共に、黒板にぶつかる化け物。

隼人：行くぞ！　──今度こそ、しっかり手を握にぎって外にでる！

ＧＭ：「う、……うん！」七緒はとまどったままキミに引かれて外に出る。片かた手てにカメラ、もう片方には写真を握りしめて。




　学校のあちこちから、破は壊かい音おんと悲鳴が聞こえてくる。

　複ふく数すうの場所で化け物が出ていることは間ま違ちがいない。




　舌した打うちをひとつして、隼人は七緒の手を引きながら学校の外へと走り出す。

　──あの時のように。決して離はなさずに。






《インフィニティウェポン》　モルフェウスの力で、白兵武器を作り出すエフェクト。隼人の場合、日本刀を作り出すことにしている。









◆Middle 10◆目覚めしもの


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　ジャーム暴ぼう走そうの第だい一いつ報ぽうが入り、双枝市支し部ぶが緊きん急きゆう体たい勢せいに入ってわずか十五分。

　すでにジャームの報告件けん数すうは二桁けたに達していた。




　住人のパニックは連れん鎖さし、大だい混こん乱らんを引き起こそうとしている。

　モニター越ごしに状じよう況きようを見ながら、ヒカルは唇くちびるを嚙かんだ。




ＧＭ：さて、一方そのころ。学校に来てないみなさん。

ヒカル・椿・応理：は～い。

ＧＭ：シーンプレイヤーはヒカル。……双枝市支部に、街のあちこちでジャームが暴あばれているという報告が流れてくる。

椿：そんな突とつ然ぜん!?

ＧＭ：そう、突然にジャーム発見の報告が飛び込こんできたんだ。しかも無数に。

応理：……動き始めたか。

ＧＭ：現げん在ざい、この支部総そう出でで対たい処しよに当たっているが、件数が多くて対処しきれない。なにせ、一いつ般ぱんのエージェントだと取り押おさえるのに一苦労するので、厳きびしい。そんな状況だ。

ヒカル：……くっ。

ＧＭ：シーンの舞ぶ台たいは支部長室。応理と椿はジャームを取り押さえに行っているので、通信でのみ登場可か能のう。（隼人に）キミはちょっと待ってて。

隼人：うい。

ヒカル：状況を整理してから、ガタリと机つくえから立ち上がる。彩花さん！

ＧＭ：「はい、なんでしょう？」

ヒカル：私も外に出ます。……彩花さん、ここの指し揮きはあなたにまかせます。それと日本支部に連れん絡らく、霧谷さんに至し急きゆう応おう援えんを頼たのんで。

ＧＭ：「了りよう解かいしました！」

椿：じゃあ登場します。……ジャームの一匹ぴきにマイナーで《爪そう剣けん》、メジャーで《伸しん縮しゆく腕わん》＋《エンタングル》を使用。爪から伸のびる鞭むちを使って搦からめ捕る！




　エフェクトは組み合わせて使用すると、独どく自じの必ひつ殺さつ技わざを作ることができる。

　椿の場合、爪を武ぶ器きにする《爪剣》、身から体だの一部をのばす《伸縮腕》を組み合わせることで、「爪を細いワイヤーのように伸ばして武器にする」という技にしている。




椿：その後で支部長に言います。……こっちは押さえました。次の指し示じをください。

応理：じゃ、こっちも登場。別のところから通信で……、焦あせるのは良くないよ、椿。それにちょっと気にかかることもある。

ヒカル：どうしたの？

応理：ジャーム化しているのは、全員泉ヶ丘学園の生徒かい？　何か共通点は？

ＧＭ：お、いいところに気がついたね。じゃあ〈情じよう報ほう：ウェブ〉で調べてもらおう。

ヒカル：……９。まあまあね。

応理：……７。

椿：……18。

一同：おおおおおお！　有能だああああっ！（笑）

ＧＭ：椿の記き憶おくの中の名めい簿ぼと、ジャーム化したと思しき学生を照らし合わせるとひとつの事実が見える。

一同：お？

ＧＭ：ジャーム化しているのは、全員演えん劇げき部ぶの関係者。

椿：……え!?

応理：（突然手を叩たたいて）……なるほど！

ヒカル：え？　どうしたの？

応理：あの不良学生も、演劇部だったのか！（爆ばく笑しよう）




　気がつくのはそんなところか。




隼人：それだ！　きっと演劇に対してだけはまじめないい生徒だったんだ！（笑）

ＧＭ：そういうヤツいるだろ、友達にひとりくらい（笑）。

ヒカル：いたいた（笑）。

ＧＭ：ともあれ、……椿がはっとその事実に気がついたところで……。

応理：（渋しぶい声で）その時。椿に一いつ瞬しゆんの隙すきができる。迫せまる敵てき。それを唐とう突とつにあらわれたボクがバシッと倒たおし、……脇わきが甘あまい。減点２だ（笑）。

隼人：なんだその演出は（笑）。

応理：教官らしいことをやっておきたかったんだ！（笑）

椿：通信に向かって叫さけびます！　支部長！　わかりました！　スリーパーは演劇部の関連者です！

ヒカル：彩花さん！　演劇部の関係者を全員確かく保ほ！　ジャームになっていても、そうでなくても！　速すみやかに全員を支部に連れてきなさい！

ＧＭ：「わかりました、支部長！」

椿：隼人に……、隼人に連絡を取らないと！

ヒカル：……椿ちゃん？

椿：隼人の、彼の昔の知り合いが演劇部所しよ属ぞくなんです！

ヒカル：そんな、それじゃあ彼女は……!?

ＧＭ：（にやりと笑って）よし。その事実に気づいたところでいったんシーンを変えよう。




　おそらくＦＨは動かせるスリーパーを全員起動して、この混こん乱らんを引き起こしている。

　もし、隼人の知り合いという子がスリーパー処しよ理りをされているとすれば。

　……最悪、隼人はその子の手にかかっているかもしれない。




　心中のあせりを必死で抑おさえつつ、ヒカルは隼人の携けい帯たいを鳴らし続けた。

　───一コールがもどかしい。







◆Middle 11◆偽りの仮面


Scene Player ──── 高崎隼人






　学校の外も、同じような状じよう況きようだ。……隼人はすぐに理解した。

　街の空気が違ちがう。

　たった数分の間に、街は非ひ日にち常じように侵しん蝕しよくされてしまった。




　絶ぜつ望ぼう的な考えが頭をよぎる。




　だが───。

　強く握にぎり締しめた七緒の手が隼人を現実に引き戻もどす。

　まだ、守るべきものがある。あきらめるわけにはいかない。




ＧＭ：では、また戻って隼人。キミは学校を脱だつ出しゆつしたところだ。……だが、街も同じように混乱している。

隼人：七緒は？

ＧＭ：混乱はしている。だが、今はおとなしくキミについてきている。それしか考えがないんだろう。

隼人：……とにかく、支し部ぶ長ちように連れん絡らくを入れよう。

ヒカル：いいタイミングね。……隼人くん？　現げん在ざい位置は？

隼人：学校から出たところです。でも、逃にげ場が無くて……。

ヒカル：……あなたの力なら、抜ぬけ出すことくらいはわけないでしょ？

隼人：でも！　あいつらもみんな学校の生徒なんです。そう簡かん単たんに倒たおすわけにもいきません。それに……。

ヒカル：それに……、あのわけありな人と一いつ緒しよなのでしょう？

隼人：……わかってたんですか？

ヒカル：わけは後で聞くわ。今はすぐにその子を確保して、支部に連れてきなさい。

隼人：え？　いいんですか？

ヒカル：（少し低い声で）スリーパーは全員演えん劇げき部ぶの関係者なの。

隼人：……え？

ヒカル：わからない？　……最悪、その子もスリーパーとして変わってしまう可か能のう性せいがあるのよ。

隼人：な……!?

ヒカル：とにかく早く！　どうなろうと、支部に集めておけば最悪の事じ態たいは防ふせげるわ！

隼人：わかりました……！

ヒカル：私はここで退たい場じよう。……椿ちゃんたちの手伝いにいくわ。

ＧＭ：了りよう解かい。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：数十分の後、キミたちはＵＧＮの双枝市支部までやってくる。……街は大混乱だ。とはいっても、ＵＧＮががんばっているからこそ、この程てい度どで済すんでいるんだが。逃にげ惑まどう人、すでに殺されてしまっている人、など数多く見える。

隼人：無力感にぎりりと歯をかむ。全部救えないのはわかっているが……っ！　とにかく、支部に入ろう。

ＧＭ：支部に入ると、救きゆう護ご担たん当とうのエージェントが空いている部屋をひとつあてがってくれるよ。「彼女はそこで待機させておきなさい」と、そのエージェントは言う。

隼人：はい。……ありがとうございます。

ＧＭ：そして、キミが彼女を連れてその部屋までやってくる。七緒をソファーに座すわらせると、彼女は血の気の引いた青い顔を上げ、聞く。「なにが……起きてるのかな？」

隼人：…………。

ＧＭ：「聞いちゃ……、いけないのかな……」彼女は、またうつむいてしまう。

隼人：……これは、お前が知るべきことじゃない。だが、このビルの人間は、……俺おれも含ふくめてこういった事態を解決する人間だ。後は任まかせてくれ。

ＧＭ：彼女はとりあえずうなずく。……だが、ふるえは止まらない。

隼人：（少し考えてから）……あらためてしゃがみこんで彼女の手を取ろう。昔、山に登った時のように。「……大だい丈じよう夫ぶだ。もう、心配は無い」

ＧＭ：おお！　じゃあ、彼女ははっと顔を上げてキミを見る。さらに、握り込んでいた手から力が抜ぬけ、さっきの写真が───あの時写した、朝日の写真が落ちる。

隼人：…………じゃあ、それを一いつ瞬しゆんだけ懐なつかしそうに見てから、拾って七緒に返す。……落としたぞ。

ＧＭ：「うん。ありがとう」写真を受け取る七緒。……ふるえは止まったみたいだ。

隼人：やけに古ぼけた写真だな。……まるでおもちゃで撮とったみたいだ。

ＧＭ：「やっぱり、そう見える？」ちょっと苦笑いを浮うかべて、彼女は言う。

隼人：ああ。……大切なものなのか？

ＧＭ：「うん。……これがね。この間話した、写真を始めたきっかけなんだ」

隼人：……これが、か。

ＧＭ：彼女はその写真を、少し懐かしそうにながめながら言う。「仲のいい友達がいてね。……その子に連れられて、自分ではじめて撮った写真がこれ。カメラもおもちゃ同然のものだったし、写し方もなにも知らなかった。……全然うまくないでしょ、これ」

隼人：うまい下手の問題じゃないだろ。誰だれだって、最初からうまいわけじゃない。……これがお前にとっては、第一歩だったんだな？

ＧＭ：「うん。……これを撮るときね、すごい苦労をしたんだ」

隼人：……苦労？

ＧＭ：「これね、朝日なんだ。夜中に子こ供どもだけで山に登って、日の出を撮ろうって家を抜け出したの」

隼人：…………。

ＧＭ：「暗かったから道には迷まようし、転んで怪け我がをするし、野良犬とかコウモリとか怖こわかったし」

隼人：……はっ、無む茶ちやするもんだな。と、苦く笑しようしながら。半ば自じ虐ぎやく的に俺は言う（笑）。

ＧＭ：「ね、ホントに」と、彼女も同じように苦笑して、「でも、……だからこそ、そのときに見た朝日はほんとに綺き麗れいだった。今でもよく覚えてる。…………で、写したのがコレ」

隼人：…………。

ＧＭ：「子供の私にも、この写真がひどい出来なのはわかってた。だから、その一いつ緒しよに行った子と約束したの。もう一度撮りにこようって。…………でもその子、……事じ故こで死んじゃって……」

隼人：……………………そうか。悪い、つらいことを聞いたな。

ＧＭ：「ん、大だい丈じよう夫ぶ。……もう、ずっと昔の思い出だもん」

隼人：ぐは！　プレイヤーが血ち反へ吐どを吐はきます（爆ばく笑しよう）。

応理：せつない話だねぇ（笑）。

ＧＭ：まあ、そういう風に仕し込こんだわけだけど（笑）。

隼人：じゃあ改めて七緒に言おう。……今度はうまく撮れるといいな。お前なら、うまくやれるさ。

ＧＭ：「……そうだね。……そうだといいね」

隼人：お前がうまくなれば、その、一緒に行った子供こだって……喜ぶはずさ。

ＧＭ：「……そう、だよね」と、彼女は写真から視し線せんをキミに移うつして言う。「…………なんかさ」

隼人：……なんだ？

ＧＭ：「その、一緒に行った友達と、高崎くんが似にてたんだ。……雰ふん囲い気きとか、そんなものが」彼女の大きな瞳が、キミの目をひたと見る。

隼人：…………。

ＧＭ：…………。

隼人：（首を横にふって）……他人の、そら似さ。

ＧＭ：また彼女は写真に目を戻もどし、「うん……。そうだよね」

隼人：…………。

ＧＭ：そこで、バタン！　と音を立てて彩花が部屋に入ってくる。「隼人くん！　人手が足りないの、すぐに支し部ぶ長ちようのもとに向かってちょうだい！」

隼人：了りよう解かいしました。……楠森、ここにいれば安全だ。しばらくじっとしててくれ。

ＧＭ：七緒はコクンとひとつうなずく。




　ひとつうなずいて、隼人は部屋を出た。

　自分はもう彼女と同じ世界の人間ではない。得てしまった力がそれを許ゆるさない。

　だが、その世界を、懐かしくも温あたたかい世界を守ることはできる。




　───それがただひとつ、彼女にできることならば───。







◆Middle 12◆そして終しゆう焉えんに


Scene Player ──── 群墨応理






　さすがの応理もあせっていた。

　混こん乱らんが混乱を生んでいる。ジャームの数が多く、地ち域いきが広すぎるのだ。

　下手をすれば、関係ない一いつ般ぱん人じんが暴ぼう動どうを起こしかねない。




　そしてさらに、追い討うちをかける通信が入った。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは応理。

応理：はいよー。

椿：あ、さっきの続きだと思うので私も登場します。

ＧＭ：まだ、キミたちはスリーパーの対たい処しよにうす汚れた裏路地を奔ほん走そうしている。状じよう況きようは一向によくならない。やはり人手が足りないのが致ち命めい的な感じだ。

応理：うーん……。

ＧＭ：そしてさらに支部から、こんな通信が。

一同：お？

ＧＭ：「双枝市のネットワーク上に異い常じよう発生！　大だい規き模ぼなデータが次々と消去されていきます！　ＦＨの奴やつら……、ここから撤てつ退たいするつもりだ！」

椿：うわ！

ヒカル：敵てきの動きが……速すぎるわ！　と通つう信しん網もうに登場。

隼人：じゃ、こちらは椿たちのいる場所に、なにがあった！　とかけてくる。

椿：ＦＨが、これに乗じて撤退する。ここで逃にがしたら……っ！

ヒカル：スリーパーの詳しよう細さいはわからないまま。……またどこか違ちがうところで実験をはじめるでしょう。

応理：ろくなことにはならん、ということだな。

ヒカル：とにかく、私は撤退を少しでも食い止めてみるわ。そう言って、ネットに潜もぐる私。

ＧＭ：エージェントが悲鳴を上げる。「増ぞう援えんはまだですか!?　これ以上は持ちません！」

応理：……！　裏うら通どおりを疾しつ走そうしながら言う。増援？　ヒカル、要よう請せいはしていなかったか？

ヒカル：ええ、あなたもいたでしょ？　あの時に彩花さんに頼たのんでいるわ。

応理：……ＧＭ。応おう援えんが来たという報ほう告こくは？

ＧＭ：無い。……さらに言えば、いくらなんでも増援が遅おそすぎる。霧谷ならば、とうに一部隊は送り込まれていておかしくないはず。それは応理にもわかる。

応理：むむ……。ヒカル、増援の件けんは彩花以外に指し示じしたかい？　いくらなんでも増援が遅おそすぎる。雄吾ならば、こんなに手間はかからないはずだ。

椿：じゃあ、彩花さんに何かが……？

応理：……何か、で済すめばいいんだけどね。とにかく雄吾に連れん絡らくを取ってみよう。

ＧＭ：ジャリジャリジャリジャリ……、異い音おんがするのみで連絡が取れない。───通信妨ぼう害がいをされているようだ。

応理：くっ……。

椿：……っ！　私は支部に行きます！　と、支部に走りだします。

隼人：おい、椿！　椿っ！　と、俺も椿を追いかけて退場。

ヒカル：まずいわ……！　このまま分ぶん断だんされたら……っ！

応理：各かく個こ撃げき破はされる、か。……ボクらも戻ろう、ヒカル！

ヒカル：わかったわ！




　事じ態たいは収しゆう束そくに向けて走り始める。

　そこにどんな終しゆう焉えんが待っていても、もはや止まることはできない。




　すべては、彼らの手に。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆仮か面めんの下


Scene Player ──── 玉野椿






　街の混こん乱らんとはうって変わって、支し部ぶは静けさに包まれていた。

　異い常じようを感じて、ここに戻ってくるまでたったの十数分。

　その間に、双枝市支部は沈ちん黙もくしてしまったのだ。




　椿は、あたりに注意を払はらいながらゆっくりと扉とびらを開いた。




ＧＭ：一心不ふ乱らんに走ってここまできた椿。今は支部の入り口だ。そこでキミが見るものは、完全に無力化されたＵＧＮのエージェントたち。

椿：うわ！　いないんじゃなくて、気き絶ぜつさせられているんですか!?

ＧＭ：うん。殺されているわけじゃないけどね。みんな一撃の下もとに気絶させられている。

応理：……ぬう、なかなかの使い手だな。

ＧＭ：内部の人間は全員気絶させられている。そして、……いないスタッフはひとりだけ。誰がいないかは……わかるよね？

椿：…………。

隼人：おい！　どうした椿！　と俺も登場。

椿：彩花さんが……、いない。

隼人：なんだって？

ＧＭ：隼人も来たのか。……七緒もいないよ。

隼人：何っ！

椿：と、いうことは……？

ヒカル：じゃあ、そこで登場。……そのときに、支部のデータ情じよう報ほうをさらってみてもいい？　さっきのやりとりで気になって。

ＧＭ：了りよう解かい。この二週間、この支部とＵＧＮ日本支部とで、まともなデータのやりとりは行なわれていない。すべてダミーデータになってるね。

一同：なに────！

ヒカル：確たしかに彩花さんにまかせっきりにはしていたけど、そんな！

ＧＭ：ＦＨが撤退を開始したので、偽ぎ装そうがはがれて、そのデータがわかるようになったという感じ。

応理：……確かく定てい、だな。

椿：そのまま、彩花さんの姿すがたを捜さがして支部を駆かけ上がって行きます！




　二階……、三階……、四階……。

　彩花の姿を、七緒の姿を、そして敵の姿を求めて、椿たちは見知ったビルの中を駆け上がる。

　───そして。

　彼らは最後の扉……屋上の扉にたどり着いた。




ＧＭ：では、倒たおれているエージェントたちを後にし、キミたちが支部の屋上にやってくる。……そこには気絶した七緒を抱かかえた彩花、それに黒服の男たちがずらりと。全員キミたちには見たことのない顔だ。

椿：…………お前が、ヒュプノス！

ＧＭ：彩花、いやその顔をしたヒュプノスはゆっくりと振ふり向いて、「あと少しだったのに。……そう、あと十五分もあればすべては完了した」とやけに落ち着いた声で言う。
















椿：……あの時、ボタンの声がしなかった時に気づけばよかった……っ！

ＧＭ：「犬は……、危あぶないからな。……あの一いつ瞬しゆんはひやりとした」と、すでに元の口調とは全く違ちがう。

応理：ぬ……。

ＧＭ：ヒュプノスは大きく手を広げて言葉を進める。「ＵＧＮが手を出してきた時点で、我われ々われは撤退を考えざるを得なかった。この実験は隠おん密みつ性せいが命。そういう意味では、この計画を突つき止めたエージェントはよくやった」

ヒカル：…………。

ＧＭ：「だが、すぐに撤退ができるほどこちらも準じゆん備びが出来ているわけではない。……だから、私みずからが潜せん入にゆう工作をすることで時間を稼かせいだ。ＵＧＮ本部にデータが渡らなければ、いかようにでもなるのでな」

椿：ヒュプノス……！

応理：ではそこで、唐とう突とつに黒服のひとりがうめく。……そうやって大おお勢ぜいの人間をだましてきた。悪い大人だね、キミは。その言葉と共に、無数の黒いクギがヒュプノスの体に突き刺ささる。そして、屋上に颯さつ爽そうと登場するボク（笑）。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、彩花……いや、ヒュプノスは腕うでを交差させてそのクギを防ふせぐ。だが、クギはその防ぼう御ぎよの上から、体のあちこちにつきささっていく。

応理：さあ、そろそろ本当の姿を見せたらどうだい？

ＧＭ：キミのその声に応おうじるように、クギがひとつぽろっ、と落ちる。それを皮切りに、すべてのクギはぽろぽろと落ちていき、穴あなだらけになった彩花の全身で蠕ぜん動どう運動が起きる。

椿：（顔をしかめる）

ＧＭ：さらに、ヒュプノスの着ている服までがぐにゃりとゆがみ、すべてが変化していく。

ヒカル：エグザイル……！

応理：そしてモルフェウス。すべてを変化させることのできる男か。

ＧＭ：ヒュプノスは変化を続けながら、低い男の声で言う。「どちらにせよ、キミたちは処しよ分ぶんしなければならない。ＵＧＮ本部へのデータは私が阻そ止しした。だが、キミたちが生き残ればそれも無意味。我々の計画は、キミたちを殺すことで完成するのだから」腕を解ほどいたそこにいるのは、黒くろ髪かみをオールバックに整え、大おお柄がらな肉体に戦せん闘とう服ふくを纏まとった男がひとり。

応理：……やっと会えたね？　ヒュプノス。

ＧＭ：「ふん。私の素す顔がおを見ることのできたものは、そう多くはない。しかも敵てきとなればなおさらだ。……霧谷がお前を送り込んだのは、間ま違ちがいではなかったようだな。最初は、リヴァイアサンも悪手を打つものだと思っていたが」

応理：任にん務む……ということもあるけれど、かわいい教え子ふたりの心を傷きずつけてくれたからね。そのお返しはさせてもらう。

ＧＭ：「ハッ……！　仲間が死ぬことがそれほど悲しいのか、ＵＧＮのチルドレンとやらは。本当のこの女はとうに死んでいる。我々の計画を調べようとした男と共にな！」

椿：そんなことは、わかっている……っ！。

ＧＭ：「ふん……」殺気がぐっと増ますヒュプノス。

応理：悲しむさ。ボクたちは、ＵＧＮは人の心を持つように、子こ供どもたちに教育しているのだから。

一同：ほんとかよおおおおおおおっ!?（笑）

応理：む？　疑うたがうのか!?　オープニングのせいか？　ならばあのオープニングは爆ばく破はしてやろう！　ドゥ──────ン！　どうだ!?　これで満足だろうっ!?（笑）




　そんなことで消えません。




ヒカル：ヒュプノス！　スリーパーたちを止めなさい！

ＧＭ：「止められるものか！　ここのスリーパーには役に立ってもらう。せいぜい暴あばれさせ、使いつぶすことで我われ々われの撤てつ退たい時間を稼がせてもらう」

隼人：ヒュプノス！　七緒にも、……その子にもスリーパー処しよ理りを施ほどこしたのか！

ＧＭ：「……？　ああ、お前はこの女の知り合いだったな。もちろんだ。関係者には例外なくスリーパー処理が施されている」

隼人：…………くっ！

ＧＭ：「だが……、この娘は……」

椿：……？

ＧＭ：「いや、お前たちには関係ないな。……情報封鎖のため、ここで死んでもらうのだからな！」

隼人：……ちっ。なら、お前を斬きるのに何のためらいもない。あいつは、こちらには来させないっ！

ＧＭ：「どちらにせよ、同じことだ……」ヤツが《ワーディング》を広げる。じわり、じわりと広がっていくヒュプノスの気配。ともすれば、のっとられてしまうような錯さつ覚かくを受ける。

応理：つ、強そうだ（笑）。

ＧＭ：強いんだよ（笑）。……じゃあ、戦闘の前に。彩花の死が明らかになったので、彼女へのロイスをタイタスに変えてね。それから衝しよう動どう判はん定ていをしたので、侵しん蝕しよく率りつも上じよう昇しようさせてね。




　ロイスとの関係が劇げき的てきに変化した時（そのロイスが死亡した、そのロイスに裏切られたなど）、それはタイタスとなる。タイタスは非ひ常じように強力な力だが、それを抱かかえすぎるとレネゲイドの侵蝕に抗あがらえなくなるのだ。




ヒカル：う、ここでちょっとロイスを取っておこう。私は椿ちゃんに。怒いかりに流されないように、という思いをこめて。

椿：私は……、う～ん先生に。侵蝕率も[image: 100]を超こえたし。

応理：先生!?　ついに先生と呼よんでくれたね!?　ああ！　もうボクは願いを果たした。さよなら、みんな。ピーターパンはネバーランドに帰るよ～。ハレルヤ～（笑）。

ＧＭ：意味わかんねぇよ！（笑）




◆第１ラウンド

ＧＭ：さあ、戦闘だ！　敵はヒュプノスとＦＨエージェントが三グループ！　ヒュプノスはセットアップで《ヴァイタルアップ》を使う。




[image: ]




応理：こちらも《戦せん術じゆつ》を使おう。敵はヒュプノスひとり！　あれを狙ねらいなさい！　と指し示じを出す！　効こう果かは全員のダイスに＋３個こ！

ＧＭ：お～、３個も増ふえるのか。やるねぇ。

応理：これが先生の力だ！　戦場のあらゆるところにクギを打ち込こんで、目印にするのだ。……そしてさらに行動順番でも先生が最初か！

ＧＭ：お、そうだね。

応理：ん～、先生はエージェント狙おうかなあ……。

ＧＭ：ヒュプノスひとりって言ったのに！（笑）

応理：ばばばばばば馬ば鹿かめ、そのセリフはフェイントだ！　ひっかかったな！（笑）

ＧＭ：……うう、なんて卑ひ怯きようなヤツだ（笑）

応理：げはははははは！　卑怯でけっこう！　げははははは！（笑）

椿：誰だれ!?　今の誰っ!?（笑）

応理：はっ!?　しまった！　長く生きていたせいで、今までの記き憶おくが！　（頭をおさえて）ぐああああああ、暴ぼう走そうが始まるっ！　俺おれの中で何かがはじけ飛ぶ！　げぶあ！（笑）

ＧＭ：おい！　攻こう撃げきする前に勝手に死ぬな！（笑）

応理：お、おう。思わず攻撃と同時に死ぬところだった。……ふう、まさか自分の手番で死ぬとはな（笑）。




　死ぬとはな、じゃないだろう。




ヒカル：それはそれとして。こっちがエージェント一いつ掃そうできるわよ。範囲攻撃は得意なの。

応理：あ、そーなんですか？　じゃあ、ヒュプノス狙いましょう（笑）。

ＧＭ：あっさりしたもんだな、おい（笑）。

応理：両手に無数の漆しつ黒こくのクギ。それを連続で撃うち出す！《シューティングシステム》＋《オウガバトル》で攻撃！　……命中判定は38！




　応理の小さな手に黒い無骨なクギが握られる。

　鋭い呼気と共に、両手に握ったそれらをすべてヒュプノスに投げつける。

　瞬時に横に飛び、回避を試みるヒュプノス。

　だが───そのクギたちはすべて彼の避けた方向に飛んできた。




ＧＭ：むむ！　回かい避ひは……24で止まった。失敗だ。

応理：ノイマンの計算によってはじき出された弾道だ。かわせないよ、ヒュプノス。

ＧＭ：「ちっ……」

応理：（妙みような節をつけつつ）ネバーランドはこどもの国、悪い大人は必要ない。こわい怪かい物ぶつ必要ない！　……ダメージは26点だ。

ＧＭ：装そう甲こうで少しはじかれるが、再ふたたびクギがヤツの体に突つき刺ささっていく。腕うでをバッと振ふると、ばらばらとその大半は落ちていくけど、確たしかに何本かは突き刺さっている。「表にでないからといって、戦せん闘とう力りよくがないと思われては困こまるな」

応理：これでとどめが刺せるとは、ボクだって思っちゃいないさ。

ＧＭ：では次にイニシアティブが高いのは……。

ヒカル：私が13。

ＧＭ：うお！　こっちより速いのか！　しまった！　エージェントが！（笑）

ヒカル：ちょっと侵しん蝕しよく率りつが足りないので、マイナーでジェネシフト。３個ふって……侵蝕率が[image: 112]。

隼人：おお、一気に。

ヒカル：では、攻撃する前にヒュプノスに言おう。……あなたが本当に彩花さんだったのならば───。

ＧＭ：「……なに？」

ヒカル：（少し息を吸すい込んで）───私と屋上で戦おうなんて思わなかったのに。




　言葉と共に、ヒカルは空の一点を指さす。

　同時に降ふり注ぐ閃光───！




ヒカル：上空から降り注ぐ光の雨！《スターダストレイン》を使っているから、登場している敵てき全員に攻撃！　……く───っ！　13個ふって７がひとつだけ？　……結局27。

ＧＭ：ヒュプノスは……回避。エージェントたちは……だめか。失敗。ヒカルのセリフが終わるその瞬しゆん間かんに、天空から無数の光の矢が降おりてくる。あたり一面真っ白に染そまり……。

ヒカル：まさに雨のように降ってくるレーザー。ダメージは装甲無む視しの15点！　攻撃終しゆう了りようと共に、ホログラフが戻もどってくる！

ＧＭ：う～～～～～、エージェントがいなくなった！　せめて装甲が効きいていれば……！　だがヒュプノスは無む傷きずだ。「……確かに、お前の言うことは正しいようだな」

ヒカル：あとはあなただけ、ね？

ＧＭ：「確かに。……だが、こちらとて何もせずに終わるつもりはない」こっちの手番だ。倒たおれたトループの体が急速に風化し、砂すなになっていく。

隼人：……なに？

ＧＭ：「キミたちが優ゆう秀しゆうなオーヴァードであることはわかった。ならば、なおさら殺さなければならない！」ヒュプノスが大きく右みぎ腕うでを動かす。……すると、それにあわせて砂が渦うず巻まいていく！

応理：砂使いか！

ＧＭ：「ヒュプノスとは、眠ねむりを司つかさどる神であると同時に、モルフェウスの親でもある！　変化を極きわめた私にそう簡かん単たんに勝てると思うな！」《砂の刃やいば》＋《ペトリファイ》＋《錬成の掟おきて》！　渦巻いた砂が、キミたちを飲み込む！　……達たつ成せい値ちは26。

椿：私は……、ダメ。よけられない。

応理：《守りの弾たま》を使用！　大気を、クギを投げることによってその流れを変化させる！　……うお、失敗!?

ヒカル：《ゆらめき》で回避……、かわした！　ホログラムがヴン……、と消えて攻こう撃げきをやり過すごす！　やった！　これをやりたかった！（笑）

隼人：俺は……おおおおお、やった！　かわした！

ＧＭ：ちっ！　当たれば移い動どうを封ふうじられたのに！　ダメージは……低い!?　合計で16点!?

椿：あ！　死なない！【ＨＰ】高くて良かった！

応理：ボクは《リザレクト》だ。レネゲイドの力で体が再さい生せいしていく。……すんでのところで、とどめはさされなかった。でも侵蝕率は[image: 100]％を突とつ破ぱ。もう《リザレクト》は使えない。

ＧＭ：椿と応理は砂すな嵐あらしに飲み込まれる。砂は意い志しを持つがごとく、ふたりの体を切り刻きざんでいく。さらに気がつけば、砂が硬こう化かして足が縫ぬい留められている。

椿：……くっ！

ＧＭ：次のラウンドまでは移動不ふ可かだ。

応理：いや、ボクと椿なら問題ない。後は、ヤツが倒たおせるかどうか……。

隼人：まかせとけよ！　懐ふところから一枚まいの写真を、〝あの〟写真をだす！　……約束は、守る。そうつぶやいて、その写真を日本刀に変えるっ！《インフィニティウェポン》！

一同：おおおおおおっ！

隼人：侵蝕率は[image: 100]を突破！　最初から全力を出す！《クリスタライズ》＋《マシラのごとく》、切り札をふたつとも使用！　他のエフェクトも全部組み合わせる！《一いつ閃せん》をつかうから、移動しながら攻撃！　空中に飛び、降こう下かしながら斬きる！

ＧＭ：ヒュプノスも目を見開いて言う。「速いっ!?」

隼人：一いち陣じんの風がヒュプノスに向かって吹く！　達成値は……25。ちょっと低いか……？

応理：うお！　これかわされたらヤバイぞ!?

椿：このメンバーで一番高い攻撃力なんだから……！

隼人：う……っ！　ここでヒュプノスのロイスを取得！　即そく座ざにタイタスに変える！

ＧＭ：おお！　達成値を１Ｄ10上げる気か!?

隼人：その通り！　……34！

ＧＭ：こっちの回かい避ひは……27！

隼人：上げといてよかったあああああああっ！

ヒカル：ひやっとしたよー。

隼人：ダメージは……４Ｄ10＋37。……62点、装そう甲こう無む視し！　銀光は一閃、だが斬ざん撃げきは二回！　これがハヌマーンの速さだ！

ＧＭ：たたらを踏ふみながら、耐たえるヒュプノス！「ここまでの戦せん闘とう力りよくを持っているとは……。確たしかにＵＧＮのチルドレン、すさまじいものだ」だが、まだ倒れんぞ！

椿：ならば……。《爪そう剣けん》を使って、爪を伸のばす。そして、メジャーアクションで《伸しん縮しゆく腕わん》を使って、爪を糸のようにして振ふるう！　他は使えるものは全部組み合わせて！

ヒカル：がんばれ！　椿ちゃん！

椿：侵しん蝕しよく率りつが[image: 100]を超こえているので、ダイスは17個こ。……彩花さんの仇！　お前を切り裂いてやる！　と鋭く叫んで糸を振る！　……48！

ＧＭ：回避は９。失敗！

椿：ダメージは……28点！

ＧＭ：細い指からのびた、もはや光のようにしか見えない糸が、ヒュプノスに襲おそいかかる。糸は相手の全身を切り刻きざみ、さらに腕うでに巻まき付いていく。「くっ……」







　短い叫びと共に放たれた椿の糸が空間を薙ぎ、敵を搦め捕る。

「絶対に……、逃がさない……っ」！

　ヒュプノスの体に食い込む糸に力を入れながら、椿はつぶやいた。

　大切な人を殺した、憎き敵に向けて。




◆第２ラウンド

ＧＭ：よし、２ラウンド目だ。
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応理：再ふたたび《戦せん術じゆつ》！　今度はヒュプノスの周りにクギを打ち込む！　結界みたいな感じで。そして、他のみんなにはヒュプノスの隙すきを知らせる暗号になっているのだ！

ＧＭ：ちっ、これは防ふせげないからな。

応理：さらにボクの行動！　同じようにクギを投とう擲てきだ！　37！

ＧＭ：回避は……失敗。

応理：ダメージは……28点。

ＧＭ：う!?　装そう甲こう値ちは効きくんだよね？

応理：ええと……。効きたくないけど、効く（笑）。

ＧＭ：うわ、装甲がなかったら死んでた！　キミのクギが、ヒュプノスの肩かたに、胸むねに、そして目に突つき刺ささっていく！

応理：今のは急所を貫つらぬいたね。……続けるかい、それともここでやめるかい？　キャプテン・フック。

ＧＭ：「やめる道理はない。……これはおとぎ話ではないのだからな」

応理：にやり。たいした自信だね。

ヒカル：次は私。そのままヒュプノスひとりに《光の弓》＋《ピンポイントレーザー》＋《全知の欠かけ片ら》！　今度は一本の光の槍やりが落ちてくる！　……58！　さらに彩花さんのタイタス使ってだめ押おし！　64！

ＧＭ：ぐぐ……！　回避は失敗！

ヒカル：彩花さんの、仇かたき！　……おお！　ダイスの目が爆ばく発はつしている!!　52点。

ＧＭ：うわ、それはどうしようもない！　ヒカルの撃うったレーザーがヒュプノスの胸の中心を撃ち抜ぬく！　まるで、光の柱に貫かれたようにはねるヒュプノス。

応理：お、やったか!?

ＧＭ：胸に大おお穴あなが空く。……だが、そこで奴やつはにぃっと笑う。同時に、トループの残ざん骸がいがその穴を埋うめていく。《魂たましいの練成》を使用！【ＨＰ】が０からでも一回は復ふつ活かつするぞ！

ヒカル：倒たおしきれない……？

応理：そう何度も復活できるわけではない。このまま押し切れ！

ＧＭ：いいや、その前にこっちの番だ。……とにかく接せつ近きんしている奴を倒す！

隼人：来い！

ＧＭ：ヒュプノスが右手を上に掲かかげると、そこに死しに神がみが持つような巨きよ大だいな鎌かまが出しゆつ現げんする！《インフィニティウェポン》を使用！

隼人：同じ技わざ!?

ＧＭ：「まずは貴き様さまからだ！」漆しつ黒こくに染そまった巨大な鎌が、振り下ろされる瞬しゆん間かん、いくつにも分ぶん裂れつする！《マルチアタック》を含ふくめ、持てる物は全部使う！　隼人には回かい避ひ不ふ能のうだ！　達成値は……45！　ダメージ42点！

隼人：う……、ダメだ。【ＨＰ】は０になる。

椿：タイタスを使えば、まだ……。

隼人：そうなんだが……、タイタスにできるのは……。

応理：七緒のロイスだけ、か。

ＧＭ：……さあ、どうする？

隼人：……七緒のロイスをタイタスに変える！　絶対にアイツはこっちの世界には来させない！

一同：おおおおおおお！

ＧＭ：みずから彼女と決別するのか、かっこいいな（笑）。

隼人：そしてそれを昇しよ華うか。大鎌が俺を切り裂さく寸すん前ぜんに刀で、───あの写真で受け止める！　そしてその刀にヒビがっ！

ヒカル：おお、七緒のロイスがなくなったから、最後に写真も無くすのか！

椿：それはカッコいい！

ＧＭ：ＨＰは全ぜん快かいで蘇よみがえる！　だが、全身のあちこちは傷きずだらけ。……次は隼人の番だ。

隼人：これで、止とどめを刺す！　折れかけの刀で鎌を受け流し、その勢いきおいを利用して斬きりつける！　さっきの攻撃で切り札はもう使った。……でも、現状で使えるものは全部ぶち込こむ！　……達成値は60！

ＧＭ：最後の最後でダイス回しやがって……！　回避は……ダメか。17で失敗。

隼人：ダメージは……43点！　どうだ!?

ＧＭ：……こっちのＨＰは40点。それに装そう甲こう値ちが８点。だけど……。

隼人：《クリスタライズ》の効こう果かで装甲値は無む視しだ！

ＧＭ：く───っ！　ダメだ、削けずりきられた！

一同：やった──────っ！

ＧＭ：では、銀光と共に、隼人の刀が二度翻ひるがえる。

隼人：一刀目で鎌を叩たたき落し、二刀目で奴を切り裂く！

ＧＭ：その刀は、再さい生せいしたばかりのヒュプノスの胸にふかぶかと突き刺さる。奴はカッと目を見開き、かすれた声で「……ここまでか」。

隼人：それと同時に俺おれの刀のヒビも広がっていく。

ＧＭ：パキン！　甲かん高だかい音と共に、刀身をヒュプノスの体に残したまま、キミの刀は砕くだけ散った。…………あの写真と共に。

隼人：…………。




　これでいい。




　砕けていく刀を、写真を見ながら隼人は思う。

　今の日にち常じようを守るために、力を使う。それが今の彼の生き方。




　だから今はこれでいいんだ。




　繰くり返し、彼は自分に言い聞かせる。

　彼は確たしかに、日常を守ったのだから───。






衝動判定　強敵などを前にした時、体内のレネゲイドが相手に引きずられて活性化し、〝衝動〟とよばれる強い感情の波を引き起こす。これを制御できるかどうかの判定が衝動判定である。

《戦術》　戦場の状況を分析し、味方に的確な指示をだすノイマンのエフェクト。

《ヴァイタルアップ》　ＨＰを爆発的に増加させるエフェクト。

両手に無数の漆黒のクギ　アイテムとしてはナイフなのだが、応理はクギということにした。

　彼はこれを投げることによって、射撃攻撃をする。

《シューティングシステム》、《オウガバトル》　ノイマンのエフェクト。正確な射撃をする。

ジェネシフト　意識を集中させ、意図的に自分の侵蝕率を高めること。

　ただし、完全にコントロールできるわけではないので、扱うには注意が必要。

モルフェウスの親　モルフェウスは、ギリシャ神話の変化の神の名前から来ている。ヒュプノスはその親である眠りの神の名前だ。

《守りの弾》　ノイマンのエフェクト。射撃武器で相手の攻撃をそらす。

《クリスタライズ》　モルフェウスのエフェクト。攻撃と同時に、相手を結晶化させる。

《マシラのごとく》　ハヌマーンのエフェクト。超スピードを最大限に生かして、一気にダメージを与える。一セッション中１回しか使えないが、非常に強力。













ENDING PHASE






ＧＭ：……全員侵しん蝕しよく率りつも[image: 100]％未満に下がったことだし。エンディングに移うつりましょう～！

一同：は～い。




『ＤＸ２』では、クライマックスフェイズが終わる時に〝自じ律りつ判はん定てい〟というものを行ない、侵蝕率を下げる。このとき侵蝕率が[image: 100]％未満にならなければそのキャラクターは理り性せいを失ない、ジャーム化してしまう。

　侵蝕率の引き下げは、ロイスの数に左右される。日常へのつながりが、そのキャラクターをレネゲイドの侵蝕から救うのだ。




ＧＭ：ヒュプノスを倒たおすと共に、スリーパーは次々と活動を停止していく。通信妨ぼう害がいも解とけるので、事じ件けんは一気に終結に向かう。キミたちは勝利した。……少なくとも、今は。







◆Ending 01◆いなくなった人


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　あれから数日。

　双枝市支し部ぶは機き能のうを取り戻もどした。




　エージェントは全員気き絶ぜつにとどめられていた。

　殺すのが手間だったのか、そういう能力だったのかはわからない。




　双枝市支部はすっかり元通りだ。

　……ほんの少しの人員を除のぞいて。




ＧＭ：そして数日。ヒカルのシーン。

ヒカル：では、支部長室でとにかく後始末をしているわ。

ＧＭ：今日になってスリーパー計画は細部の情じよう報ほうがやっと解かい析せきされてくる。どうやら、時間をかけて暗あん示じとオーヴァード化を行なうことによって、スリーパーに仕立て上げる、そういう計画であることがわかった。……だからこそ、演えん劇げき部ぶという小さな団だん体たいしか対象にできなかった。

ヒカル：なるほど、手間がかかるわけね。

ＧＭ：ヒュプノスが言っていたとおり、まだまだこの計画は実験段だん階かいだったわけだね。

応理：もし、計画が完成していたかと思うと……。

ヒカル：ぞっとするわね。

ＧＭ：そしてヒカルは、今日も今日とてその後あと処しよ理りに追われる毎日だ。……真島彩花という優ゆう秀しゆうな副官を失ってしまったので、キミの作業は増ふえるばかり。

ヒカル：すさまじい速度で終わらせているのに、仕事はたまっていく。

ＧＭ：そうそう。そしてまた支部長室のドアが勢いきおいよく開かれ、「支部長！　この案件なんですが……」とエージェントが。

ヒカル：彩花さ……！　思わず名前を口に出そうとして、首を振ふる私。

ＧＭ：エージェントも、どこかすまなさそうに黙だまっている。

ヒカル：（優やさしい口調で）……そこに置いておいて？　後で順番に片かたづけるから。

ＧＭ：「すいません。……お願い、します」

ヒカル：気にしないで、と笑って言うわ。

ＧＭ：真島彩花がいなくなった傷きずは、支部の誰だれにも影えい響きようを与あたえていることは明らかです。

ヒカル：でも、失ったものは戻ってこない。

ＧＭ：…………。

ヒカル：私はひとつため息をついて、またディスプレイを展てん開かいするわ。……前よりも、一いつ層そう多くなったディスプレイを。




　事件は終わった、受けた傷は完全に癒いえることは無い。

　───これが戦いだ。




　この傷を乗り越こえるには、しばらく時間がかかるだろう。

　それまでは、仕事に追われるのもいいかもしれない。




　手を動かしながら、ヒカルはぼんやりとそう思った。







◆Ending 02◆再さい訓くん練れん！


Scene Player ──── 群墨応理






　事件が終わって数日。

　特に待機命令は出ていなかったが、応理はまだ双枝市にいた。




　なんとなく、本当になんとなくだが。

　そうしなければならない予感があったのだ。




ＧＭ：では、次は応理。……数日たって、待機しているキミに霧谷雄吾から連れん絡らくが入る。

応理：やあ、雄吾。……ボクはこのまま双枝市に留とどまったほうがいいのかい？　まだまだここでは何かがおきそうだ。

ＧＭ：「ええ、私もそれを頼たのもうと思ってました。……今回はだいぶ引っ搔かき回されたみたいですね？」

応理：話は彼女から───ヒカルから聞いていないかい？

ＧＭ：「事の顚てん末まつは。……ですが、わかっていないことも多い。それに数多くのデータがＦＨに回かい収しゆうされてしまったことも事実です」

応理：となれば……。

ＧＭ：「ええ、また彼らが双枝市にやってくることは十分にありえるでしょう。……だから、あなたにはそこに留まってもらいたいのです」

応理：ああ、ボクもそのつもりさ。

ＧＭ：「……いやな予感がするのです」

応理：……らしくないじゃないか、雄吾。

ＧＭ：「自分でもそう思いますよ。……子こ供どもたちを、よろしくお願いします」

応理：大だい丈じよう夫ぶ、任まかせておいてくれ。そのためには……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




応理：ざっざっざっざ……！　ボクの目の前では、双枝市のエージェントたちが奇き妙みような構かまえを取っている。目の前には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき！　そして、ボクは声を張はり上げる。……諸しよ君くん、レネゲイドウィルスの力は大変強大です。しかし……！（笑）

ＧＭ：お前！　あのオープニングは爆ばく破はしたんじゃなかったのかよ！（笑）

応理：何を言う！　今度は双枝市のエージェント相手にやっているわけだから、全然違ちがうだろう！（笑）

ＧＭ：意味わかんないぞ！（笑）

応理：（無視して）レネゲイドの力をコントロールするのは、優やさしさ、信しん頼らい、まごころ……。人の心、理り性せいなのです！　それこそがキミたちを真なる戦士にするのです！　ではまずそのために……。

一同：……。

応理：この崖がけに一歩を踏ふみ出しなさい！（笑）

ヒカル：と、その声と同時に。

ＧＭ：全員が殺気のこもった目でキミを見る（笑）。

隼人：その手がゆるゆると応理の背せ中なかに伸のび……。

応理：（そろそろと両手を上にあげ）……ワ～ァオ……!?　これって夢ゆめだよね、ウェンディ？（笑）

ＧＭ：いや、現げん実じつだよ？（笑）




　なお、この直後から訓練終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴るまで、群墨応理が延えん々えんと崖がけを登り続けたことは言うまでもない。




　因いん果が応おう報ほうとはこのことである。めでたし、めでたし。







◆Ending 03◆受け継つがれるもの


Scene Player ──── 玉野椿






　真島彩花の葬そう儀ぎが行なわれたのは、事じ件けんが終わってからずいぶんたってからになる。

　その時改めて、椿は彼女が死んだことを認にん識しきした。




　非ひ業ごうの死であることに間違いは無い。

　では彩花さんは最さい期ご、何を考えて死んだのだろうか。

　生きているものになにを望むのだろうか。




　……答えるものは、誰もいない。




ＧＭ：では、次は椿のエンディング。

椿：はい。

ＧＭ：結局、真島彩花本人の遺い体たいは見つからなかった。入れ替かわる際さいに、処しよ理りされたのだろう。そこまではＦＨも甘あまくない。あらためて、彼女は死し亡ぼうということになる。

椿：…………。

ＧＭ：略りやく式しきの葬儀を済ませ、そして数日。キミがいつものように支し部ぶにやってくると、受付の女性が声をかける。「あ、椿さん。ちょっといい？」

椿：はい、なんでしょう？

ＧＭ：「彩花さんの遺品で、ちょっと困こまっていたことがあって。……あの人の飼かっていた犬のことなんだけど……」

椿：え!?　ボタンが……、犬が見つかったんですか!?

ＧＭ：「ええ。……だいぶひどい怪け我がをしていてね。それでもあのマンションの側そばに戻もどってきていたのを、ウチのエージェントが発見したの。奇き跡せき的に命はとりとめたものの……、もう飼い主もいないし……。椿さん、他ほかにいい人知らないかしら？」

椿：え……と……。

ＧＭ：「心当たり無い？」

椿：あの、彩花さんの住んでいたマンションは……？

ＧＭ：「今は空き室になっているわよ？」

椿：…………私、そこに住んでも構わないでしょうか……？

ＧＭ：「……え？」

椿：……そうすれば、その犬……ボタンも一いつ緒しよに住めるかな、と……。

ＧＭ：彼女は、ちょっと意外そうな顔をしたあと、ふっと笑って、「わかった。支部長に頼たのんでみる。……大だい丈じよう夫ぶ、あの人はあなたのことを考えてくれるわよ」

椿：お願いします。

ＧＭ：「……でも、本当にいいの？　あそこにいると辛つらいかもしれないわよ？」

椿：私は……、大丈夫です。

ＧＭ：彼女はじっとキミを見つめる。

椿：では、胸むねを張はって。大丈夫です。……ここのチルドレンの中では一番しっかりしてるの、私ですから。

ＧＭ：その言葉に、彼女は噴ふき出して。「ふふふふふ、そうね。……わかったわ。彩花さんの後、よろしくお願いね」

椿：はい！




　もう、追いかける人はいなくなってしまったけれど。

　それでも目指してみようと思う。




　彼女が望んだことは、確たしかにこの胸に宿っているはずだから。







◆Ending 04◆そして、次の事じ件けんへ───


Scene Player ──── 高崎隼人






　暗い通路を歩いた先には、やはり薄うす暗ぐらい部屋が広がっていた。

　隼人はいつになく緊きん張ちようした面おも持もちで、部屋の中へと入る。




　そこにはＵＧＮ日本支部支部長、霧谷雄吾が座すわっていた。




ＧＭ：では最後に……。

隼人：俺おれのシーンか。

ＧＭ：うい。あの事件のすぐ後。キミはひとりＵＧＮ日本支部の研究施し設せつに呼よばれる。

隼人：え？

ＧＭ：……楠森七緒、彼女について話がある。そう言われる。

隼人：……七緒について？

ＧＭ：そう。……行くかい？

隼人：ああ。……もちろん。

ＧＭ：では、双枝市を出てしばらく。……キミは山間部に建てられた巨きよ大だいな研究施設の中にいる。無味乾かん燥そうな、白い通路。人ひと気けのないそこを通り過すぎ、案内されたのはひとつのラボだ。

隼人：ゆっくりと、ドアを開ける……。

ＧＭ：重いドアの向こうでは、低いうなりを立てて何台ものコンピューターが物も言わずに演えん算ざんを続けている。そこにいる人間はひとりだけ。……日本支部長の霧谷雄吾だ。

隼人：霧谷さん……？　どうして、こんなところに？

ＧＭ：「あなたを呼よび出したのは私です。……高崎隼人くん」

隼人：何か……七緒について話がある、とか？

ＧＭ：「ええ……。黙だまっていても、そのうちそちらの支部長───ヒカルさんから話が行ったかもしれませんが。その前に確かく認にんしたいことがありまして」

隼人：………………何、を？

ＧＭ：彼はひたとキミを見み据すえて言う。「この話を聞けば、あなたは次に起こる事件に関かかわらざるを得なくなる。……そして、おそらくあなたは大きな後こう悔かいをすることになるでしょう」

隼人：…………。

ＧＭ：「だから、今選せん択たく肢しを与あたえます。……話を聞くか、聞かないか。聞くつもりが無ければ、あなたを双枝市支部からはずしましょう。少なくとも、一時的に」霧谷は本気の目で言っている。……あたりのコンピューターが立てる音が、やけに耳みみ障ざわりだ。

隼人：……その話は七緒の話、なんだよな？

ＧＭ：「……ええ、その通りです」彼は、目を伏ふせて言う。

隼人：……アイツの命に関わる話、なのか？

ＧＭ：霧谷は答えない。だが、それが答えになっている。

隼人：だとしたら……、俺は聞かないわけにはいかない。

ＧＭ：霧谷は、長い長いため息をついて言う。「……わかりました。お話ししましょう」

隼人：…………。

ＧＭ：「楠森七緒さん───彼女は、オーヴァードです」

隼人：……な、に……？




　楠森七緒に秘ひめられた真実。

　それを聞いた隼人は、認にん識しきすることになる。

　まだ事件は終わっていない。

　いやそれどころか、始まったばかりであるということを───。





To be Continued













































Felix Culpa【フェリックス・カルパ】


　　１：ラテン語。〝幸福なる罪〟という意味。罪を犯したが故に、幸福が訪れること。

　　２：アダムとイヴが原罪を背負ったことで、後の世にキリストの受肉と贖罪がもたらされたことを指す。













PRE PLAY






　さて、前のセッションから数日。ＧＭである私は早速第二回の用意を進めていた。

　前回は隼人を使ってやりたいことができた。……ので、今回はさらにそこに焦点を当てていきたい。

　そんなことを考えつつ、資料を当たっていると目の前に脳科学の本が。

　……これはひょっとして使えるか？




　ひとつのひらめきを得た私は、そのままシナリオを書き進め──。

　そしてプレイ当日を迎えた。




ＧＭ：それでは二回目のセッションをはじめたいと思いまーす。

一同：はーい。

ＧＭ：まずは前回の経けい験けん点てんによる成長……の前に。

隼人：……お？

ＧＭ：今回から、Ｄロイスを使用します。

一同：おおおおおおおおおおっ!?




　Ｄロイスとはディスクリプト・ロイスの略りやくであり、その名の通り〝キャラクターの描写〟を行なうロイスである。

　このＤロイスによって、キャラクターに非ひ常じように特とく徴ちよう的な設せつ定ていを付加できるのだ。




ＧＭ：各キャラクターの推すい奨しようＤロイスを用意したので、ここから選んでください。




隼人：生せい還かん者しや

椿：実験体、もしくは変へん異い種しゆ

ヒカル：複ふく製せい体たい、もしくは秘ひ密みつ兵器

応理：古代種




（一同、がやがやとルールを確かく認にんする）




　　　　＊　　　＊　　　＊




▼高崎隼人たかさき・はやとの成長

隼人：うおおおおおお、生還者うれしいいいいいいいいっ！




　生還者とは、そのキャラクターがレネゲイドウィルスの侵しん蝕しよくに強いことを表わすＤロイスだ。追加される能のう力りよくは、自じ律りつ判はん定ていの際さいのダイスが増ぞう加かするというもの。




ＧＭ：隼人は侵しん蝕しよく率りつ大変だからねぇ。

隼人：（しみじみうなずきながら）みんなが攻こう撃げき力りよく低めなんで、それをカバーするために侵蝕率でかいもの多く取りましたからね。

ＧＭ：ちなみに、今回は何を取ったの？

隼人：《ライトスピード》だけっす。

ＧＭ：また侵蝕率上がるものじゃないか！（笑）

隼人：だって強いんですもの！（笑）

ＧＭ：いいけどさ（笑）。……あのさ、隼人にはちょっと決めてほしいことがあるんだ。

隼人：……なんです？

ＧＭ：隼人の本名を決めてくれ。───シナリオに使うから。

隼人：え？　ああ、いいですよ。（しばらく悩んだ後）…………〝牧まき村むら早はや人と〟って名前にします。今の名前ともちょっとひっかけて。

ＧＭ：ん、ありがとう。




▼玉野椿たまの・つばきの成長

椿：う─────ん、ちょっと悩なやむけどＤロイスは実験体にします。もともとライフパスもそういう設定でしたし。




　実験体とは、そのキャラクターが何らかの実験によって生まれた存そん在ざいであることを表わすＤロイスだ。追加される能力は、好きな能のう力りよく値ちを三点分上じよう昇しようできるというもの。




ＧＭ：じゃあ、能力値を合計三点分上げましょう。

椿：で、問題はどの能力値あげるかなんですが……。

応理：………………【肉体】？（笑）

椿：そうすると、【肉体】10とかになるんですよ（笑）。

一同：10!?

ヒカル：普ふ通つうのＰＣで、４くらいでしょ!?（笑）

隼人：戦せん闘とう系けいのキャラで７～８くらいです（笑）。

応理：もう、人間じゃないな（笑）。

椿：でも、十分強いんで【肉体】を10にします（笑）。

一同：おおおおおおおおお（笑）。

椿：あと、普通の経けい験けん点てんで【社会】をひとつ上げて、《骨ほねの武ぶ具ぐ》のレベルを上げて、さらに《踊おどる髪かみ》を取りました。これで相手を［転てん倒とう］させられます。

ＧＭ：着実に進化してるな（笑）。




▼群墨応理むらずみ・おうりの成長

応理：ふっふっふ、古代種取ったぜ～？（笑）




　古代種は、そのキャラクターを侵蝕しているレネゲイドのタイプが、古代から受け継つがれたものであることを表わすＤロイスだ。

　また、そのキャラクターが不死者であるという設せつ定ていを付加することもできる。追加される能力は、古代種専せん用ようのエフェクトを取得できるというもの。




ＧＭ：…………う、嬉うれしそうね。

応理：それはそうだ。《イモータルライフ》取ったから、ついにこのボクの不死者という設定に説得力の三文字が！

ＧＭ：まあ、確たしかに今まではただのたわごとだったからなあ（笑）。

応理：そのたわごとは真実だったのですよ。……ある日、ボクが家に帰ってみると紀元前からボクがつけてた日記を発見。ああ！　ボクは不死者なんだ！　と気がつきます（笑）。

ＧＭ：なんだその適てき当とうさは！（笑）

応理：ほら、あれだよ。平へい安あん京きようの人間と撮とった写真とか見つけたんだよ。……いやあ、昔だからね、[image: 100]万画が素そくらいで。全然たいしたこと無いんだけどさ。




　おまえの平安京はどんなだ。




応理：ということで、古代種のエフェクトを中心にいろいろ取った！　一いち応おうの戦力アップにはなっている……はず！

ＧＭ：まあ、期待してるよ（笑）。




▼大おお宙ぞらヒカルの成長

ヒカル：Ｄロイスは秘ひ密みつ兵器にしました。複ふく製せい体たいよりはこっちよね。




　秘密兵器とは、そのキャラクターが特とく殊しゆなアイテムを持つことを表わすＤロイスだ。追加される能力も、専用のアイテムを所持できるというもの。




応理：まあ、存在自体が秘密兵器みたいなキャラですからね（笑）。

ヒカル：装そう備びはＲコントローラーで。衛えい星せいからのビームが精せい密みつ化かされるという演えん出しゆつね（笑）。

ＧＭ：そこについては、もうなにも言いません（笑）。

ヒカル：で、あとはエフェクト。……なにかひとつ、面おも白しろいのを取りたいんだけど……。

椿：面白いもの……？

ヒカル：あ！　これだ！《自じ爆ばく装置》！（笑）

一同：そんなエフェクトか！（笑）

ヒカル：だって、単たん純じゆんに戦闘能力だけを上げるのって趣しゆ味みじゃないんだもの（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：よーし、成長の報告が終わったところで今日のハンドアウトを発表します。




●ＰＣ①：高崎隼人

ロイス：楠森七緒くすもり・ななお　ポジティブ：懐旧／ネガティブ：不安

　楠森七緒はオーヴァードだ。……そうキミが聞かされたのは、前の任にん務むが終わってすぐのことだった。能のう力りよくは不明。だが、過か去このデータから危き険けん度どが高い可か能のう性せいがあるという。

　ＵＧＮはキミに監かん視し命令を出した。それでも彼女だけは守らなければ。




応理：お、ヒロイン同じなのね。

ＧＭ：そうそう。わかりやすいでしょ？　どんなキャラかは前のセッションでつかんでるし。

隼人：しかし、オーヴァードに……。

ヒカル：目の前に爆ばく弾だんがあるような感じね。

隼人：…………（不安そうな顔をする）。




●ＰＣ②：玉野椿

ロイス：真島彩花まじま・さいか　ポジティブ：信頼／ネガティブ：悔悟

　彩花さんがいなくなってから、キミはよく彼女のことを思い出す。

　キミの記き憶おくの中で、彼女ほど一生懸けん命めいに日にち常じようを守ろうとしていた人はいない。

　彼女はもういない。……だが、彼女の意い志しはキミの中に宿っている。

　だから、キミは皆みなの、そして自分の日にち常じようを守らなければならない。それがキミの役目だ。




ＧＭ：これもロイスは前のキャラクター。……最初からタイタスに変えてね。

椿：はい。……前回タイタスになったまんまなんでちょうどいいです。

ヒカル：いい人だったのにね……。

ＧＭ：うん。だから彼女のことを忘わすれずに、これからも任務がんばってくださいというハンドアウト。

椿：はい、がんばります！




●ＰＣ③：大宙ヒカル

ロイス：楠森七緒くすもり・ななお　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：恐怖

　スリーパー計画の後始末をしている最中、楠森七緒がオーヴァードであることが発見され、キミのいる双ふた枝え市し支し部ぶに彼女の監視が命令された。

　そこまではいい。……気になるのは、霧谷雄吾きりたに・ゆうごがキミに言った一言だ。

　彼女、楠森七緒には暴ぼう走そうの危険性があるという。この街を守ることがキミの役目だ。……油ゆ断だんはできない。




ヒカル：隼人と似にてるハンドアウトね。

ＧＭ：はい。……ただ、隼人よりももっと仕事っぽい目的で七緒を監視するというハンドアウトになってます。

ヒカル：あ！　なるほど！　これは隼人に、「七緒を処しよ理りしなさい」と言う役だ！

隼人：げ（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ、それはプレイしてのお楽しみ（笑）




●ＰＣ④：群墨応理

ロイス：鵜月幹安うづき・みきやす　ポジティブ：有為／ネガティブ：敵愾心

　鵜月幹安とキミは、長いつきあいになる。といっても、関係はいいものではない。向こうはＦＨ、こちらはＵＧＮ。敵てきとして、数多く戦ってきた仲と言ったところだ。数年前、戦いの場で会った時、鵜月は気になることを言った。戦いに疲つかれた、そう言っていたのだ。

　それから今まで、彼の名前を聞くことは無かった。その彼が、単身この双枝市に潜せん入にゆうしているのだという。……何かいやな予感がした。




応理：ＧＭ、重要なことを聞きたい。

ＧＭ：何？

応理：……鵜月幹安は不死者？

ＧＭ：違ちがうよ！　なんでそうなるんだ！（笑）

応理：（悲ひ痛つうな声で）そんな、幹安！　一いつ緒しよに不死者になろう！（笑）

ＧＭ：うるせぇ！　みんなお前みたいにするな！（笑）

隼人：（しみじみと）本当に天さんは大だい惨さん事じが好きだなあ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：じゃ、ＰＣ間ロイスもあらためて取ったね。

一同：はーい。

ＧＭ：……では、ゲームを始めましよう。






《ライトスピード》　ハヌマーンのエフェクト。一挙動で二回の攻撃を仕掛ける。

《イモータルライフ》　古代種専用のエフェクト。一回だけ、死の淵より蘇ることが可能。

Ｒコントローラー　Ｄロイス：秘密兵器で選択できるアイテムのひとつ。レネゲイドをより精密に操ることが可能となる。

《自爆装置》　ブラックドッグのエフェクト。そのキャラクターが死亡した時に、周りのものにダメージを与える。













OPENINIG PHASE









◆Opening 01◆過か去この戦い


Scene Player ──── 群墨応理






　応理が双枝市に来てからすでに一月が経けい過かしていた。

　街は以前と変わらぬ姿すがたを取り戻もどしている。




　だが、応理には確かく信しんめいた予感があった。

　──事じ件けんは起きる。永ながい永い年月を生きてきた彼の勘かんがそう告げていた。




ＧＭ：じゃあ、最初は応理のシーンから……。

応理：（唐とう突とつに）双枝市に降こう臨りん！　シパーン！

ＧＭ：前回で降臨したろうが！　あの続きだ！（笑）

応理：では、再ふたたび降臨！（笑）そして何の用だ、霧谷雄吾！

ＧＭ：……え？

応理：いや、いるんだろ、いるんだろ、いるんだろ？　……わかってるねんで？（笑）

ＧＭ：……いや……いない、けど？

応理：……と言いながら、トレーニングルームでクギを投げるボク。

一同：……。

応理：ちょっと忍にん者じやきどりで。（変なポーズを取り）……こうか？　それともこうか!?（笑）

ＧＭ：おい！　いい加か減げん話を聞けよ！（笑）

応理：はい、ごめんなさいごめんなさい。で、なんでしょうかＧＭっ!?（笑）

ＧＭ：ええと。……とりあえず、回想シーンからスタートするわけだが。

応理：（きらきらした目で）ん？　回想？　それは何世紀前の回想!?（笑）

ＧＭ：数年前だよ！（笑）

応理：（心底つまらなさそうな顔で）……なーんだ、普通の回想か。

ＧＭ：……おい、天！　お前不死者になって、調子に乗りすぎてるだろ！（笑）

応理：えぇ～っ!?　だってしょうがないじゃないか、不死者なんだもん！（笑）

ＧＭ：お前、不死者風は吹ふかさないって前回言ってたじゃないかよ！　先せん輩ぱい風かぜのいとこのはとこみたいなもんだって！（笑）

応理：おお！　ボクはいい少年なんで不死者風吹かさない！

ＧＭ：よし……、じゃあ……。

応理：でも、数年前はいい少年じゃなかったので不死者風ふかせまくり（爆笑）。




　田中天たなか・てん、おとなげなさ爆ばく発はつ。




ＧＭ：おい！　いい少年になったのはたった数年前か！（笑）

応理：しょうがないだろ！　ボクはなかなか成長しないって言ったじゃないか！（笑）

ＧＭ：うわ、おとなげねえ！（笑）

応理：もう、プレイヤーレベルでおとなげないですよ。逆ぎやくギレとか起こしますよ（笑）。

ＧＭ：……ところで、俺はいつまでお前と普ふ通つうに会話してなきゃならんのか。

応理：え？　そういう会話を幹安としてるんでしょ？

ＧＭ：誰がそんなこと言ったんじゃああああああああっ!!（爆笑）




　もう、ひどい有様である。




椿：…………っ！　…………っ！（笑いすぎて机つくえに突つっ伏ぷしている）

ＧＭ：（優やさしい笑え顔がおで）なあ、天。

応理：（同じ笑顔で）なんだい？

ＧＭ：（笑顔のまま）もう俺たちもいい大人だ。そろそろ話を普通に聞こう。……しのさんが動けなくなってるじゃないか。

応理：（笑顔で）そうだな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、数年前。……まだ、応理があの変な絶ぜつ海かいの孤こ島とうに閉とじこもる前の話だ。

応理：おう。……前線かい？

ＧＭ：うむ、ＦＨの研究所をＵＧＮが襲しゆう撃げきしているところだ。

応理：じゃあ、南米の研究所にしよう。ジャングルの中とかにある。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。……太陽の光が遮られるほどに茂ったジャングルの中。応理の周りでは、ＵＧＮのエージェントたちとＦＨのエージェント部隊が戦っている。現げん在ざい、ＦＨは逃にげに入っており、それを追いかけるという状じよう態たいだ。

応理：全員確かく保ほしろ！　ひとりも逃がすな！

ＧＭ：その声に応おうじて、エージェント同士が戦いを続ける。現在のところ、ＵＧＮが優ゆう勢せいだ。キミはそれを見守っている。

応理：……ボクの出番はないかな。と言いつつ、落ち葉を踏みしめて後ろを向くよ。

ＧＭ：その時。応理がまばたきした瞬しゆん間かん、目の前にひとりの男があらわれる。

応理：幹安……！

ＧＭ：そう、応理は何度か見たことがある。線の細い、二十代前半くらいの優男だ。ジャングルには似あわない白いジャケットを着て、どこか憂ゆう鬱うつそうな表ひよう情じようをしている。

応理：……まさか、キミが本当に出で張ばってきているとはね。

ＧＭ：「……あっさりとやられはしたが、この研究所は私たちにとって重要なものだったんだよ、応理」

応理：その割わりには、簡かん単たんだった。ま、ウチの人間が優ゆう秀しゆうなのかもしれないけどね。

ＧＭ：「そういうことにしておいてくれ。だが、最後のデータだけは渡わたすわけにはいかない。……と、本来は言うべきなのだろうな」

応理：ん？　今回は譲ゆずってくれるのかい？

ＧＭ：（首をふって）「データを渡すわけでも、ましてや投とう降こうするわけでもない。ただ、戦うのに少し疲つかれただけだ。……データは他のエージェントに任まかせるさ」

応理：おや？　職しよく務む熱心なキミがめずらしい。

ＧＭ：「疲れたんだ。…………疲れたんだよ」……彼はうつむいたまま、そう言った。

応理：……まさか降おりるのかい？　この世界から。

ＧＭ：「降り方があれば、今すぐにでもそうしたいさ。……キミはどうなんだ？　降りたいと思ったことはないのか？」そういう彼の目は、濁にごった暗い光をたたえている。

応理：そういう時期は……、とっくに過すぎ去ったよ。寂さびしい笑えみを浮うかべて、ボクは言う。

ＧＭ：「……降りるのを、あきらめたのか？」

応理：むしろ気に入っている。……このまま歩き続けるのも悪くない、そう思っているよ。

ＧＭ：彼は首を振ふって言う。「私には信じられん」

応理：…………。

ＧＭ：彼は逃げていくＦＨエージェントたちを指す。「……あそこまで行き着けば、データはキミたちのものだ。勝手にするがいい」

応理：うん、そうさせてもらうよ。

ＧＭ：鵜月は、そのまま応理に背せを向けて去っていく。

応理：さようなら、幹安。

ＧＭ：その作戦は結局ＵＧＮ側の勝利に終わる。それから鵜月は沈ちん黙もくを保たもち───。




　そして今日。

　双枝市のエージェントが持ってきた報ほう告こく書しよに目を通し、応理は懐なつかしい思いにかられた。

　あの鵜月幹安が、ここにあらわれたのだという。──単身で。







◆Opening 02◆パンドラの箱


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　その日、ヒカルは支し部ぶ長ちよう室でいつものように業務にいそしんでいた。

　〝ヒュプノス〟の事じ件けんからすでに一月。

　支部の立て直しも終わり、平へい穏おんをようやっと取り戻もどした───そんなある日だった。




ＧＭ：では、ヒカルのシーン。舞ぶ台たいは支部長室。真っ昼間に最優先のアラートがなって、霧谷雄吾から呼よび出されるところから始まる。

ヒカル：ん、じゃあいつもの通り、手を振ると空中にモニターがあらわれて、霧谷雄吾の顔を映うつし出すということで。

ＧＭ：霧谷はいつになく硬かたい顔で。「緊きん急きゆうにひとつお願いがあります」

ヒカル：……なんでしょう？

ＧＭ：「楠森七緒、という少女を監かん視しして下さい」

ヒカル：隼人と仲がよかったあの子ね。と思い出す私。

ＧＭ：「大変言いにくいことなのですが……、彼女が未み覚かく醒せいのオーヴァードであることがこちらの調ちよう査さでわかりました」

隼人：…………。

ヒカル：……まだ完全に覚醒はしていない、と？

ＧＭ：「より正せい確かくに言えば、〝自分の能のう力りよくに無自覚な〟オーヴァードというところでしょうか。……残念ながら、詳くわしいところは調査しきれていません。彼女は一いつ般ぱん人じんです。そう長くは拘こう束そくできませんし、彼女の能力自体どんなものかわかりませんので」

ヒカル：レネゲイドウィルスの場合、エフェクトを見ないことには能力はわかりませんものね。……と、手を右にやると、空中に無数のモニターが出てくる。そこにはあらゆる角度から写した七緒の画が像ぞう、そしてプロフィールが表ひよう示じされる。

ＧＭ：「この任務は通常のものより、難易度が高くなるおそれがあります」

ヒカル：それほど、日本支部は七緒さんを危険視しているのですか？

ＧＭ：ここで、霧谷は珍めずらしく少し言いよどむ。「……彼女は前回のスリーパー計画、その被ひ験けん者しやのひとりです。そして、唯ゆい一いつスリーパーにならなかった人間でもある」

ヒカル：…………。

ＧＭ：「もし、彼女が何らかのエフェクトを無む意い識しきのうちに使い、その実験に抵てい抗こうしていたというのなら。通つう常じようのオーヴァードより、彼女は暴ぼう走そうの危き険けん性せいが高いでしょう」

ヒカル：……なるほど、抵抗する意識がなければすぐにジャーム化していまいますからね。

ＧＭ：「だからこそ、彼女への監視を怠おこたらないでください。……幸い、前の事件で潜せん入にゆうさせたふたり、高崎隼人と玉野椿はまだ泉いずみヶが丘おか学園にいます。監視の方は、いくぶんやりやすいかと思いますので」

ヒカル：わかりました。

ＧＭ：「……すべてが杞き憂ゆうに終われば、私はそれで構かまわないと思っています。ですが、ＦＨエージェントのひとりがそちらに単身で潜入してきたという話もあります。併せて注意の方、よろしくお願いします」

ヒカル：わかりました。監視を続け、必要とあれば……適てき切せつな処しよ置ちをいたします。

ＧＭ：「お願いします」そう言って、霧谷は通信を切る。

ヒカル：では、私は少し悲しそうな顔で、右に展てん開かいしている楠森七緒の画像を見る。そして、そのうちのひとつ、楽しげに隼人に話しかける七緒の姿すがたがアップになり……、そこで私のシーンは終わる。

ＧＭ：了解です。






エフェクトを見ない～　現在のところ、オーヴァードがそのエフェクトを使うまで、そのシンドローム等を知る術は無い。









◆Opening 03◆不安の種


Scene Player ──── 高崎隼人






　どこかけだるそうな顔で隼人は教室の扉とびらを開けた。

　クラスメイトの内、何人かが朝の挨あい拶さつを投げかけてくる。

　青空にほんの少しだけ雲が浮ういており、朝の柔やわらかな光に照らされている。

　……平和だ。じんわりと、隼人はそのあたたかさを実感する。




　だが───




ＧＭ：では、隼人のシーン。ヒカルのモニターに映った画面がそのままアップになって、キミのシーンになる。

隼人：じゃ、侵しん蝕しよく率りつ上げまーす。

ＧＭ：舞台は朝の教室だ。目の前で、七緒や他のクラスメイトたちが何か言っているんだけど、キミは前に霧谷に言われたことが気になって仕方がない。

隼人：七緒がオーヴァードかもしれない、ってやつだな？

ＧＭ：そうそう。

隼人：一生懸けん命めいにそんなことはないそんなことはない、と頭の中をぐるぐるさせていよう。

ＧＭ：ちなみに、前回の事じ件けんのことはＵＧＮがさまざまな情じよう報ほう操そう作さをして封ふう印いんしている。

隼人：なるほど。……まあ、そんなことより七緒の方が気になって仕方がないわけだが。

ＧＭ：了解。では、キミがそうやって思考をあらぬ方向に向けていると、「……高崎くん？　高崎くん！」と七緒が隼人の目をのぞき込こんでいる。

隼人：はっ!?　あ、ああ。そ、そうだな、その、つまり、なんだ……。ごめん（笑）。

ＧＭ：「聞いてなかったの？」彼女は苦笑して言う。

隼人：……はい（笑）。

ＧＭ：「よく目の前で話してるのに、違ちがうこと考えられるなあ」と、他のクラスメイトたちが笑うよ。

隼人：ああ、まあ、あー……、腹はらが減へったなあ、と思ったんだよ。昼飯まだかなあ（笑）。

ＧＭ：みんな一いつ斉せいに笑い出す。「腹減ったら、人の話聞かなくなるのか！　お前は！」（笑）

隼人：何を言うんだ！　話を聞かなくても人間は生きていけるが！　飯を食わなければ生きていけない！　これは自然の摂せつ理りだろう！（笑）

ＧＭ：「お前はホントによく口が回るなあ！」と、みんながまた笑う。

応理：とけ込んでいるな、チルドレンのくせに（笑）。

隼人：素すに戻もどっている感じかな。この時間がこのまま続けばいいのに、と思っている。

ＧＭ：「でさ、高崎くん」と、七緒。

隼人：なんだ？

ＧＭ：「もうちょっと経たつと、期末試験とか考えなきゃいけないし。その前に、みんなで出かけてどこかで騒さわごうって話になったんだ」

隼人：お、いいね。

ヒカル：遠出しないとなると、カラオケとか？

ＧＭ：そうですね。カラオケにしましょうか。

応理：（突とつ然ぜんクラスメイトになり）「もう二学期も終わりだしさあ。三学期は忙いそがしいだろうし、進級したらみんなクラスバラバラになっちゃうかもしれないじゃん？　その前にぱーっとやりたいしな」

ヒカル：（同じくクラスメイトになり）「お前は進級できないだろうから、違うクラスになるだろうな」

ＧＭ：「受験までにはもうちょっとあるけれど！　あと半年もすれば忙いそがしくなっちゃうし！」　と、七緒が言うと、ちょっとみんなの顔がどよーんと。

隼人：おお。そんなのもあったなあ。……と、ちょっと想そう像ぞうしつつ。

応理：チルドレンには無む縁えんだからな。

隼人：まあ……、ぱーっとやろうや！　そのための企き画かくなんだろ？

ＧＭ：「じゃあ、高崎くんも参加ね？」

隼人：もちろん。

ＧＭ：七緒は隼人の目の前で楽しそうにメモを取っている。その顔には、なんの心配ごともなさそうだ。……しかし、キミの頭の中では霧谷の言葉が回ってくる。

隼人：……大だい丈じよう夫ぶ。このまま何も起こらずに来年になるさ。と、自分に言い聞かせつつ、霧谷の言葉を塗ぬりつぶしていこう。




　大丈夫。

　楽しいと感じれば感じるほど、その日にち常じようが壊こわれやすいものになる気がして。

　隼人はしきりに心の中でこの言葉を繰くり返していた。




　───大丈夫、何も起きないさ。




　その言葉がひどく薄うすっぺらいものであることを自分で理り解かいしながら、隼人は繰り返す。

　まるで祈りをささげるように──。







◆Opening 04◆あれから


Scene Player ──── 玉野椿






　前回の事件から、椿はよく夢ゆめを見る。───彩花さんの夢を。

　まだ自分が彼女が死んだという悲しみから抜ぬけていないのか、それともこの家が夢を見させているのか、それはわからない。今日もまた夢を終えながら、椿はゆっくりと目を開く。




ＧＭ：では最後に椿のシーン。舞ぶ台たいは元彩花さんの部屋で、今はキミの部屋。

椿：はい。

ＧＭ：では、犬のボタンが……。

応理：うむ、土と佐さ犬のボタンだったな。

ＧＭ：なんで土佐犬なんだよ！　それだと、俠おとこ気ぎあふれすぎだろ！（笑）

椿：九きゆう州しゆう弁べんで喋しやべりそう……（笑）。

ヒカル：いや、土佐犬が九州弁はないって！（笑）




　そもそも犬は喋りません。




椿：まあ、小さめの柴しば犬ということで。

ＧＭ：了解。……というわけで、キミが自室でふと目を覚ますと間近に犬の顔が。

椿：うわっ！

ＧＭ：椿を起こしに来たのか。キミのほっぺたに、ボタンの前足が乗っていたりする。

椿：なんとなくボタンの足を手に取ろう。で、ボタンをぶらさげてみたり。

ＧＭ：「わん」

椿：……おはよう、ボタン。

ＧＭ：椿は前の事じ件けんから、この部屋───真島彩花の部屋に住んでいる。犬に起こされるのは、まだ慣なれない。

椿：こうして起こすのは、朝ご飯を要求しているわけですね？

ＧＭ：そうです。期待に満ちた目で尻しつ尾ぽを振ふっている。

椿：がしがしなでつつ、ベッドから起きて餌えさを出そう。……トレーナー姿すがたのままで。

ＧＭ：ボタンとこの部屋を眺ながめていると思い出すことがある───。では、回想シーンだ。
















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：一年ほど前のある日。……椿は任にん務むに成功したのはいいものの、怪け我がで倒たおれてしまった。その時も目が覚めれば、ボタンの顔がキミの側そばにあった。違ちがうことは、その時の部屋の主はキミではなかったということ。

椿：……彩花さんですね。

ＧＭ：うん。そして、その彩花さんが「大丈夫？　起きた？」と声をかけてくる。ボタンもその声に反はん応のうして、彩花の方にぱたぱたと走っていくよ。

椿：ちょっと……、びっくりしました……。

ＧＭ：「ボタンが心配そうにしてるから放ほうっておいたんだけど、驚おどろかせちゃったかしら」

椿：…………ちょっとだけ。

ＧＭ：「どう？　身から体だに異い状じようはない？」彼女は、真しん剣けんな顔でキミに聞いてくる。

椿：はい！　大丈夫です！　ご迷めい惑わくをおかけしました。

ＧＭ：「よかった、異状が無いなら安心ね」彼女は微ほほ笑えむ。

椿：心配をかけてしまって、申し訳わけありません。

ＧＭ：「ううん。……でも、大だい丈じよう夫ぶ？　任務は成功したみたいだけど、こんな戦い方していると、そのうち戦うのが怖こわくなってくるわよ？」遠い目で、ボタンをなでながら彼女は言う。

椿：そんなことないです。……それは、絶ぜつ対たいに。

ＧＭ：「強いのね、あなたは」真ま面じ目めな顔で答える椿を見て、彼女は少し笑う。「オーヴァードになった人は、この力に振ふり回されたり、戦うことに疲つかれてしまったりすることが多いのに。……あなたの側にだって、そういう人がいたでしょう？」

椿：……でも、そういう風に閉じこもってしまったら、何もできないじゃないですか。

ＧＭ：「そうね……」

椿：それに彩花さんみたいな人がいてくれるから、わたしはここで戦えます。

ＧＭ：「おだてても、なにも出ないわよ？　……でも、あなたの言うことももっともね。得てしまった力は捨すてられない。だけれども、力があるからこそできることもある。それはあなたの言う通り、忘わすれてはいけないわね」彩花は椿の頭に手を置いて、そう言うよ。

椿：…………はい。

ＧＭ：「動けるようになったのなら、自分で報ほう告こくに行きなさい。……無理はしないでね」

椿：はい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そして回想は終わり、シーンは現在に戻ってくる。

椿：では、ボタンが餌えさを食べるのを眺ながめてから、簡かん単たんに朝ご飯を食べて学校に行きます。

ＧＭ：ボタンがそれを見送って、ドアを閉しめ。キミは主の変わった部屋を後にする。……というところでシーンを切ろう。











MIDDLE PHASE









◆Middle 00◆無む限げんの輝かがやき


Master Scene






　その男は、目を閉とじて意い識しきを集中する。

　〝力〟を解かい放ほうし、目を開けると男は星がまたたく夜空の下を飛んでいた。




ＧＭ：じゃあ、ここでちょっとマスターシーンを。

ヒカル：おお、まだ事じ件けん起きてないのに。

ＧＭ：ちょっとした演えん出しゆつですよ。……まあ見ててください。




　男は旅をする。

　無限の星空の中を。




　だが、男は知っている。

　天に輝く光は、星などではない。そのひとつひとつは刻こく一いつ刻こくと構こう築ちくされる記き憶おくであると。




　───この記憶ではない。




　男はさらに深くへと潜もぐる。

　違ちがう刺し激げきを与あたえなければ。




　───この少女の核かくとなる記憶を探さぐらなければ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




応理：記憶……？

ＧＭ：演出を利用したヒントってとこかな。……ま、後になればわかるよ。

椿：…………？







◆Middle 01◆楽しくも騒さわがしき時間


Scene Player ──── 高崎隼人






　授じゆ業ぎようが終わるチャイムがなると同時に、教室は喧けん騒そうに包まれる。

　隼人も伸のびをしながら席から立ち上がった。




　振ふり向くと、そこには七緒の笑え顔がおがあった。

「ね、高崎くん。Ｄ組までつきあってくれない？」




ＧＭ：というわけで次のシーンだ。シーンプレイヤーは隼人。授業が終わってすぐくらい。七緒に連れられて、椿の教室にやってきたところだ。ふたりとも登場してね。

椿：はーい。

隼人：おう。

ＧＭ：七緒は、さっきのカラオケの話をして言う。「……というわけで、椿ちゃんもどうかなと思って」

隼人：……え？　コイツを連れてくの？

ＧＭ：他の仲間たちは口々に言う。「えー、高崎反対するのかー？」

応理：（クラスメイトになり）「なんだよー、いいじゃないかよー」

ヒカル：（同じくクラスメイトになり）「わかってるのか！　今がチャンスなんだぞ！」

隼人：わかったわかった。……特に何も言わねえよ。

椿：（七緒に）……えと、クラス違うけど、いいの？

ＧＭ：七緒はにっこり笑って、「うん！　ふたりとも転校してきてずいぶんたつし、こういうのもいいんじゃない？　……それにほら、誘さそわないと……」後ろを見ると。

応理：他の生徒たちがぐいぐいと押おし出てくる。

ＧＭ：「……いろいろあるから」（笑）

椿：……私は、彼女がオーヴァードになりかけているのを知ってるんでしょうか？

ヒカル：もちろん、椿ちゃんにも指令は出しているので。

ＧＭ：ん、じゃあ知っている。

椿：……これも任にん務むだから……。

ＧＭ：「どうかな？」彼女はそのつぶやきには気がついていない。

椿：じゃあ、せっかくだからご一いつ緒しよするわ。

一同：「やった─────！」

応理：（男子生徒になり）「やった───！　玉野さんとカラオケだ───！」

ヒカル：（女子生徒になり）「ねぇねぇ椿さんはカラオケ得意なのー？」

椿：いや……、あの……。

ＧＭ：途端に騒ぎはじめたみんなを七緒の声が制せいする。「じゃあ今からしゅぱーつ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、カラオケボックスだ。高校生が大人数……、十数人くらいでなだれ込こむと、安めの大部屋に放ほうり込まれる。椅い子すなんか無くて、入り口あたりで靴くつを脱ぬいで、あたりに適てき当とうに座すわるというそんな部屋だと思ってくれ。

応理：ああ、あるある。そういう部屋。

隼人：じゃあ、適当に壁かべに寄よっかかって座ってよう。あぐらかいて。

椿：じゃ、私は脱ぬいだ上着を膝ひざ掛かけにして、正せい座ざで。

ＧＭ：そして入って十分ほど。あっという間にテンションが上がり、もう混こん沌とんとした状じよう況きようになりつつある。久ひさしぶりの大人数だし、新しいメンツもいるしね。

ヒカル：無理に張はり切る子とかいるのよねー（笑）。

応理：そうそう。やたらと大声だしたりね（笑）。

隼人：……ところで玉野さん？

椿：な、なに……？

隼人：カラオケの……ご経けい験けんは……？

椿：う……。は、話はきいたことあるわよ……？

隼人：俺も……、理り論ろんは知ってるんだ。

椿：す、すごいじゃない。

隼人：……まあ、な。

椿：お先に、……どうぞ。

隼人：いや、椿が先でいいよ。

椿：お先にどうぞ！

隼人：いや、お前が……！

ＧＭ：では、そこに「あんた達も歌いなさいよ！」と、歌の本をばさっと渡わたされる。

隼人：（ちらりと椿を見てから）いやあ俺、カラオケ初めてでさあ……。

椿：うわ、ずる！（笑）

ヒカル：先にいいわけをしておくのか（笑）。

応理：先に言い出すと、後からは言い出せないからなあ（笑）。

ＧＭ：クラスメイトからは意外そうな声が上がるよ。「でも、知ってる曲くらいあるでしょー」「わかる範はん囲いでいいよ」「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」などという声も。

隼人：ま、まあ、聞いたことがあるくらいなら……（本をめくりはじめる）。

ＧＭ：……せっかくだし、どれくらいうまく歌えたか判はん定ていしてもらおうか（笑）。

隼人・椿：えええええええええっ!?

隼人：判定っ!?　カラオケってなんの判定なの？

ＧＭ：そりゃ、〈芸げい術じゆつ：歌唱〉とかだろ。だから、【社会】で判定をしてくれ。

隼人：【社会】～～～～～～～っ!?　俺、一点しかないぞ！

椿：私、さっき経けい験けん点てんで二点にあげた！（ちょっとガッツポーズ）

応理：使えるエフェクトとか持ってないの？

隼人：戦せん闘とう用ようのものしか取ってなーい！　うおおおお、ハヌマーンなのにいいいいっ！（笑）

ヒカル：じゃあ、侵しん蝕しよく率りつによるボーナスとかっ!?

隼人：今ジェネシフトをして60以上に持って行く？　って、侵蝕率高すぎだしっ！（笑）

応理：……素すで振ふるしかない、か。

ＧＭ：隼人からいこう！　キミが緊きん張ちようした顔でマイクを手に取り、音楽が始まるぞ！

応理：曲は尾お崎ざきとか。マジでうまいとむしろ退かれる歌（笑）。

隼人：お、じゃあそれで。

ＧＭ：よし、振りたまえ！

隼人：おりゃっ！　…………クリティカル！　達たつ成せい値ちは16！

一同：おおおおおおおおおおっ!?

ＧＭ：……隼人は必死に歌いきり────みんなの顔を見回す。

隼人：…………。

ＧＭ：全員啞あ然ぜんとした顔で硬こう直ちよくし───、一いつ瞬しゆんの静けさのあと、大だい歓かん声せいが上がる！

ヒカル：（クラスメイトになり）「なにが初めてだよ！　こいつはっ！」

応理：（同じくクラスメイトになり）「かなり練習してんだろ？　そうじゃないとあんな声だせねぇよ！」と、べしべし殴なぐる（笑）。

隼人：いやいやいや、ホントに初めてなんだって！　はっはっは、痛いたいなあ！

ＧＭ：達成値16っていったら、相当なものだからなあ。

隼人：ふっ……！　勝ち誇ほこったように椿を見る俺っ！（笑）

椿：くくぅ──────っ！　悔くやしい！（笑）
















ＧＭ：「次、玉野さんの番だよー！」と声がかかる。

椿：（引きつった顔で）あ、あの、わたし、ちょっと用事が……。

ヒカル：（クラスメイトになり）「でも、音楽始まっちゃったよ？」

応理：（同じくクラスメイトになり）「ほら、一曲だけでも！」

ＧＭ：マイクを渡され、、画面に近いところに移い動どうさせられる。流れるような動きで追いつめられていく椿（笑）。

隼人：……ちなみに曲は？

椿：「天あま城ぎ越ごえ」

一同：演えん歌かっ!?（笑）

ＧＭ：……さあ、判定を！

椿：（腕うでまくりをして）えい！　……６！

ＧＭ：任にん務むでつちかったあらゆる勘かんを働かせて、キミは歌いきった。その反はん応のうは……。

ヒカル：「……玉野さん、全然うまいじゃん！」

椿：え？　……そ、そう？

ヒカル：「うんうん！　……ほら、次行こう！　次！」

椿：……え、次？

ＧＭ：「次は何にする？　やっぱり演歌？」

椿：いや、その、私は……。




　その後怒ど濤とうのカラオケ大会は四時間にわたり、椿たちは楽しくも騒そう々ぞうしい時間を過すごしながら、クラスメイトたちに振り回された。

　そして───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：時間は過ぎ、すっかり日も暮くれた。───興こう奮ふん冷めやらぬまま、隼人たちはカラオケボックスを出る。みんなで感想を言いながら、駅まで歩いているところだ。

ヒカル：いいなあ、高校生（笑）。

応理：ほんと、懐なつかしそうに言いますね（笑）。

隼人：でも、この騒さわがしいような感覚が、学生時代の思い出だからなあ。

椿：（こくこくとうなずく）




　なんとなく、高校時代を懐かしむ一同。




ＧＭ：で、みんなでがやがや言いながら夜の街を歩いていく。

隼人：楽しかったなぁ。

椿：……そうね。

隼人：普ふ通つうの高校生ってのは……、いいものだな。

椿：…………そうね。

ＧＭ：そして、キミたちは繁はん華か街がいにほど近いところ、大きめの空き地の前を通りかかる。立ち入り禁きん止しの看かん板ばんが立ててある。

隼人：……お？

ＧＭ：誰だれかが言い出す。「あ～、ここつぶれちゃったんだなあ……」

椿：……何かあったの？

ＧＭ：それを聞くと七緒が、「昔ボーリング場があってね」と返す。……どこか寂さびしそうに。

椿：ボーリング……？　玉を転がす……？

隼人：で、ボーリング場がどうかしたのか？

ＧＭ：「うん、私たちが中学生のころはよくここで遊んでたの。……きれいなところじゃないけど安かったし、おばちゃんがいて、よく世話を焼いてくれたし」

隼人：ああ、個こ人じん営えい業ぎようのボーリング場か。

ＧＭ：「この辺の学校に通ってた子だったら、みんな一回は行ったことがあるんじゃないかな？」と七緒が言うと、「俺も行った行った」という声があちこちから上がる。

ヒカル：思い出のあるところ、だったわけだね。

ＧＭ：そうそう。「つぶれちゃった時は、話題になったの。残念がる人も多くてねー」と、女の子のひとりが言ったりもするよ。

隼人：哀あい愁しゆうのボーリング場か。

椿：…………。

ＧＭ：……なんとなくしんみりしたところで、「ね、ちょうどいいし、ここでみんなで一枚まい撮とっておかない？」と七緒が言い出す。いつものようにぶら下げているショルダーバッグからカメラを取り出しながらね。

隼人：お、いいね。撮ろう撮ろう。

ＧＭ：では、みんなが集まったのを見て、七緒が適てき当とうな塀へいの上にカメラをセットする。

椿：じゃ、なんかぎこちなく集まる形で。




「行くよ～」




　カシャッ！

　七緒の声と共にシャッターが切られる。




　騒がしくも楽しい現げん実じつ。

　これがその最後の一いつ片ぺんになるとは、この時は誰も信じてはいなかった───。






ハヌマーンなのに　ハヌマーンは、超スピードを司るほかに〝音〟を操るシンドロームである。

　だが、隼人はスピード系のエフェクトしか取得していなかった。









◆Middle 02◆月光の下で


Scene Player ──── 群墨応理






　月を見上げながら、応理は夜の街を歩く。

　外に出たことに理由は無い。

　強しいて言えば、また予感が告げたのだ。




　────何かが起きる、と。




ＧＭ：じゃあ次のシーンだ。シーンプレイヤーは応理。

応理：は～い。

ＧＭ：隼人たちがカラオケで遊んだ、その日の深夜。皆みなが安らかに眠ねむっているその時間。応理は突とつ如じよとして、街全体を覆おおうような強きよう烈れつな《ワーディング》を感知する。……ところでキミどこにいるの？

応理：そーだな、じゃあ夜の街を歩いていることにしよう。そして、目を見開いて異い変へんを察知するボク。

ヒカル：じゃあ私も登場するわ。

ＧＭ：了りよう解かい。侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

応理：これは……まずい、か？

ヒカル：では応理の後ろに突とつ然ぜん現あらわれて、……気がついた？　と声をかけるわ。

応理：……もちろん。軌き道どうからも観かん測そくできたかい？

ヒカル：ええ、これだけ大だい規き模ぼだとね。

ＧＭ：応理たちがそんな会話をしていると、《ワーディング》は唐とう突とつにふっ……と途と切ぎれる。

応理：おや？

ＧＭ：その直後、ヒカルのデータに異変を告げるアラートがなる。双枝市の地形に異い常じようが出た、とのこと。

ヒカル：……じゃあこういうモニターを展てん開かいしよう。まず地球が映る。そこから、日本、関東一帯、双枝市と拡かく大だいされ、そのマップのあちこちに変化した場所がマークされる。

ＧＭ：いいですね（笑）。データが告げるには、今の一いつ瞬しゆんで双枝市の地形、地図に変化があったとのこと。例えば、道の形が昔に戻もどったり、河かわの形が変わったり。三、四箇か所しよも。

ヒカル：そんな……。こんな変化は、ものすごい地ち殻かく変動でも無い限かぎりあり得ないはずよ。

応理：……過か去こが、戻ってきているのか？

ヒカル：それはわからないわ。……もう、《ワーディング》は消えてしまったし。

ＧＭ：状じよう況きようにとまどう応理たち。───その時、ふわりと風がながれ、キミたちの真後ろに唐突に人の気配があらわれる。

応理：この感覚は……幹安かい？

ＧＭ：その人ひと影かげは、黙だまって首を縦たてに振ふる。

応理：……キミは、ボクたちの世界から消えたと思っていたけれど。

ＧＭ：「そのために、私はここにいるんだ」といつものとおり静かな調子で彼は言う。だが、暗がりから月光の下にでてきた彼の姿すがたは応理の知るものとは少し違ちがっている。

応理：おや？

ＧＭ：外見的には十代の半ばくらい……、高校生くらいの容よう姿しに見える。服ふく装そうは前とあまりかわった感じはしないけれど。───彼は落ち着いた表ひよう情じようでキミたちを見て、「今の現げん象しようを感知したのだろう？　とてつもない異常として応理たちには認にん識しきできたはずだ」

ヒカル：…………。

ＧＭ：「だが……、この現象は決してキミたちに危き害がいを加えるようなものではない。───だから、邪じや魔まをしないで欲ほしい。それを言うためにここに来た」彼は淡たん々たんと言う。

応理：と、ＦＨエージェントの鵜月くんは言っているが。……どうする？　ヒカル。

ヒカル：あなたが、ＦＨエージェントの鵜月幹安？

ＧＭ：「否ひ定ていはしない」

ヒカル：どんな企たくらみであれ……、この街で好き勝手はさせないわよ。

ＧＭ：「……繰くり返すが、キミたちに危害は加えない。そして……」

応理：この街の人にも危害は加えない、かい？

ＧＭ：彼はこくりとうなずく。「そうだ。それでも〝我われ々われ〟を受け入れられないというのであれば、今すぐこの街を出て行けばよい。……それならばなんの変化もない生活に戻れる」

ヒカル：それはできない、と言ったら？

ＧＭ：「黙って我々のやることを見ていて欲しい。……そうすれば」彼はふと目を細めて言う。「そうすれば、幸せな世界が訪おとずれる」

ヒカル：…………？

応理：……それは、キミにとって幸せな世界かい？

ＧＭ：「ああ。私が望んだ世界だ」

ヒカル：あなたは一体……？

ＧＭ：彼は何も言わず、ふたたびその場を風がふく。……すると、もう彼の姿はない。

応理：消えた、か。……どうする、ヒカル？

ヒカル：好きにさせるわけにはいかないわ。

応理：でも危害は加えないというのなら、様子を見てもいいんじゃないのかい？　少なくとも、彼はこの血ち塗ぬられた道から本気で抜ぬけたがっていたようだよ。

ヒカル：私は使命としてこの街を護っている。……ただ見ていることはできないわ。

応理：…………使命、か。




　応理は空を見上げる。

　そこには、いつまでも変わらぬ月の姿があった。




　世界が変へん貌ぼうしても、変わらずに輝かがやく月の姿が。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ヒカル：よし！　ここですかさず鵜月にロイスを取ろう！

ＧＭ：ＯＫ、はやいですね（笑）。

ヒカル：敵てきであることには変わりないからね（笑）。

ＧＭ：では、感情等は好きに決めておいてください。……次のシーンに行こう。

一同：はーい。






街を覆うような《ワーディング》　《ワーディング》の効果範囲はシーン全体。具体的にどの範囲でかかるかは、ＧＭが決定してよい。









◆Middle 03◆変わりゆく街


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　──翌よく朝あさ。

　ＵＧＮ双枝市支部は大おお騒さわぎとなった。

　夜を徹てつして、街の異い常じようの確かく認にん作業が行なわれ、その報ほう告こくがひっきりなしに飛び込こんでくる。




　昨日までの平へい穏おんさがまるで噓うそのように。




ＧＭ：では、次の日の早朝。全員登場だ。場所は支し部ぶの会議室。昨日この街で起きた異常について、皆みなで相談するシーンね。

一同：はーい。

ＧＭ：昨夜から、双枝市のエージェントは夜通し街の確認作業に追われている。どの地点がどう変化したか。また、それがどうやって行なわれたものか、確認するために。

椿：なるほど。

ＧＭ：そして、ある程てい度どのデータが集まったので、今ここでこうして会議を開いているわけだ。この支部の戦力は、事実上キミたちだけだからね。

ヒカル：昨日、大だい規き模ぼな《ワーディング》が発生したことは、皆さんも知っていると思います。その件けんについて、報告をします。

隼人：……ところで、ここにいるのは俺おれたちだけ？

ＧＭ：うん。……彩花さんはもういないからね。

椿：…………。

応理：聞かせてもらえるかい？　と椅い子すに深く腰こし掛かけながら言おう。

ＧＭ：じゃあ、双枝市支部の調ちよう査さによって判はん明めいしたことをまとめて言おう。……まず、基き本ほん的な現げん象しようとしては双枝市の一部区く域いきにおいて、地形、ないしは建けん造ぞう物ぶつの変化が見られること。

ヒカル：それは、《ワーディング》感知前と後でまったく違ちがう、ということ？

ＧＭ：そう。あのわずか数十秒の間に、地図が変わってしまったということ。

応理：あるはずの物がなく、そしてないはずの物がある。

ＧＭ：うん、そういうことだ。

ヒカル：では、変化する前と、変化した後の地図を両方ともモニターに出すわね。

ＧＭ：ちなみに、〝変化した場所〟だと呼よびにくいので、〝区域レルム〟と呼こ称しようするね。

椿：了りよう解かい。

ＧＭ：現げん在ざいレルムは四箇か所しよ。……そして、どこにでも共通する事こと柄がらがひとつある。

応理：……ほう？

ＧＭ：住民が全員その地形の変化に違い和わ感を持っていない、ということ。

隼人：……え？

ＧＭ：つまり、彼らは〝元からその地形であった〟と思っている。道が変わっても、川の形が変わっても、昔からそうであったというように生活している。この報告を受け、日本支部はこの現象を起こしているオーヴァードを〝タイム＆アゲイン〟と名づけた。

応理：〝タイム＆アゲイン〟？　街が、昔に戻もどっているということなのかな？

ＧＭ：まだそれはわからない。……でも、過か去こに戻っている可か能のう性せいは否ひ定ていできない。その証しよう拠こにひとつのデータがある。

応理：ビルが空き地に戻っていたりとか？

ＧＭ：逆ぎやくだ。……空き地にボーリング場が復ふつ活かつしている。

椿：…………！

ＧＭ：データは確たしかにそのボーリング場の姿すがたを確認している。派は遣けんしたエージェントもね。……そしてその場所は、昨日隼人と椿が通った場所だ。

ヒカル：じゃあ、隼人と椿に聞くわ。……彼女に、楠森七緒さんに何か変化は無かったの？

隼人：……昨日も特に変化はなかったさ。

ヒカル：じゃあにこにこと笑って。……昨日は楽しかったみたいね？

応理：うん、なによりなにより。

隼人：え!?　いや、そんな……。なんのことかわからないですよ？　なあ、椿？

椿：……何言ってるの。あんなに楽しそうだったくせに。

隼人：うお、裏うら切ぎったな！　お前だって最後の方はノリノリだったじゃないか！

ヒカル：あら、いいのよ？　たまには楽しんでも。あなたたちだって、十六歳さいであることには変わりないのだもの。……と、観音様のような笑えみを浮うかべて言う私（笑）。

隼人：……うう。

椿：……そ、そんなことより！　任にん務むの方が大切ですから！

隼人：とにかく、変化がなかったことは確実、です。……たぶん。

ヒカル：わかったわ。……こちらも報告があるの。昨さく晩ばん、ＦＨエージェントと接せつ触しよくしたわ。

応理：鵜月幹安。彼にね。

ヒカル：あの《ワーディング》には彼が関かかわっていることは間違いありません。彼自身から聞いたので、確かです。

応理：それと。あの場所では言わなかったけれど、彼の外見はずいぶんと変わっていたよ。端たん的てきに言って、若わか返がえったような姿になっていたね。

ヒカル：では、その辺も含ふくめて彼との会話の内ない容ようを伝えましょう。

椿：……なぜ、この街でなければならなかったのでしょう？

ヒカル：……それはわからない。でも、このように大規模に地形を変化させ、住人の意い識しきも変化するようなエフェクトは過去にも例がありません。この場所でなければならなかった、そういう理由が向こう側にあるのでしょう。

ＧＭ：情じよう報ほうが足りないのは事実だね。

ヒカル：なんの目的で、どういう方法でこれを行なっているか。全員にその調ちよう査さを命じます。……ただし、楠森七緒さんの監かん視しを第一に。それは変わりません。

隼人：それは……。

ヒカル：今回の件に無関係だとは言い切れませんから。

隼人：……アイツは関係ないさ。さっさと事件を解かい決けつして、何事もなく終わらせてみせる。

ヒカル：そうね。……私もそうだといいと思っていますよ。

応理：わかった。……じゃあボクは鵜月について調べるよ。コネに聞けば彼の動きや目的について少しはわかるかもしれない。

ヒカル：私は引き続き、街の状じよう態たいについて検けん証しようを。……昔の記録と重ねていけば、この異変の共通点がわかるかもしれないし。

椿：私と隼人は引き続き学園で七緒さんの監視を。

隼人：…………。

ヒカル：ええ、細大漏もらさず報ほう告こくしてちょうだい。

ＧＭ：よし、話はまとまったね。……じゃあここでシーンを終しゆう了りようしよう。







◆Middle 04◆一葉の写真


Scene Player ──── 高崎隼人






　隼人が気がつくと、その日の最後の授じゆ業ぎようが終わっていた。




　授業の内容は、まったく頭に入らなかった。

　せっかく昨日あれだけ楽しい時間をすごしたというのに、みんなとその話をする気にもならなかった。……七緒が昨日の写真を渡わたしてくれても、上の空だった。




ＧＭ：じゃ、次のシーンは隼人。

隼人：おう。じゃ、侵しん蝕しよく率りつを上げよう。

ＧＭ：会議を経へて、キミは学校に行き……、つつがなく今日の授業が終了する。それまではなんの変化もなかった。───今は教室だ。みんな、めいめいに帰る準じゆん備びをしている。

隼人：…………。

ＧＭ：ちなみに、キミの手には、昼休みに七緒が渡してくれた昨日の写真が何なん枚まいかある。

隼人：あの写真は、ボーリング場になっている……？

ＧＭ：いや、なぜかこの写真にはボーリング場は写っていない。空き地のままだ。

隼人：やっぱ、空き地だよなあ……。

ＧＭ：みんなが帰り支じ度たくをしているところを、隼人がひとりで写真を眺ながめているので、「どうしたの？　帰らないの？」と七緒が声をかけてくる。

隼人：いや、帰るよ。言いながら、適てき当とうに帰る用意をはじめよう。

ＧＭ：うん。七緒はそれを見ながら、「あ、それさっきの写真だね」と言って、机つくえの上に置いてあった写真を取る。「……うーん、構図いまいちかな？」

隼人：……まあ、ゆっくりと歩き始めるか。

ＧＭ：キミたちは教室を出て、階かい段だんを降おり、昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえる。歩きながら七緒は写真をじっくり眺めては、一枚一枚キミに戻もどしていくよ。

隼人：器用だな（笑）。

ＧＭ：「でも、昨日は楽しかったよね～」と、写真を見ながら言う七緒。

隼人：写真を受け取り、それをしまいながら。「楽しかったな。……まさか、あんな人数を一部屋に入れられるとは思っていなかったけどさ」

ＧＭ：「高崎くんと椿ちゃんがいたからだよ」

隼人：俺たちが？

ＧＭ：「バラバラの部屋になんかできなかったの。ふたりが転校生だから興きよう味みがあるんだよ、みんな。……それにほら、椿ちゃんってどっか近ちか寄よりがたいところがあったじゃない？　最近はそうでもないけど」

隼人：ああ、アイツも……って危あぶない危ない。丸くなった、とか言ってどうする俺（笑）。

ＧＭ：「でも、高崎くんも楽しそうだったよ？　転校してきてから、一番楽しそうだった」七緒は少し写真から目を離はなし、隼人の顔をちらりと見る。

隼人：……ああいうの、初めてでな。楽しかったよ、ほんと。……おかげで羽目はずしすぎたよ。思い出すと恥はずかしいな。

ＧＭ：「うんうん、騒さわいでた騒いでた。……でも、こういう思い出大事にしないとね。いつまでも気楽な高校生じゃいられないんだし」

隼人：厳きびしいな、楠森は。

ＧＭ：「受験とかあるからねー……」と、言いながら七緒は最後の一枚、あの空き地で撮とった一枚を隼人に渡す。「はい、これ」

隼人：それは受け取らずに。……なあ、その写真、どこかおかしいとは思わないのか？

ＧＭ：「……どこが？」彼女が見せる写真には、きちんとボーリング場が写っているぞ。

隼人：うお!?

ＧＭ：彼女はきょとんとしている。

隼人：……楠森、お前もしかして……？

ＧＭ：（発言をさえぎって）その時！　隼人のつぶやきにかぶせるようにして、背はい後ごから「楠森さーん！」という声がかかる。

隼人：振ふり向くと？

ＧＭ：そこにはかなり背せの高い、線の細い優やさ男おとこがいる。

隼人：見覚えは？

ＧＭ：もちろん、ある（笑）。今日の朝の会議で支し部ぶ長ちように見せてもらった鵜月に間ま違ちがいない。……写真より若わかいし、泉ヶ丘学園の制せい服ふく着てるけどな。

隼人：……むむ。

ＧＭ：そして、振ふり向いた七緒が。「あ、鵜月くん」

隼人：うお、さらっと名前が出てきた。……まさかこいつ前からこの学校にいた？

ＧＭ：いない。少なくとも、キミが前に名めい簿ぼを確かく認にんした限かぎりはいなかった。

隼人：……こいつ？

ＧＭ：鵜月は、「楠森さん、ちょっと手伝ってくれないかな。ちょっと委員会の方で手間取っちゃって……」と言い、七緒も、「ん？　……いいよ、手伝ってあげる」と軽く返事を。

隼人：なあ、楠森。……この人は？

ＧＭ：「あれ？　知らなかったっけ？　Ｄ組の鵜月くんだよ？」

隼人：いや、知らなかった。……名めい簿ぼはさらったはずだがな、と心の中で付け加える。

ＧＭ：鵜月はいけしゃあしゃあと、「Ｂ組の高崎くんだろう？　初めまして」

隼人：……初めまして。と、微び妙みような表ひよう情じようを浮うかべながら言う。

椿：うーん、登場しようかな。

ＧＭ：ＯＫ。鵜月は一いつ瞬しゆん意味ありげに隼人を見た後に、「じゃ、こっちに」と言って七緒と隼人の間に入る。……そんな光景が、昇しよう降こう口ぐちに降おりてきた椿には見えるよ。

椿：…………。

ＧＭ：七緒は隼人に、「じゃ、ちょっと手伝ってくるから。また明日ねー」

隼人：なあ。……俺も手伝おうか？

ＧＭ：「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。そこまでしてもらわなくても」と、七緒が言ってしまう（笑）。

隼人：うう……。

ＧＭ：そして、七緒は鵜月に連れられて校こう舎しやの方へと戻もどっていく。椿は校こう舎しやの方からやってくるんだよね？

椿：はい、そうです。

ＧＭ：じゃあ、ふたりが近づいてくる。七緒の方はお気楽に手を振ふり、鵜月の方はやはりキミを意味ありげな視し線せんで見る。そして、横を通り過すぎようとするけれど。

椿：手を振って、ふたりは見送る。……それから隼人の方に近寄って。……あれは誰だれ？

隼人：鵜月、……らしいぞ。アイツがＦＨエージェントなんだろうな。

椿：じゃあ、やることは決まってるじゃない。

隼人：……え？

椿：追つい跡せきよ。とりあえず、何を企たくらんでいるかわからないけれど。情じよう報ほうは必要でしょ。

隼人：……っ！　そうだな。……お前の言う通りだ。




　だが、時すでに遅おそし。

　隼人と椿が校舎に引き返した時には、すでにふたりの姿すがたは無かった。




　何かが起きている。

　……少なくとも、七緒の身に。

　椿と隼人がそれを認にん識しきするのには十分な出来事だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：うおおおお！　逃にげられたあ！　今ごろあのふたりは一体どうしてるんだああああああ！　ガンガンガンガン（テーブルを叩たたく）。

一同：気になるのはそっちかよ！（笑）







◆Middle 05◆沈黙する男


Scene Player ──── 群墨応理






　応理は双枝市支し部ぶの端たん末まつを拝はい借しやくし、キーコードを打ち込こむ。

　ほどなくして、接せつ続ぞくを試みている旨むねのメッセージが画面に表ひよう示じされる。

　さて、まずは鵜月幹安について調べなければならない。

　久ひさしぶりにコネクションを頼たよるとしよう。




ＧＭ：次のシーンは応理。……コネクションと連れん絡らくを取るんだっけ？

応理：そうそう、幹安について調べてもらおうと思って。場所は双枝市支部で。

ＧＭ：じゃあ、〈情報：ＵＧＮ〉か、〈情報：裏うら社会〉で判はん定ていして。

応理：じゃあ〈情報：裏社会〉で判定を。コネの情報屋を使って判定を。……20。

ＧＭ：おお、ずいぶん達成値でたな。じゃあ「鵜月幹安とは……、ずいぶんと懐なつかしい名前が出てきましたね」と、音声のみの通信で若わかい男の、なじみの情報屋の声がする。

応理：まあね。……これまで数年間の動向なども含ふくめて調べてくれるとありがたいな。

ＧＭ：「得られる情報には限かぎりがあります、どれだけ満足していただけるかはわかりませんが。……ともあれ、データは今送りました。確かく認にんしてみてください」

応理：うん、ありがとう。

ＧＭ：データは以下のとおりだ。……まず、鵜月は潜せん入にゆう、戦せん闘とう、情報操そう作さのすべてにおいて超一流の力を発はつ揮きするエージェントである。コードネームは〝冷たき真紅ボレアス〟。シンドロームはハヌマーン／ソラリス。

ヒカル：Ｓ級とか、特Ａ級とかってやつね。

ＧＭ：そうそう。コイツが出てくると、ミッションの難なん易い度どが三段だん階かいくらいアップすると言われている。だからこそ、そうそう簡かん単たんには投入されない奴ですが。

応理：ボクも苦労したからね。

ＧＭ：そして、データ上に残っている最後の記録は、応理と出会ったあの作戦。それ以来彼に関する一いつ切さいの記録はない。

応理：……作戦活動もしていない？

ＧＭ：通信相手は言う。「ＦＨは鵜月に対して、何度か指令を発してますね。ですが、彼はそれに応じていない。つまり、彼は自分の意い志しでＦＨに逆さからっているということです。……ただ」

応理：ただ？

ＧＭ：「彼は本当に〝何もしていない〟んです。ＦＨの命令には従したがわない。でも、だからといって何をするわけでもない。……だから、ＦＨも無理に彼を抹まつ殺さつするようなことはなかったらしいですね」

応理：抹殺しようとすれば、それなりの被ひ害がいがでる。ＦＨもそれは理解していたんだろう。

ＧＭ：「ええ。……そして先日。ご存ぞんじの通り彼はついに動き、双枝市に現われました」

応理：……ということは、今回の件けんはＦＨは関かん与よしていないと思っていいのかな？

ＧＭ：「監かん視しはついていると思います。ですが、行動自体を操作しているとは思えません」

応理：なるほど。ちなみに、この街に来てからはどうなの？

ＧＭ：何件か目もく撃げき情じよう報ほうがあるよ。……戦闘記録もある。

応理：あるのか！　……まあ通つう常じようのエージェントじゃ手も足もでないだろうけど。

ＧＭ：いや、鵜月からは一切手を出していない。……そして、何度か倒たおされている。

応理：〝何度か〟……？

ＧＭ：そう。あっさりやられるけど、また次の日には復ふつ活かつしている。そんな感じだ。

応理：……ボクの記き憶おくでは、そんな能のう力りよくは持っていたかい？

ＧＭ：いや、持ってないね。、圧あつ倒とう的なスピードで敵てきを殲せん滅めつするような、そんな奴だった。

応理：なにか仕し掛かけがある、か。……ありがとう、役に立ったよ。

ＧＭ：「いえ。ではまた」そう言って、通信は切れる。

応理：……とりあえずは、ヒカルに今のデータを送っておくか。

ＧＭ：じゃ、そこでシーンを切るね。







◆Middle 06◆隠かくされたルール


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　電子の海の中で、ヒカルは怒ど涛とうのように流れてくる情報に目を通していた。

　街の変化は巨きよ大だいすぎる。だが、それに対して整然としすぎている。

　──何か、ルールがあるはずだ。




ＧＭ：次はヒカルのシーン。

ヒカル：さっき言ったとおり、街の異い変へんについてデータを検けん証しようしていくわ。昔の地図と、今の地図を見み比くらべたり。ウェブ上から住民の意い識しきの変化を探さぐってみたり。……ということで〈情報：ウェブ〉とかで判はん定ていできるかしら？

ＧＭ：いいですよ。

ヒカル：お！　じゃあ〈情報：ウェブ〉で！　……13！

ＧＭ：では、……場所は支し部ぶ長ちよう室で。

ヒカル：そうね。いつものように、モニターを展開しながらデータをチェックしていくわ。

ＧＭ：じゃあまず、住民の意識の変化からだけど。

ヒカル：あの、違い和わ感がないってやつ？

ＧＭ：それそれ。〝レルム〟に近い住人から、記き憶おくがすり替かわっているのは前に説明したとおり。ただし、〝間ま違ちがった〟記憶を持っているのは、双枝市の内部だけだ。

応理：それがこの現げん象しようの効こう果か範はん囲い、ということか。

ヒカル：……この現象って、過か去この双枝市に戻もどっているの？

ＧＭ：単たん純じゆんに過去にさかのぼっているだけではない。ボーリング場なんかは、過去に戻っているケースだけれど、利用するのに不便だった道の形が変わったり、ありえない橋が増ふえたりとか、今までにないケースの変化も見られる。

椿：街が住みやすくなっている……？

ＧＭ：全体的に、その傾けい向こうが見られる。

ヒカル：……つまり、それは言い換かえれば、とても恣し意い的な変化だってことね？

ＧＭ：その通り。誰かの意い志しが介かい在ざいしない限かぎりは、こんな変化はしない。もっと街全体が混こん沌とんとしているはずだ。

応理：〝ボクの考えた夢ゆめの街〟ってやつか。

ヒカル：……情報収しゆう集しゆうの判定でわかるのは、こんな感じ？

ＧＭ：うん。以上です。

椿：あ、じゃあ登場します。さっきのことを電話で報ほう告こくしておきたいので。

ヒカル：では、右手を振ふると、電話をかけている椿の姿すがたが目の前のモニターに出ます（笑）。




　どこにカメラを仕掛けているかは謎なぞである。




椿：支部長。……現げん在ざい、泉ヶ丘学園で楠森七緒さんの監視を続けていたのですが。鵜月幹安があらわれました。どうやら、七緒さんに接せつ触しよくしている模も様ようです。

ヒカル：そう。……やはり無関係というわけにはいかなさそうね。

椿：彼女は今回の事件に関かかわりがある、と？

ヒカル：無いと判はん断だんする材料が無いわ。

椿：鵜月は確かに十代の外見であらわれました。……学校にもなじんでいたようです。

ヒカル：鵜月くん……、まさか高校生になりたかったのかしら（笑）。

隼人：そんなさみしい敵てきはいやだ！（笑）

応理：うおおおお！　失った青春をもう一度ー！（笑）

ＧＭ：おちつけ、違うから（笑）。

ヒカル：……無くしたものは帰ってこないのに。とぼそりとつぶやこう。その後に、隼人にも支部に帰ってくるように指示するわ。

ＧＭ：じゃあ、エージェントが隼人たちに連絡を取り始めたところでシーンを切ろう。







◆Middle 07◆世界を変える力


Scene Player ──── 高崎隼人






　会議室に集まった四人は、それぞれに悩なやみを抱かかえた表ひよう情じようをしていた。




　いらついた表情の隼人。

　眉まゆをよせっぱなしの椿。

　うつむいて、何かを考えている応理。

　疲つかれた表情のヒカル。




　皆みな、状じよう況きように翻ほん弄ろうされていた。この圧あつ倒とう的な変化に。




ＧＭ：では、シーンプレイヤーは隼人。支し部ぶで全員集まって相談するシーンだね。なので、全員登場。

一同：はーい。

ＧＭ：学校から帰ってきた隼人と椿が、いつものように支部の会議室のドアを開けると、中央の席にはヒカルが、その横には応理が腰掛けているよ。

応理：おかえり、ふたりとも。

ヒカル：これで全員そろったわね。……さて、まずは七緒さんの様子なのだけれど。変わったところはあった？

隼人：いや、なんの変化も……。

ヒカル：……写真の件けんを忘わすれてない？　あれは異い変へんのひとつよ？

隼人：おお！　忘れてた！　じゃあ、なんの変化もなかった、と言いかけて、写真を出す。……いや、ひとつだけあったな。

ヒカル：写真？　……ボーリング場が写っているけれど？

隼人：おかしいと思わないか、椿。……これは、あのカラオケに行った日に撮とった写真だ。

椿：え？　だってこの写真は……。

ＧＭ：椿が自分に渡わたされた写真を取り出すと、そこには空き地が写っている。

隼人：この写真……、七緒がさわった瞬しゆん間かんに変化した。アイツの手に触ふれるまでは、ここには空き地が写っていたんだ。

椿：彼女がこの街の異変を引き起こしている？　少なくとも、それはほぼ確かく実じつ……？

ヒカル：…………これはやはり、七緒さんの能のう力りよくについて本ほん格かく的に調べてみないとダメね。

応理：現げん象しようはだいたい分ぶん析せきできたんだ。そこから類るい推すいすることはできないかな？

ＧＭ：うん、いいだろう。……そうだね、〈情報：ＵＧＮ〉か〈知ち識しき：脳のう科学〉で判定してもらおうか。

椿：の、脳科学？

隼人：そんな分野なのか!?

ＧＭ：（にやりと笑って）いろいろすごい能力なんでね。……まあ、説明するのは判定に成功してからだ。がんばって振ってくれ。ここはひとつポイントだから。

隼人：…………。




（みんなでダイスを振ふる）




ＧＭ：さて、一番達たつ成せい値ちの高い人は？

ヒカル：９。

椿：15です。

応理：（だまって首を振る）

隼人：に、24……。

ＧＭ：（にやにやしながら）では、隼人が気づいてしまった。

隼人：うわあああああ、気づきたくなかったああああああっ！（笑）

ＧＭ：まずは今起きていることのまとめなんだが。街に異変が起きている。住民はそれに気づいていない。異変は、誰だれかの理想を街に現実化させようというもの。そして、それは七緒がやっている可か能のう性せいが高い。

ヒカル：そうそう。で、この異変の方法と動機がわからない。

ＧＭ：発想を逆転させてみてほしい。「街に異変がおきた」から「住民の記き憶おくを変えた」のではなく、「住民の記憶を変えたい」から「街に異変を起こしている」のだとすれば？

隼人：……え？

ＧＭ：これは最近の脳科学での考え方なんだけれど、人間の〝記憶〟というものは写真やビデオのように連続した不可変な記録ではなく、脳の神しん経けい細さい胞ぼうに刺し激げきのパターンとして保ほ存ぞんされて、思い出すときにいちいち再さい構こう成せいされるものらしい。

応理：ああ、脳内の化学反応によってその場で作られるってやつね。

ＧＭ：うん。それの逆ぎやく転てんが今回の現象だ。

隼人：……つまり？

ＧＭ：人間の記憶は[image: 100]％信用できるわけではない。その場で構成されるから、間ま違ちがいもするし、自分の信じたいように記憶が捏ねつ造ぞうされてしまうこともある。───無む意い識しきにね。

椿：……まあ、どれだけがんばっても物事を[image: 100]％記憶するのは無理ですよね。

ＧＭ：その通り。……だから、人間は〝外部記憶装そう置ち〟というものを使う。

応理：文字を書いたり、絵を描かいたり、写真を撮とったりして、脳の保存能力をサポートすることだね。それも聞いたことあるよ。

ＧＭ：きちんとした記録以外にも、建物や風景なんかも記憶装置になりえるけどね。そうでないとさっきも言ったとおり、脳の能力には限げん界かいがあるから。だから……。

ヒカル：わかった。……つまり、事実と異ことなる〝誤あやまった記憶〟をとある人が持っていたとしても、その〝誤った記憶〟を肯こう定ていする外部記憶装置が存そん在ざいすると、その人にとっては〝誤った記憶〟が真実となるわけね。

ＧＭ：そう！　錯さく誤ごした記憶に合わせて、外部記憶装置───つまり世界を変へん容ようさせ、人間に間違った認にん識しきを生み出させる。結果として記憶をすりかえる。これが今の現象の正体だ。

隼人：……難むずかしい話だ。

ＧＭ：具体的に言おう。───過か去こにつぶれたはずのボーリング場があると錯誤する。そのためボーリング場が出現してしまう。それに引きずられるように〝ボーリング場はつぶれていない〟という人々の認識ができあがり、固定化される。

応理：───歴史が、変わる。

ＧＭ：そのとおり！　世界を変えることによって、人間の認識をずらし、歴史を変化させる力。だから、この能力は世界を変へん革かくさせる力だ！

一同：おおおおおおお！

ＧＭ：これが今回の仕し掛かけというわけです。

応理：う──ん、昔のＳＦ小説とか思い出すね。いいネタだ（笑）。

ヒカル：同感。……ウソ科学なんだけど、なんとなく説得力があるとこがいいわね（笑）。

ＧＭ：それはどうも（笑）。……この理り屈くつは、今回のシナリオにおけるルールみたいなものだと考えてください。これをどこまで使いこなせるかによって、結末が変わるからね。

隼人：うわ、またえげつないネタを（笑）。

ＧＭ：ほめ言葉としてうけとっておくよ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：そして、この現げん象しようを起こしているのが……。

ＧＭ：七緒であることは、この写真が物語っている。……この写真は〝理想の世界〟とは異ことなる刺激を与あたえてしまうから、矯きよう正せいされたんだね。

椿：では、鵜月という男はそれを狙ねらって……？

応理：可能性は高いね。彼は精せい神しん操そう作さにも長たけている。

ヒカル：これも確かく証しようは無いけれど、おそらく彼女はこの能力をまったく意識せずに使っているわね。……だって、今までとまったく同じそぶりだったのでしょう？

隼人：ああ。少しでも変化があれば、俺おれたちにはわかるはずだ。

ヒカル：じゃあその七緒さんがそんな能力を持っているとして。……鵜月くんは、いったい何が望みなのかしら……？　道が通りやすくなったりとか、ボーリング場ができたりとかいう変化は、七緒さんの望んだ街への変化よね？

応理：確たしかに。幹安の望む世界ではないはず……。

ヒカル：──やっぱり、鵜月くんの動機がわからないわね。

隼人：奴やつの目的なんかどうでもいい！　奴が七緒を利用しているのだけは確かなんだ！　あとは奴をぶったたけばいいだろう！

応理：だが、彼の行動に今のところ実害は無いのも確かだ。

ヒカル：いいえ、実害のあるないという問題ではなくなってしまったわ。……世界を変える力を持つものをそのまま好きにさせるわけにはいかない。

椿：それに、このまま彼女が力を使い続ければ、最悪ジャーム化ということも考えられますよね？　早く、力を止めなければ……。

隼人：止める方法は……、方法は無いのかよ!?

ＧＭ：それは……。

ヒカル：いや、これは私から言うべきでしょう。……止める方法はあるわ。簡かん単たんで単たん純じゆんな方法がひとつだけ。

隼人：…………どういう、ことだ？

ヒカル：（冷たい声で）能力を持つオーヴァードが、その能力を使用できない状じよう況きようになればいい。……ただ、それだけよ。

隼人：それはアイツを……、殺す……ってことか？

ヒカル：……最悪の場合は、その選せん択たく肢しも存在すると思ってちょうだい。

隼人：そんな方法で解かい決けつするなんてのは間ま違ちがってるだろ！

ヒカル：全力は尽つくしましょう。それは誓ちかうわ。でも……。

隼人：……くっ！　それ以上聞きたくないので、外に飛び出ていく。

椿：…………。




　隼人にもわかっていた。

　これ以上街に異常が出れば、ＵＧＮは市民を護るために七緒を殺すだろう。

　それがＵＧＮのやり方であり、……それを正しいと思う自分もいる。

　だが───、彼女だけは───。




　行き場のない悩みと怒りを抱えて、隼人は外へと飛び出した。






七緒の能力　これは、モルフェウスの物質を変化させる能力と、幻覚をあやつるソラリスの能力によって再現している。









◆Middle 08◆失われた日にち常じよう


Scene Player ──── 玉野椿






　その夜、ふたたび《ワーディング》が街を覆おおった。

　街は変わっていく。何かを目指して。止まることなく。




ＧＭ：……その日の夜、また前と同じような大だい規き模ぼな《ワーディング》がある。

一同：またかああああああっ！

ＧＭ：そして、また双枝市が変化していくわけだけど。

ヒカル：範はん囲いは拡かく大だいしてたりする？

ＧＭ：いいや、現象は双枝市内に限かぎられている。加速度的に〝レルム〟が広がっているね。

応理：完全にレルムが双枝市を埋め尽くすのも時間の問題か。

ＧＭ：キミたちには、一ひと晩ばんのうちに違う街に来てしまったような印象を与あたえるだろうね。

椿：交差点に太陽の塔が建つとか（笑）。

応理：おお（笑）。

ヒカル：ああ、七緒さんが大阪に行きたいなあ、と思うとできる（笑）。

応理：なるほど。これを見ていると七緒の精せい神しん世界が分かるんだな。

ＧＭ：うん、その通り。

椿：あ──、七緒ちゃんがファンタジックな思考をしてなくてよかった（笑）。

隼人：男がみんな美形になったりとかな（笑）。

ＧＭ：もともと写真が好きなんで、写実的に物を見るのは慣なれてるんだと思うよ。

隼人：よくやった、よくやった七緒の親！　よくカメラを与えた（笑）。

応理：教育のたまものだ（笑）。

ＧＭ：そしてシーンがはじまる。シーンプレイヤーは椿。……今は登校時間。椿は微び妙みように変化した通学路を歩いている。

応理：右を向くと、太陽の塔が輝かがやいている。

椿：うわ！（笑）

ＧＭ：ちなみに。もし太陽の塔が建ったとしても住人はなんの異い変へんも感じないだろう。そこに太陽の塔があるのが普ふ通つうになっているから。で、驚おどろくのはキミたちだけ。

応理：なるほど！（住人になり）「今日も太陽の塔はきれいだね～」（笑）

ヒカル：（同じく）「ここは太陽の塔のある街だからね～」（笑）

ＧＭ：そんな感じになる（笑）。ともあれ、椿はとまどいながらも学校に歩を進めていく。

椿：はい。

ＧＭ：そこでキミは信じられないものを見る。……前回の事件でジャーム化し、いなくなった演えん劇げき部ぶの部員。彼らが「おはよー」と声をかけて、普通に歩いてくる。

椿：……っ！　声を、かけられない。……あれは人だろうか？

ＧＭ：彼は普通に横の生徒と会話をしている。

隼人：（普通の生徒になって）「学期末の出し物期待しているからな」とか言われたりする。

ＧＭ：「おう、楽しみにしてろよ」

隼人：「がんばれよ、大根役者」

ＧＭ：「うるせーよ。俺たちだって成長するんだからな」とか普通の会話が。……もちろん、異い常じように気づく人間は誰もいない。

椿：……七緒さんを捜さがそう。今はそれが一番いいと思う。

ＧＭ：キミがそう決心して、昇しよう降こう口ぐちに入ったその時。

椿：……？

ＧＭ：「少し、いいか」と、声をかけてくる人物がいる。

応理：それは……もしかして……。

ＧＭ：そう。……鵜月幹安だ。昨日の通り、キミたちと同じ制せい服ふくを着ている。

椿：…………あなたがＤ組の鵜月さん？

ＧＭ：彼はニコリと笑う。「よく聞いていたね、あの時のことを」

椿：……あなたは目立つもの。

ＧＭ：「そう気づくのはキミたちだけだ。……異常を感じるのはね」

椿：……明らかに、おかしいと思いますよ。

ＧＭ：彼はコクリとうなずき、「繰くり返すが、キミたちだけがそう感じられる。……少し人のいないところで話をしないか？　キミも色々と聞きたいことはあるだろう？」

椿：……分かりました、行きましょう。

ＧＭ：では、椿と鵜月はそのまま屋上へと上がっていく。

隼人：……登場していいか？

ＧＭ：ＯＫ。……では、隼人は自分の教室から、ふたりが屋上へ上がっていく姿すがたを見た。

隼人：鵜月……、今度は逃にがさねえ。と思いつつ、ふたりを追うぜ。

ＧＭ：屋上に出ると鵜月はくるりと振ふり向き、「聞きたいことを先に聞こう」

椿：……あなたは、この街で何がしたいんですか？

ＧＭ：彼は高校生という外見には似に合あわない、重々しい感じで口を開く。「私のやりたいことはひとつ。私はレネゲイドのない世界に行きたい。ただそれだけだ」

椿：…………。

ＧＭ：「逆ぎやくにこちらから聞こう。……レネゲイドから解放されたい、と思ったことはないか？　この力さえなければ、と思ったことは？」

椿：……オーヴァードでない自分になりたい、と思ったことはありません。オーヴァードであることが私だから。

ＧＭ：「では、そこのキミはどうだ？」鵜月はドアの後ろに隠かくれている隼人を見て、言う。

隼人：……チッ。とっさに《インフィニティウェポン》で刀を作って、飛びだす！

ＧＭ：隼人が戦せん闘とう態たい勢せいを取っていても、鵜月はなんの反はん応のうもしない。……ただ淡たん々たんと隼人の顔を見て、「そんな力がなければ、他の皆と同じ時間が送おくれていたとは思わないのか？」




　隼人の脳のう裏りに、楽しくも騒さわがしい記き憶おくがフラッシュバックする。

　普通の高校生になれば……、何度そう考えただろうか。




隼人：（首を横に振ふりながら）…………だが！　そんなものは夢ゆめに見るだけで、目が覚めては消えてしまうはかない物だ！

ＧＭ：「……それが夢ではないとしたら？」

隼人：（即そく座ざに）なんだって!?（爆笑）




　早すぎである。




ヒカル：ちょっと待て！　今のは早すぎだろう！（笑）

椿：す、すごい反応だった……（笑）。

応理：あっという間に興きよう味みを持ったな（笑）。

ＧＭ：い～い反応だなあ（笑）。

隼人：いや、その、つい（笑）。

ＧＭ：……ともあれ。「キミたちのことだ。今の異常が何をきっかけにして起きているかは分かっているだろう？」と、ちらりと七緒のいるクラスを見る。

隼人：……くっ。

ＧＭ：「……彼女の能のう力りよくは世界を書き換かえること。だが彼女はその能力に無自覚だ。……そう無自覚、無自覚でなければならない」

椿：……？

ＧＭ：「今、世界は彼女によって書き換えられている。彼女の主観でね。……そしてその主観の中に、レネゲイドというものがなかったらどうなると思う？」

隼人：それは……！

椿：……レネゲイドが認にん識しきできない世界になる。

ＧＭ：「それどころではない。……レネゲイドに関する現げん象しようも、オーヴァードという存そん在ざいも、すべて我われ々われは知覚できなくなる。───つまり、それはオーヴァードの無い世界だ」

隼人：そのために……七緒を利用するのか！

ＧＭ：鵜月はこくりと頷うなずいて、「だが彼女に危き害がいを加えるつもりはない。……それは本当だ」

椿：……そんなに世界を書き換かえられる力を使って、彼女が無事でいられるわけがない。

ＧＭ：「彼女の能力は彼女自身にも及およんでいる。それは気づかなかったのか？」

隼人：はっと気がついて、写真を取り出す。……そこに写っているボーリング場を。

ＧＭ：「彼女の能力は、常つねに無意識下で行なわれている」

応理：───自分自身も騙だましている。

ＧＭ：……その通り。「自分自身すら騙すことが可か能のうなのだ。……彼女の肉体に何らかの異い変へんは起きるかもしれない。だが、彼女も、我われ々われもそれを認にん識しきすることはない。───それは変化が無いのと同じことだ」

椿：そんな……無む茶ちやな。

ヒカル：ルール的に言えば、そうかもしれない。───ジャーム化をしたとしても、彼女がそれを認識することはない。肉体はどうであれ、関係は変化しない。

ＧＭ：無む論ろん、彼の言っていることが真実かどうかはわからないよ。

隼人：…………。

ＧＭ：鵜月はふたりの目をまっすぐに見て言う。「〝普通の人間〟、この立場がどれほど得え難がたいものであるか、キミたちはよく知っているはずだ」

椿：…………。

ＧＭ：「だからこそ、私はこう言うのだ。……日にち常じように戻もどらないか？　そう願う者は私だけではないはずだ」

隼人：…………。

椿：…………。

ＧＭ：「今すぐに答えを出さなくてもいい。……ただ、私の言いたいことは分かってもらえたはずだ」彼がそう言うと、またあたりを風がふく。そして……。

応理：幹安はいなくなっている、と。

ＧＭ：そういうこと。

椿：……彼女の力で世界が変わる？

隼人：その世界が───平へい穏おんな世界なら、俺おれたちはアイツを殺さずに、このまま過すごしていけるんじゃないか？　元の生活に戻れるんじゃないか？

椿：私は……、〝普通〟だったころの思い出は無いもの。

隼人：…………。

椿：……でも、キミはあの子がいれば昔の自分に戻れるよね？




　独ひとり言のように言う椿の横顔を、───風に吹ふかれた彼女の髪かみが覆い隠かくした。




　ふたりは、何も言わずにその場を去った。

　とまどいを隠せず、沈ちん黙もくのみを残して。




　　　　＊　　　＊　　　＊




応理：なるほど。これでひとつ分かったことがある。

隼人：ん？

応理：幹安が若返ってたり、何度も倒たおされてたりする理由さ。

隼人：どういうことだ？

応理：あれも、七緒さんが生み出した〝偽にせ物もの〟なんだろうね。

ヒカル：ああ。幹安くんは、〝同学年の高校生〟として自分を認識させたのね。───だからあの姿すがたであらわれる。

椿：じゃあ本体は別のところに？

応理：たぶんね。……少なくとも、あの偽物をいくら倒しても意味がないってことは確かく実じつだ。

隼人：（眉をひそめて）……厄やつ介かいな。







◆Middle 09◆ＵＧＮ消しよう滅めつ


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　その場所は変わってしまった。

　日常を守る最後の砦とりで、世界の変へん貌ぼうに対する槍であったその場所も。

　すべては〝レルム〟の変化に飲み込こまれた。

　ひとり支し部ぶ長ちよう室に座すわるヒカルは、寂せき寥りよう感と共にその事実をかみ締しめていた。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはヒカルだ。

ヒカル：じゃあ、舞ぶ台たいは支部長室で。……やりたいことがあるので、応理も出てくれる？

応理：ん？　わかった、じゃあ登場しよう。───支部長室のドアを開けるよ。

ヒカル：では、入ってきた応理に声をかける。……戻ってきたわね。びっくりしたでしょ？　ＵＧＮ双枝市支部は、もうこの部屋だけになってしまったわ。

一同：え!?

ヒカル：世界はレネゲイドを否ひ定ていする方向に書き換かえられている。……それは、ＵＧＮのエージェントにも及およんでくる。だから、もう我われ々われ以外のエージェントはレネゲイドを認識できなくなってしまったのだ（笑）。

応理：では、ヒカルに返そう。……この部屋に来るまで苦労したよ（笑）。

ヒカル：ファンタジーだ！　七緒の頭の中にはレネゲイドはない。その認にん識しきに飲み込まれていくから、ＵＧＮ双枝市支部は力の弱いものからだんだんいなくなっていく！　ルール的にいえば、我々以外のエージェントはエキストラ。───つまり彼女の能のう力りよくをどんどん受けて、その世界に取り込まれていくんだよ。

一同：おおおおおお。




　どよめく一同。




ＧＭ：俺が言おうとしたこと、先に全部言われた（笑）。ちなみにひとつ追加するけど、すでに過か去この情じよう報ほう、電子情報なんかも次々と書き換えられている。

ヒカル：（ひたすらうなずきながら）……だよね、そうなるよね。

ＧＭ：だから、今の時点で昔の双枝市の地図と今の双枝市の地図を見み比くらべたとしても、差さ異いを見つけることはできない。

ヒカル：無む意い識しきに七緒が書き換えていくので。彼女の知らない情報すらも書き換えられていく。自然に統とう合ごうするように。………………（素すに戻もどって）やばい！　面おも白しろい！　自分の中で、この世界の書き換えという現げん象しようが面白くて止まらない！（笑）

応理：実は俺もそうなんです、社長（笑）。




　世界の変へん革かくについて、想そう像ぞうをめぐらせるふたり。

　さすがゲーム製作者である。




ＧＭ：ふたりの会話を遮さえぎるようにして、ホログラムディスプレイのウィンドウがひとつ開く。……そこには、霧谷雄吾が映っている。「……まだ、あなたたちは無事でしたか」
















ヒカル：……霧谷さん、そちらでも異い常じようは感知されているんですか？

ＧＭ：「ええ。……前回の件けんもありますからね。双枝市支部の状じよう況きようは逃のがさずチェックしています。現げん在ざい、どんな状況に置かれているかも知っています。ですが、このままでは……」

ヒカル：……外部と連れん絡らくを取ることもできなくなるでしょうね。

応理：そうか……。この通信もレネゲイドに関することだから……。

ＧＭ：「……そうです」霧谷がそう言うと画が像ぞうが乱みだれる。「今はなんとか通信は繫つながっている状況ですが、これ以上に街が〝レルム〟に侵しん蝕しよくされてしまえば、通信すらもシャットダウンされてしまうでしょう」

ヒカル：本部は……、この件に関してどう対たい応おうするつもりなんですか？

ＧＭ：「…………」

応理：言ってくれ、雄吾。……ボクらはどんな答えでも受け入れる。

ＧＭ：「〝タイム＆アゲイン〟楠森七緒さんの能力が完成した場合、この街は封ふう鎖さされます」

ヒカル：やはり……。

ＧＭ：「実じつ際さい、彼女の能力は完かん璧ぺきです。……内部にアタックチームを突とつ入にゆうさせようにも、双枝市に侵入すれば記き憶おくを操そう作さされる。外部からの攻こう撃げきは、七緒さんへと届とどく時間がかかりすぎるため、彼女の能力によって操作され、攻撃自体を消去される。……打つ手はありません」

応理：だから、隔かく離りする……。

ＧＭ：「はい。そして、それを防ふせぐには……」

ヒカル：楠森七緒を始末しろ、ですか。

ＧＭ：「……その通りです」

応理：でも、彼女の作り出す世界は平へい穏おんに満ちている。……それならば、世界にひとつくらいそういう街があってもいいんじゃないかい？

ヒカル：応理……。

ＧＭ：「……ですが、保ほ障しようはありません。双枝市の変革は、すべて楠森七緒という人物によって握にぎられている。彼女が変化してしまえばその平穏はたやすく崩くずれてしまいます」

応理：…………。

ＧＭ：「そして、その件に関して本部のスタッフが気になることを言っていました」

ヒカル：（身を乗り出して）何か情じよう報ほうが？

ＧＭ：「街の変化が整然としすぎています」

応理：…………？

ＧＭ：「彼女の能のう力りよくは無む意い識しき下かの発はつ露ろのはず。……そうなれば、もっと突とつ飛ぴなものが誕たん生じようしてもいいはずです。そうでないということはつまり……」

ヒカル：能力をコントロール？　……いや、そうではなく何らかの目的がある？

応理：そのために彼女は〝力〟を使っている、と？

ＧＭ：「そのとおり。彼女は、何かの目的のために能力を使っている可か能のう性せいがあります」

応理：もしかしたら、幹安に使わされているのかもしれないね。

ヒカル：そうね。それくらいのことはしているでしょう。

ＧＭ：「これはあくまで推すい測そくです。……ですが、この暴ぼう走そう状じよう態たいを止めるなんらかのきっかけになるかもしれません」

応理：十分だよ、雄吾。

ＧＭ：霧谷は暗い声で言う。「あなた方が最後の希望です。……この現象を……止めてください」彼がそう言うと、画が像ぞう全体が歪ゆがむ。もう、何を言っているかも聞き取れない。

応理：……黙だまって首を振ふろう。

ＧＭ：そして、霧谷が悲しそうに目を伏ふせたところで、プツン、とモニターが切れる。

ヒカル：……もう、外部との通信も不可能ね。

応理：…………。

ヒカル：……違ちがうわね。ＵＧＮ日本支し部ぶは消えた。〝この世界〟から。私たちにとってはね。

応理：ボクは、正直この変へん革かくを見届けたい。でも……。

ＧＭ：このままでは、街はどうなるかわからない。

応理：そのうち、彼女がイヤだと思う人間は消えてしまうかもね。

ヒカル：そうね……。

応理：ならば、ボクたちＵＧＮがやることはひとつだ。

ヒカル：（ひとつうなずいて）───世界を変革から、守りましょう。




　不死の少年と、電子の女神はお互たがいうなずきあう。

　彼らにとって、取り戻もどすべき日にち常じようはすでに遠い。






ひとりになったＵＧＮ支部　ヒカルのセリフにもあるが、ＰＣ以外のＵＧＮエージェントはエキストラである。それゆえに七緒の能力に抗うことはできない。

　ヒカルはそれを推測し、ＧＭより先に演出に組み込んだ。









◆Middle 10◆あの人の前で


Scene Player ──── 玉野椿






　学校から帰ってきた椿は、すぐにヒカルに連れん絡らくを取った。

　鵜月に言われたことが、隼人が悩なやんでいることが、頭から離はなれない。

　だから、自分の気持ちに整理をつけるために。

　やっておきたいことがひとつあった。




ＧＭ：じゃあ、次のシーンは……。

椿：あ、ＧＭ。ちょっといいですか？

ＧＭ：はい？

椿：彩花さんのお墓参りに行きたいんですが。……クライマックスより前に。

ＧＭ：おお！　なるほど！　じゃあひとつシーンを作りましょう。

ヒカル：あ、じゃあ私も登場しよう。

ＧＭ：では、ＵＧＮが用意した墓にふたりが行くと──。




　椿は目を疑った。

　その墓は、……街を見下ろす丘の近くに立てられた墓石には、確かに真島彩花の名が刻まれていたはず。

　だが、今その墓に刻まれているのは、椿のまったく知らない名前だった───。




椿：……え？

ヒカル：〝レルム〟に塗ぬりつぶされてしまったのね。……レネゲイドの無い世界を作ろうとすれば、レネゲイドに関係して死んだ戦士の墓はあってはならないから。

応理：それだとしたら……、真島彩花本人が復ふつ活かつしてもおかしくはないのでは？

ヒカル：いいえ。……楠森七緒さんは彩花さんのことを知らないもの。だから、彼女は復活しない。だけど、彼女が死んだという事実は七緒さんの世界には不都合がある。

応理：だから、彼女は歴史から抹まつ殺さつされる。……なるほどね。

ＧＭ：そういうこと。……彼女はあらゆる記録から消去され、人の記き憶おくに蘇よみがえることもない。もう、キミたち以外覚えている人間はいないだろう。

隼人：そんな……。

ＧＭ：では、椿とヒカルは……まったく知らない人物の墓の前に立っている。つい三日前までは真島彩花という人物の墓だった場所に。

椿：…………呆ぼう然ぜんと立っています。

ヒカル：その背はい後ごから、さっき説明した通りのことを喋しやべるわね。そして最後に付け加える。───あなたは大だい丈じよう夫ぶよ、椿ちゃん。あなたは普ふ通つうの高校生として生きていけるわ。

椿：……彼女にとっては、私は普通の転校生だから……。

ヒカル：そう。……私は微び妙みようなところね。

椿：……彼女の〝レルム〟が完成したら、私は支部長のことも、彩花さんのことも忘わすれてしまうんでしょうか？

ヒカル：そうね……、たぶんそうなるでしょう。……そしてあなたは、普通の高校生として、レネゲイドのない世界に生まれた玉野椿として、普通の人生を歩むことになる。───それも楽しそうじゃない？

ＧＭ：……どこか皮肉げな笑えみを浮うかべ、ヒカルはつぶやいた。

椿：……すごく困こまった顔になります。

ヒカル：椿の顔を見て、私は続けるわ。……私は憧あこがれる。実体のある生活、家族のいる生活、この地上を歩く生活。そういう日常的なもの。……もし手に入るのだったらそれが欲ほしいと思わなかったわけではないわ。

椿：私は……、支部長のことも、彩花さんのことも、忘れたくはありません。

ヒカル：…………。

椿：どんなにすばらしい世界だって、……過か去こを犠ぎ牲せいにする世界なんてイヤですっ！




　椿の目の端はしから、ほんの少し、涙なみだがこぼれた。




ヒカル：……ちょっと驚おどろくわ。こんなに感かん情じようを表に出す子じゃなかったから。

椿：───私、たまに支部長が空にいるのか、それともここにいるのか、分からなくなる時があるんです。

ヒカル：…………？

椿：でも……、だからこそ、それだけ近くにいる存そん在ざいなんじゃないんですか？　……そう思うんです。だから───私の前から消えるなんて言わないでください。

ヒカル：そう……、そうね。物理的な距きよ離りや立場なんか関係ない。私たちを決めるのは〝想おもい〟だものね。……ここで真島彩花にロイスを取ります。




　ふたりは同時に墓に目をやる。

　誰だれも知らない名前が刻きざまれている墓。

　だが───




椿：彩花さんは確たしかにここに眠ねむっている。

ＧＭ：そう。その真実は椿たちだけが知っている。

椿：───彩花さん。あなたの護まもりたい世界はどんな世界ですか……？




　死したるものは何も答えてはくれない。

　───でも決意はできた。

　この世界を、護ろう。







◆Middle 11◆大切な、友達


Scene Player ──── 高崎隼人






　翌よく日じつは日曜日だったが隼人は外に出た。

　中にこもっていると、余よ計けいなことを考えてしまう。

　それならばと外出したのだが、街は街で変化した様相を見せ付けられるようでやはり気分が悪い。




　結局憂ゆう鬱うつな気持ちで、隼人は通りを歩いていた。




ＧＭ：じゃあ、次のシーンは隼人のシーンだ。

隼人：お、じゃあちょっと状じよう況きよう作っていい？　思いついたんだ。

ＧＭ：おお。ＯＫだよ。

隼人：今日は日曜。俺おれは制せい服ふく姿すがたで街を歩いている。……レルムがどこまで増ふえたかを調べるために捜そう索さくに出ている。

ＧＭ：ああ、なるほど。……もうＵＧＮのエージェントに任まかせるわけにはいかないからね。

隼人：そうそう。……それで、通りかかるのがあのボーリング場。そこで俺は七緒からもらった写真を取り出す。

ＧＭ：カラオケの日に撮とった写真か。

隼人：おう。……しかも持っているのは空き地が写っている方。椿のを間ま違ちがえて持ってきた。

ヒカル：間違えた!?（笑）

隼人：（きっぱりと）間違えた（笑）。

椿：……あとで返してくれればいいから。

隼人：おう。で、それと今の楽しそうな声が聞こえてくるボーリング場を見くらべ……。

ＧＭ：子こ供どものはしゃぐ声、学生たちの嬌きよう声せい、なんとも温あたたかな雰ふん囲い気きが伝わってくる。

隼人：……何もなければこういうのが続くのか……。

応理：そこで登場していいかい？

ＧＭ：ん、侵しん蝕しよく率りつ増やしておいてくれ。

応理：では、隼人の後ろにすっと現あらわれよう。……こういう生活も悪くはない、そう思い始めているかい？

隼人：うわっ！　……って、なんだ群墨か。

応理：教官に対して相変わらず呼よび捨すてか。

隼人：（横を向いて）……どうでもいいだろ、今さら。

応理：で、答えはどうだ？

隼人：じゃあ、逆ぎやくに聞くがあんたはどうなんだ？　長い間生きてきたんだから、何度もこんなことがあったんだろう？

応理：似にたようなことはあったよ。普ふ通つうに暮くらそうと決意したこともあった。

隼人：……。

応理：でも、ボクはこの体だ。いつまでたっても少年のまま。───そうだな、もしかしたら、この街でならボクは普通に育ち、普通に死んでいけるかもしれない。……でも、それに悩なやむような歳としでもない、さ。

隼人：…………。

応理：そこで写真をのぞき込こんで言おう。……楽しそうじゃないか。新しくできたキミの友達かい？

隼人：ああ、みんな気のいいやつらだよ。まだ転校してきて全然時間も経たってないのに、俺みたいなヤツと仲良くしてくれる。───だけど、俺はチルドレンだ。いつかはここを離はなれなきゃいけない。

応理：そこで心は動かないかい？　……七緒さん、だっけ？　彼女の望む世界に留とどまれば、ずっとこの生活ができるかもしれない。……彼女が変化さえ望まなければ、ずっとこのまま過すごしていけるかもしれない。───パンドラの箱はすでに開かれた。出てきたのは彼女のネバーランドだ。




　応理の瞳ひとみが隼人を射い貫ぬく。

　その目は本気で語っていた。───ここで降おりてもよいのだ、と。

　歳としを取らない少年は、本気で問いかけていた。

　平へい穏おんを逃のがしてよいのか、と。




隼人：…………。

応理：……どうだい？

隼人：……わからないよ。

応理：ほう？

隼人：正直に言えば───、日にち常じように戻もどりたいさ。何もかも忘わすれて、普通の高校生として暮らしたい。

応理：…………。

隼人：でも、それは七緒に負ふ担たんをかけることになる。───アイツをこっちに来させることになる。

応理：彼女がそれを認にん識しきできないとしても？

隼人：どれだけレネゲイドのない世界を作ろうと、どれだけごまかそうと、それは変わらない。──そんな気がするんだ。

応理：…………。

隼人：それだけは……やりたくないんだよ。それが今の正直な気持ちだ。

応理：（ふっと笑って）……キミは強いな。

隼人：そうか？　ここにくるまで結けつ構こう時間がかかったんだぜ？

応理：いや、そう思えるだけでキミは十分強い。少し……、昔を思い出した。

隼人：昔？

応理：ずっと、ずっと昔の夢ゆめだ。

隼人：きっと恥はずかしい夢なんだろうな。と照れたように言うよ。

応理：……ボクが何年生きてきたと思っている。それぐらいの夢、何度でも見たよ。




　ふたりの〝少年〟はそう言って笑いあった。




隼人：俺……、初めてあんたが長い間生きている気がしたよ。

応理：うん、ボクもそう思う（爆ばく笑しよう）。




　おい。




ＧＭ：ここまでビシッと決めといて最後でそんなオチをつけるなあああああっ！（笑）

応理：いや、だってそうなんだもの！（隼人に）……ありがとう、キミに出会えたことは無む駄だではなかった。いろんな意味で（笑）。

隼人：ど、どういたしまして（笑）。

ヒカル：そういえば、応理はオープニングでもオーヴァードをやめたいと思ったのは通り過ぎたって言ってたわね。……だから、一時の夢を思い出したということにすればいいんじゃない？

応理：それだ！　つまりそれ！　その……なんとかいうやつ！（笑）




　もうぐでぐでである。




ＧＭ：コントか！（笑）……このままだとどうしようもないんで、イベントを起こそう。

応理：Ｏｈ！　イベント！（笑）

ＧＭ：お前は少し黙だまれ（笑）。……応理と隼人、ふたりが通りで話していると、向こうから私し服ふく姿すがたの七緒がやってくる。細身のコットンスカートにカーディガンという格かつ好こうで。……珍めずらしくカメラのバッグは持っていない。

隼人：…………楠森。

応理：……隼人。こんな世界を作っている人間を見てみたい。紹しよう介かいしてくれるかい？

隼人：なんだよ……まあ、紹介するくらいならな。……変なこと言うんじゃないぞ！　いいか、俺のクラスメイトだぞ！

応理：（手をひらひらとさせながら）分かってる、分かってる。

ＧＭ：では、彼女も気がついたらしく、「あ、高崎くん」と。

隼人：……よう楠森。どこ行くんだ？

ＧＭ：「ちょっと駅の方に買い物に」彼女は変にうれしそうに、にこにこと笑え顔がおを振ふりまいている。

隼人：……買い物にしちゃ、上じよう機き嫌げんだな？　ああ、このガキは……。

応理：（言葉を制せいして）やあ、この人がお兄ちゃんの彼女か。

隼人：適てき当とうなこと言ってんなよ！（笑）

応理：どうも、高崎応理です（笑）。

隼人：しかも名字まで同じにっ!?（笑）

ＧＭ：「たか、さき……？」彼女はきょとんと応理を見るよ。

隼人：まあ、……弟だ。

ＧＭ：「そうなんだ。……でも、あんまり似にてないね」

応理：うん、よく言われるよ。

隼人：（ぼそっと）……似ててたまるか（笑）。

ＧＭ：「……え？」

応理：なんでもないよ、お姉ちゃん。

隼人：あ～、こいつは気にすんな（笑）。そうそう、街の案内してるんだよ。

応理：そうそう、遠とお縁えんの弟なんだ。父親違ちがいで腹違い（爆笑）。

ＧＭ：…………って、ただの他人じゃねえかっ！（爆笑）

応理：（鷹おう揚ように）おう、ぶっちゃけ他人だ。文もん句くあるか小こ娘むすめ（笑）。

ＧＭ：チクショー！　ツッコミいれなければ、十分スルーできたのに……（笑）。

応理：ふはは、お主の負けよ（笑）。

ＧＭ：ああもう！　今からでも流す！（笑）（隼人に）……七緒になんて言ったんだっけ？

隼人：あ？　……ああ、上機嫌だなと。

ＧＭ：じゃあ、それにうなずいて。「……実は、今日の夕方。久ひさしぶりの友達と会うんだ」と。……彼女はどこか恥ずかしそうに言う。

隼人：う……っ！　それは……。

応理：（黙って隼人を見る）

隼人：…………へぇ……。そいつ……、ど、どういうヤツなんだ……？

ＧＭ：「あれ？　前に話さなかったっけ？」きょとんとした目で小首をかしげながら、七緒は隼人を見て言う。

椿：それってもしかして……。

ＧＭ：「事じ故こにあった友達の話。……したような気がするんだけど」

隼人：あ……、ああ。でも、死んだとか……。

ＧＭ：「……え？　私、そんな風に話しちゃった？　それは向こうもいろいろ大変だったみたいだけど……」

隼人：あ、ああ。……話すのが深しん刻こくそうだったから勘かん違ちがいしたんだ、とごまかすか。

ＧＭ：「……で、久しぶりに会えるから嬉うれしくって」

隼人：………………なあ……、そいつの名前は？




　彼女は両手を合わせ、どことなくほほを染そめながら言葉を紡つむぐ。

　残ざん酷こくな──名前を。




「牧まき村むら、早はや人とくんって言うんだ」




　それは、高崎隼人のかつての名前。

　失ったはずの日にち常じようそのもの。




ＧＭ：「もしかして……、知ってる？」彼女はキミにそう言うよ。

隼人：……いや、知らねえよ。と、そっぽを向こう。

ＧＭ：「うん……、そうだよね」彼女はちょっと残念そうだ。

隼人：…………。これ以上、何も言えねえ……。

ＧＭ：では、彼女は「じゃあね、また今度」と言って、手を振ふる。

応理：それじゃあね、お姉ちゃん。

隼人：……俺は黙だまって見送ろう。

ＧＭ：「弟さんもまたねー」……そう行って、彼女は去っていく。

隼人：じゃあ、彼女がいなくなった後で叫さけぼう。……ちくしょう!!




　街がい路ろ樹じゆを叩たたいて隼人が叫ぶ。

　───理り解かいしてしまった。

　なぜ、七緒がこんな能のう力りよくを使い出したのか。

　七緒が何を求めて世界を変えているのか。




　すべては、〝牧村早人〟を蘇よみがえらせるため───。




隼人：これがアイツの望みか……。俺おれのせいでアイツはこんなことをはじめたのか！

応理：…………。

椿：…………。

ヒカル：…………。

隼人：なんて残酷なんだ、運命ってヤツは……！

応理：……しかし、これで彼女の目的は分かった。おそらく幹安は彼女が牧村早人を大切に思う気持ちを刺激していたんだろう。

隼人：……ああ。

応理：支し部ぶへもどろう、隼人。

隼人：……ああ。




　陰いん謀ぼうでもなんでもなく。

　ただ、七緒にとって牧村早人という人物が本当に大切だというだけだ。




　だが、その気持ちがこれだけの現げん象しようを引き起こしている。

　その事実に絶ぜつ望ぼう的なものを感じながら、隼人は七緒に背せを向けた。







◆Middle 12◆決意


Scene Player ──── 玉野椿






　支部長室にはいつもの四人がそろっていた。

　他のエージェントはすでにレルムに飲まれた。

　この四人───たった四人だけが、ＵＧＮとして活動できる最後の人員だ。




ＧＭ：では、これがミドルフェイズ最後のシーンだ。……七緒と鵜月に対して、どう対たい処しよするか、みんなの総そう意いを決めてくれ。場所は双枝市の支部長室。全員登場だ。

ヒカル：もう会議室もない……。この部屋だけがＵＧＮ双枝市支部。

ＧＭ：……電子的な情じよう報ほうも、人の記き憶おくも、すべてが塗ぬり替かえられていく。今残っているのは、レネゲイドというものに対してもっとも耐たい性せいのある、キミたちだけ。

応理：……さっきあった出来事はすべて話すよ。隼人には悪いけどね。

隼人：…………。

椿：七緒ちゃんが〝牧村早人〟に会うのは夕方？

隼人：……そう言ってたな。

椿：〝牧村早人〟が復ふつ活かつしたら───、隼人はどうなるんだろう？

隼人：想そう像ぞうしたくもないが……、おそらく高崎隼人は高崎隼人で存そん在ざいし、牧村早人は牧村早人で存在すると思う。

ヒカル：分ぶん裂れつする、という言い方が正しいかしらね。……新しい高崎隼人には、牧村早人としての記憶はなく、牧村早人には高崎隼人の記憶はない。

椿：そんなの、あまりにもひどすぎる……。

隼人：（自じ嘲ちよう的に）ひどいと思うか？　……彼女は仲良くなったクラスメイトも失わず、幼おさななじみと再さい会かいする。いい話じゃないか。

椿：…………隼人。

隼人：俺、ここで〝牧村早人〟に対してロイスを取る。

ヒカル：どちらにしても、我々に残された時間は夕方まででしょうね。

椿：……なぜそう言えるんですか？

ヒカル：〝牧村早人〟の復活には、隼人くんが〝レルム〟に飲み込まれることが必須の条件。……その時には、我々だって同じように飲み込まれているでしょう？

椿：なるほど……。

ＧＭ：……ちなみに、夕方までは数時間というところね。

応理：後数時間、その間で我われ々われができることは三つだね。───このままあきらめるか、この街から逃にげ出すか、……七緒さんを殺すか。

ヒカル：いいえ、あとひとつあるわ。

隼人：それはっ!?

ヒカル：……隼人くんが、牧村早人であることを七緒さんに明かす。

隼人：う……、それは……！

椿：そうなると、どうなるんですか？

ヒカル：彼女が力を使う意味が無くなる。……こんな不自然なことをしなくても彼女は目的を達成できる。──力は止まるでしょ？

隼人：……でも……。

ヒカル：そうね。あなたが生きていた理由として、彼女にレネゲイドのことを知らせないといけないわね。……つまり、彼女にもＵＧＮに入ってもらうことになるでしょう。

ＧＭ：確たしかに、その方法でもこの異い変へんは止まるだろうね。

隼人：……それは結局アイツをこっち側に引き入れてしまう。

応理：……ボクは、それも仕方がないと思うけどね。

隼人：…………。

椿：どう、するの？

隼人：俺は……。

ヒカル：どの選択肢でも、何かが犠牲になる。決断の強制はできないわね。……隼人くんに任せるわ。

隼人：俺は───。




　隼人の脳裏に、今までの〝日常〟がよぎる。

　カラオケで騒いだ日、教室での他愛のない会話、屋上での邂逅。

　そして、あの時朝日に照らされた七緒の笑顔。

　どれもかけがえのない思い出だ。

　だから───




隼人：……みんなからどう思われようが、俺は妥だ協きようしたくない。アイツは、俺に残された最後の日にち常じようのかけらなんだ。

応理：…………。

ヒカル：そうね。……七緒さんが自分の力に気づけば、とてつもなく大きな衝しよう動どうが彼女を襲おそうことでしょう。それに耐たえきれるかどうかは……、正直自信が無いわ。

応理：しかし、そうすると打つ手がない。

椿：……えと、七緒さんに何かを伝えれば、この現げん象しようは変化する。だから、隼人が正体を明かせば現象自体が止まる。───ですよね？

ヒカル：そうね、そういうルールよ。

椿：じゃあ、七緒さんに〝この世界が間ま違ちがっている〟ということを伝えれば───。

応理：止まる……かもしれないね。

ＧＭ：いいところに気づいたね。……そう、彼女がこの世界が間違っていると気づけば、現象は止まる。だけど、それができるかな？

椿：…………。

ＧＭ：さらに言えば、その方法は彼女に〝牧村早人が死んでいる〟ということを決定づけることになるけど……隼人はいいのかい？




（みんなで一いつ斉せいに隼人を見る）




隼人：…………覚かく悟ごはする。……俺は俺を殺す。

応理：わかった。そこまで言うのなら、ボクもキミに協力しよう。

ヒカル：でも、突とつ然ぜん彼女の前に出ていって、口で説明しても無む駄だでしょうね。……とうてい信じられるわけはないわ。

椿：うーん……、世界の間違い……、歴史が変わる……、過か去こ……。

ＧＭ：…………何か思いつきました？

椿：思いついたというか……。七緒さんに世界の間違いを気づかせるんじゃなくて、過去を変えることに意味はないと思わせる方が簡かん単たんかなと。

ヒカル：ああ、つまり〝変わる前の楽しい記き憶おく〟を彼女に思い出させればいいのね。

ＧＭ：なるほど。……でも、その証しよう拠こはあるかな？　あらゆるデータはすでに書き換かえられているし、口で言っただけでは彼女には届とどかんよ。

応理：…………。

隼人：…………あ。

椿：??

隼人：……ある。……あの写真、空き地が写っている方の写真！

椿：ああ！　なるほど！

ＧＭ：（にやりと笑って）隼人が懐ふところから写真を取り出すと、まだボーリング場が写っていない一枚まいが確かに存そん在ざいするよ。

隼人：そうだ！　これがあれば、アイツに教えてやれる。……過去を書き換えることに意味はない、犠ぎ牲せいが出るだけなんだって。

椿：（こくりとうなずく）

ヒカル：じゃあ、ここであらためてふたりの方を見て言うわ。……これからどう行動するか、私はあなたたちがやりたいほうを選んでいいと思う。───本当にこの世界で生きることをあきらめるの？　平へい穏おんをあきらめるの？

隼人：いや、それはもう決めた。───未練がないと言えば噓うそになるし、これからも迷まよい続けるだろうけどな。……一番大切なものを犠ぎ牲せいにしてまで、平へい穏おんにつかりたくはない。

椿：……私はオーヴァードになってから手に入れた大切なものを失ないたくないですから。

応理：……いい答えだ。

ヒカル：そうね。……ならば、七緒さんを止めましょう。

隼人：……力を、貸かしてくれ。




　隼人の言葉に、全員が決意を秘ひめた瞳ひとみでうなずく。




　窓まどからは、夕日が部屋を照らしていた。

　どこか懐なつかしい、郷きよう愁しゆうを誘さそう光。




　その光と共に、静かな世界は完成しようとしていた───。






いいところに気づいたね　ＧＭはあえてここでプレイヤーの推測が当たっていることを示した。

　このことにより、余計な手間を省き、盛り上がったままクライマックスに入れると読んだのである。













CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆幸福なる罪つみ


Scene Player ──── 高崎隼人






　街には何の異い変へんもない。

　楽しそうに騒さわぐ学生、両親と手をつないで歩く子こ供ども……。

　皆みな、幸せそうに歩いている。




　だが、この光景が偽いつわりであることを隼人は知っている。

　いつか壊こわれてしまうかもしれないことを知っている。




　過か去こを犠ぎ牲せいにしないために。

　幸福であることの罪を重ねないために。




　──七緒を止める。




ＧＭ：では、クライマックスだ！　まず登場の侵しん蝕しよく率りつを上げてくれ！

椿：うわ！　忘わすれてた！　まだ上がるのー!?（笑）

ＧＭ：ふふふ、まだまだ上がりますよ？（笑）

ヒカル：じゃあ、七緒さんを追うのね？

ＧＭ：はい。……彼女は駅の改札口にいる。さっきと同じ格かつ好こうで、誰だれかを待っているようで、ワクワクした表ひよう情じようで電車の到とう着ちやくをひとつひとつ見ている。

応理：……ぎりぎりだが、間に合ったようだね。

ヒカル：ええ。

椿：七緒さんの様子を見てから、隼人の顔をのぞき込む。

隼人：……な、なんだよ？

椿：ぽんと肩かたを叩たたく。……あの子に伝えてきて。




　コットンスカートにカーディガン。

　昼間と同じ姿で、彼女は駅前のベンチに座っていた。

　視線は改札口に注がれ、そこから出てくる人を眺めている。




　誰を待っているかは言うまでもない。……牧村早人。

　彼を待つ七緒の姿は、本当に楽しそうに、幸せそうに見える。




　───今はそれが辛い。




ＧＭ：彼女は改札口から出てくる人をひとりひとり見ているよ。……ほんとに楽しそうだ。

隼人：…………よお、楠森。

ＧＭ：七緒はくるりと振ふり返って、「高崎くん、どうしたの？」

隼人：お前に話があってな。……確たしか、牧村を待っているんだよな。

ＧＭ：「うん！　さっき話したとおりだよ」彼女はうなずく。

隼人：……あいつは、来ない。

ＧＭ：彼女はきょとん、とキミの顔を見返す。

隼人：牧村早人は───死んだんだ。




　空気が、凍こおり付いた。

　七緒は混こん乱らんしている。

　……だが、止まるわけにはいかない。




隼人：いくら待っても、あいつは来ない。……お前は知らない振りをしているだけで、本当は分かっているはずだ。───牧村早人が死んだということを。

ＧＭ：彼女の瞳ひとみが揺ゆれる。首を横に振り出して、「そんなこと、そんなことないよ。私、だって……」

隼人：（言葉を遮って）知っているか？　この街はどんどんと変化している。……あのカラオケに行った日、ボーリング場の前で写真を撮とった。……ここでボーリング場が写っている写真の方を出す。

ＧＭ：「…………」彼女はキミの言葉にくぎづけになっている。

隼人：だが……、それはまやかし、噓うその街だ。……本当にあの時撮ったのは、これだ！　といってもう一枚まいを見せるっ!!

ＧＭ：「……！」彼女は凍り付く。

ヒカル：隼人くん！　連発で、たたみかけるように！

隼人：……それだけじゃない！　あの場所に橋はなかった。それに、この駅だってこんなに整せい備びされた場所じゃなかったんだ！

ＧＭ：「やだ……、聞きたくないよ……」彼女は首をふる。

隼人：言ってただろう？　通路がなくて東と西には行きづらいって。

応理：演えん劇げき部ぶの連中のことも。

隼人：そう、演劇部のみんなだって入院したり、転校したりしているはずだ。……それと同じだ。──牧村早人は来ない。牧村早人は死んだ。お前はこの間、俺にそう話してくれたじゃないか！

ＧＭ：彼女はとまどっている。……もう一ひと押おしだ。

隼人：写真を見せてもう一度言おう。……悲しいのも分かる、辛つらいのも分かる。だけど、お前の友達と過すごした日々を否ひ定ていするなよ。───ほら、こんなにお前や仲間たちは笑っているじゃないか。




「私は……」

　隼人は見た。彼女の目に、理り解かいの光が差し込んでくるのを。




　───だが。




　キィィィィィィン！

　甲かん高だかい音と共に世界の〝色〟が変わっていく。




ＧＭ：七緒が隼人の言葉を理解する直前！《ワーディング》が張はられる！　そして、彼女の影かげから、「それ以上、思い出してはならない」という声が。

応理：……来たね、幹安。

ＧＭ：あたりの一いつ切さいが停止していく中、七緒がふっと眠ねむるように意い識しきを失なう。そして、それを支ささえるのは、彼女の影かげからあらわれた鵜月。……ただし、その姿すがたは高校生ではなく三十に届とどくか届かないか、という外見だ。

ヒカル：それがあなたの本当の姿すがたというわけね？　鵜月さん。

ＧＭ：彼はコクリとうなずく。「……それにしても、強ごう引いんな手しゆ段だんに出たものだ。こんな形で彼女に接せつ触しよくするとは思わなかった」

隼人：…………。

ＧＭ：鵜月はどこかあきらめたような目で、隼人に言う。「キミは本当にこっちに来るつもりはなかったのか？　彼女の力に飲み込まれれば、キミは昔のキミに戻り、そして彼女の目の前に現あらわれたはずだ」そして、ひとつ息をついて言う。「……過か去この自分を殺す───これだけはしないと思っていたのだが」

隼人：……ずっと悩なやんできた。すべてを話せればどれだけ楽だったろう。───だけどそれは言えない。牧村早人はあの時死んだ。ここにいるのは、ＵＧチルドレンの高崎隼人という人間だ！　ここで俺は〝牧村早人〟へのロイスをタイタスに変える！

一同：うおおおおおおっ!!

ＧＭ：……鵜月はじっとキミたちを見つめてから、「仕方がない」と言い放つ。ただそれだけなのに、凍こおるような冷たい殺意がキミたちに吹ふき付ける。

椿：こ、この人……？

ＧＭ：「……私はＦＨのネットワークを見張り、長い間私の求める能力者を探していた。彼女はついに見つけ出した、私の最後の希望なのだ」

ヒカル：そう……、あなたはヒュプノスの実験データを見たのね。

隼人：あっ……！

ＧＭ：「そうだ。……実験体の中で唯一スリーパーにならなかった少女。あの実験に抵抗したその能力こそ、私の求めるものだったのだ」鵜月は淡々と言葉を続ける。だが、その氷の刃のような殺気はおさまらない。───いや、むしろそれは強くなっていく。キミたちに向けて。

応理：本気を出すかい？　幹安？

ＧＭ：「ああ。……ここまで来たのだ。私は平へい穏おんな世界を、私の楽園を手にさせてもらう。───本当ならば、キミたちもこちら側に来て欲ほしかったのだが」

ヒカル：それは幸せな楽園などではない。───まやかしの世界だわ。

応理：キミの言った楽園、ボクには興きよう味みがあったけど。……タイムリミットだ。

椿：私は失ないたくない思い出のために──あなたの楽園を否ひ定ていする。

ＧＭ：「…………では、これが最後の戦いだ」鵜月の周りに風が舞まい始める。

隼人：鵜月を睨にらみつけて言うぞ。……みんなの思い出を取り戻もどすために。そして……七緒を護まもるために、お前を倒たおす！

ＧＭ：「そこまで言うのなら、私の全力を超こえてもらおうか」鵜月が一度目をつぶり、そして開く。すると目の色が通つう常じようの色から深しん紅くに変わっている。……構かまえこそないが、これが彼の戦せん闘とう態たい勢せいであることは全員が理解する。

ヒカル：う……、敵てきはかっこいいぞ（笑）。

応理：ボクはもう勝てる気がしない（笑）。

ＧＭ：さあ、まずは衝しよう動どう判はん定ていだ！

応理：……うお！　侵しん蝕しよく率りつ[image: 100]％ぴったり！　身から体だが燃もえる！　やりすぎだ！（笑）

隼人：……90％オーバー。まあまあか。

ヒカル：私も93％。

椿：………………（微び妙みような顔で硬こう直ちよくしてる）。

ＧＭ：どーしました？（笑）

椿：[image: 109]％になりました……。

一同：うお！

隼人：あんまり無茶な侵蝕率の使い方はできないな。

椿：《リザレクト》もできないしね。

ヒカル：その分、私たちがフォローすればいいわ。……ところでＧＭ。

ＧＭ：はい？

ヒカル：私の持つ彩花さんのロイスなのだけど、今回のシナリオは彼女をタイタスにしなくてもいいわよね？

ＧＭ：……え？

ヒカル：彼女の記き憶おくを消さないために戦う……、だからロイスでいいわよね？

ＧＭ：確たしかに。……それはロイスの方がかっこいい。

ヒカル：じゃ、私はロイスで。

ＧＭ：よし！　では戦闘だ！　敵は鵜月幹安ただひとり！




◆第１ラウンド

応理：たったひとりで何ができる！　ボクたちの勝ちだー！（笑）

隼人：そんな三流悪役みたいなセリフじゃだめだろ！（笑）




[image: ]




ＧＭ：ＦＨのトップエージェントをなめるなよ（笑）。ではセットアップ。こちらは《ヴァイタルアップ》。

応理：《戦せん術じゆつ》を宣せん言げん。全員のメジャーアクションにダイスボーナス４個こだ。……奴やつの戦闘力は危き険けんだ！　すぐにケリをつけるんだ！

ＧＭ：他ほかにはないね？　……じゃあ応理からだ。

応理：おもむろにクギを取り出して投げる！　……いろいろ足してダイスは16個ふる。クリティカル値ちは７。……うーん、ダイス目は27。悪いなあ、……でも仕方ない。

ＧＭ：《アドレナリン》＋《電光石火》を使用して回かい避ひ。……成功。

応理：避よけられた！

ＧＭ：微び動どうだにしていないように見える鵜月の横を、クギが通り過すぎていく。……ほんの少し、風を操あやつって軌き道どうをそらしたらしい。

応理：……さすがに、手の内を知り尽つくされている、か。

隼人：マジか！　回避のクリティカル値７!?　しかも、今めちゃめちゃダイスふってた！

ＧＭ：なあに、軽く18個だよ。

ヒカル：18個！　生半可な攻撃じゃ当たらないわね……。

椿：本気で……強い！

ＧＭ：では、次はヒカル。

ヒカル：……私じゃ倒たおせない。だから、待機するわ。

ＧＭ：ＯＫ。……ではこちらだ。

ヒカル：さあ、そちらの手の内も見せてもらいましょう。

ＧＭ：鵜月は無言のまま軽く一歩を踏ふみ出す。……次の瞬しゆん間かん、彼はキミたちの目の前に移動する！

隼人：……速い！

ＧＭ：《一いつ閃せん》＋《獅し子し奮ふん迅じん》を中心とした素す手で格かく闘とう攻こう撃げきだ！　鵜月の体がぶれたと思うと、キミたちそれぞれに掌しよう底ていが飛ぶぞ！　……達成値は38！

椿：う……、ダメ。当たりました。

隼人：俺おれも当たりだ。

応理：甘あまい！　その技わざは知っている！　と掌底に向かってクギを撃うち出す。《守りの弾たま》＋《オウガバトル》＋《シューティングシステム》！　……57で回避！

ＧＭ：「お互たがい、手の内は知っている……か」鵜月は表情を変えずに言う。

応理：何度もやり合った仲だからね。

ヒカル：……私は、《マグネットフォース》で椿ちゃんをかばうわ。

ＧＭ：では、椿に当たったと思われた鵜月の掌底。……だが、よく見ればそれはヒカルの体。

椿：すいません、支部長。

ヒカル：大だい丈じよう夫ぶ、私は《リザレクト》がまだ使えるから。……椿ちゃんのタイタスを使ってもらうわけにはいかないものね。

ＧＭ：では、ダメージは……24点！

隼人：《リザレクト》！

ヒカル：同じく。

ＧＭ：次は隼人だ。

隼人：よし！　マイナーアクションで《インフィニティウェポン》！　日本刀を作り出しつつ、即そく座ざに抜ぬきはなつ！　……いろいろ組み合わせて達成値49！　ただし、これで侵しん蝕しよく率りつは[image: 110]％だ。
















ＧＭ：また同じように回避を……ってダイス目低すぎ！　12で失敗！　おかしい！

隼人：それだけ焦あせってるってことさ！　……ダメージは58点！

ＧＭ：虚空から生み出された刀から、銀の閃光が飛ぶ！　オーヴァードですら、光の線にしか見えない斬撃が無数に繰り出される！　く～～～～～、あいかわらずものすごいダメージだ。

隼人：今回は、前と違ちがって迷まよいがないからな！

ＧＭ：鵜月は、「……くっ！」と目をむき、風と身から体だの動きでかわそうとするが───間に合わない。

隼人：……風程てい度どで俺の剣けんは止まらねえぞ？

ＧＭ：「同じハヌマーンか……。厄やつ介かいな相手だ」

椿：次は私！　……いつもの通り、マイナーで《爪そう剣けん》、メジャーで《伸しん縮しゆく腕わん》で親指から糸を伸のばす。さらにいろいろを組み合わせて攻撃！　当たると［転てん倒とう］、［捕ほ縛ばく］を一度に与あたえる！　……ええと、ダイスは23個……（笑）。

ヒカル：23!?（笑）

ＧＭ：うおお、実験体の【肉体】10がうなる（笑）。

隼人：ありえねー！（笑）

ＧＭ：では、椿の細い手から空間を裂さくように糸が伸びる！

椿：お前を……切り裂いてやるっ!!　……達たつ成せい値ちは40！

ＧＭ：ぐ！　40か。これを受けるとまずいんだが。……よし！　45で回かい避ひ！　沈み込こみながら、椿から一歩だけ距きよ離りを離はなし、糸の効こう果か範はん囲いから逃のがれる！

椿：はずした……？

ＧＭ：「それに巻まき込まれれば、力押おしでやられてしまうからな」鵜月は椿を見ながら、淡たん々たんという。

ヒカル：最後に待機した私だけど……、行動は放ほう棄きするわ。

応理：えっ!?

ＧＭ：なるほど、カバーリングのために侵しん蝕しよく率りつを取っておくのか。

ヒカル：下手に攻撃しても当たらないから。……だから、その分タイタスを使ってね。




◆第２ラウンド

ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアップだ。
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応理：ここで《フルインストール》を宣せん言げん！　……やれやれ、ボクではかなわないか、と言うと、音を立てながら肉体が変化！　少年の身体だったのが青年の男に変わっている！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：誰だれだよ、お前！（笑）

応理：ふうう、この姿すがたになるのは久ひさ方かたぶりぞおおおお？（笑）

ヒカル：（あきれた様子で）……もう敵てきね、敵（笑）。

応理：我われは群墨応理であって群墨応理ではない！

椿：（笑って動けなくなっている）

応理：我にとって、もはや名前など些さ事じにすぎぬ！　今はただ、戦いのために！　フゥー、フゥー……！（笑）

ヒカル：（冷めた目で）……で、強いんでしょうね？（笑）

応理：え!?　た、たぶん。なにせ使うの初めてだし！（爆笑）

ＧＭ：じゃあ、最初の行動は応理だ！　さすがの鵜月も驚おどろいているぞ！

応理：よし、ダイスはさらに＋６個こ。全部で22個だ！　……死ねえ！　とその青年が跳とび上がり───クギを打ち出す（爆笑）。




　なぜそこまでクギなのか。




ＧＭ：（死ぬほどあきれた表ひよう情じようで）ええええええええええええ？

応理：仕方なかんべ！（笑）俺だってそう思うよ！　そう思いたいよ！　あーあー、だから俺はこの姿になりたくなかったんだー！（笑）

ＧＭ：まあいいからダイスをふりたまえよ（笑）。

応理：（うって変わって明るく）よーし、先生ダイスふっちゃうぞ～。………………あれ？　……に、26？（爆笑）

ＧＭ：（黙だまってダイスをふって）……避よけた。

応理：…………。

ＧＭ：…………。

応理：（死ぬほど渋しぶい声で）ほう？　これを避けるは三世紀ぶりぞ？　……やれやれ、久方ぶりで調整がうまくいかなかったか。……では、さらばだ（笑）。

ヒカル：あ、帰った（笑）。

応理：そして、後には十歳さいくらいの少年が割わりとダークな表情で座すわっている（笑）。

隼人：それで終わりかよ！（笑）

ＧＭ：……まあ、いいや。では、次はヒカルだけど……。

ヒカル：もちろん待機。

ＧＭ：だね。……じゃあこっちの番だ！　鵜月はキミたちに言う。「切り札を切ってきたか。……ならばこちらも奥おくの手を出させてもらおう」

ヒカル：またなにか違ちがう攻こう撃げきが!?

ＧＭ：紅あかく染そまった彼の瞳ひとみがギラリと光る！《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《抗あらがいがたき言葉》＋《風の渡わたし手》＋《オーヴァードーズ》！

椿：精せい神しん攻撃！

ＧＭ：その通り！　彼の眼を見ていると、まるで空間が歪むような錯覚を受けるぞ！　対象は全員！　……達成値は35！　抵てい抗こうするには〈意い志し〉で判はん定ていしてくれ。

応理：そうなると……。

ＧＭ：うん、《守りの弾たま》は使えない。……ちなみに、ダメージを受けると以い降こうすべての判はん定ていにダイスペナルティ５個だ。

応理：うお！　それはダメだ！

隼人：……ダメだ！　俺も喰くらった！

椿：無理です……。

ヒカル：私もダメなんだけど、ここでカバーリング。《マグネットフォース》を使用。問題は誰をかばうかだけど……。

椿：支し部ぶ長ちよう、私は大だい丈じよう夫ぶです。……ダイスペナルティがあってもなんとかなります。だから隼人を！

ヒカル：そうね……、今度は隼人くんを。私の部下に手は出させないわ。

ＧＭ：ＯＫ。では、彼の目を見た三人はそれぞれの身を切り裂く、真紅の色に染まった風の幻げん影えいを見る。……ダメージは31点！

椿：う……！　もうちょっと少なければ死ななかったのに……！

応理：ボクは当然耐たえられない。……だが！　ここで《ラストアクション》を宣せん言げん！

ＧＭ：おお！

応理：（さらに低い声で）……ふぅぅぅ、この我まで呼よび出すかあっ！（爆ばく笑しよう）

一同：誰だ、お前はあああああっ！

応理：第三人じん格かくに決まってるだろっ！　第二人格がなんの役にも立たなかったんで、リストラしたんだよ！（笑）

ＧＭ：お前の人格はマトリョーシカか！（笑）

椿：というか、もう古代種でもなんでもないです（笑）。

隼人：戦闘用人格でもいいくらいだ（笑）。

応理：ちなみに、姿すがたは第二人格と同じ。だが、背はい後ごには竜りゆうのオーラが立ち上る！（渋い声で）……貴き様さまの顔は見み飽あきた！　死ねえいっ！　とクギを投げる！（爆笑）

ヒカル：やっぱりクギなのか！（笑）

応理：…………（ダイスをふって固まる）。

隼人：…………おい、どうした。

応理：（かすれそうな声で）……に、にじゅう。

ヒカル：え？

応理：だから！　20だよ！　20！　ほら、回かい避ひしろよ！（笑）




　ああ、あわれ群墨応理。




ＧＭ：（ダイスをふって、にこやかな顔で応理を見る）

椿：（ＧＭの出目を見て）……ダイス目だけで、回避してますね……。

ヒカル：……クギがいけないんじゃない？　私はそんな気がする（笑）。

応理：いや、もういいもういいんだ。……わかった、俺の竜は調子悪いみたいだ。竜、第三人格、退たい場じよう（爆笑）。

ＧＭ：侵蝕率はこれで[image: 141]％か。ほんとになにもできないな。

応理：（さわやかに）はっはっは。みんな後はよろしく！

ＧＭ：「…………堕おちたな、群墨」

応理：うるさい、うるさい、うるさい！　お前には言われたくない！　お前百年生きているのか！　千年生きてるのか！　生きてねえヤツが偉えらそうな口利いてんじゃねえ！（殴なぐりかかろうとする）

ＧＭ：サッ（避よける）。

応理：避けるな、この！（笑）……くそ、くそ、当たれよ！　演えん出しゆつですら当たらせてくれないのかよ！（爆笑）

ＧＭ：……いや、しかしひっどい出目だなあ（笑）。

応理：これがホントのラストアクションだよ（笑）。……あ、《イモータルライフ》使って蘇よみがえっておくね（笑）。

ＧＭ：おう（笑）。

ヒカル：……じゃあ応理が長かったけど、私もダメージを受ける時にエフェクトを。

ＧＭ：お？

ヒカル：《鏡の盾たて》！　決まれば受けたダメージの半分をあなたに返す！

ＧＭ：うおおおお、そんなもの取ってたのか！　……しかし発動するかな!?

ヒカル：それが問題だけど……。Ｒコントローラーを使ってダイスを＋５個、合計14個こで判はん定てい！　……よし！　出た！

椿：やった！

ヒカル：カバーリングでダメージが倍になってから、さらに半分。……31点のダメージを鵜月に返すわ！

ＧＭ：支部長が輝かがやいたかと思うと、それが一いち条じようの光となって鵜月に突つき刺ささる！　……くっ、厳きびしい！

ヒカル：そして私は鵜月くんのタイタスを使用して蘇る。

椿：私もタイタスを使う。

ＧＭ：では次は隼人……。

椿：隼人、待機して。……私の攻こう撃げきが当たれば、ほんの少しでも当たりやすくなるから。

隼人：……分かった。頼たのむぜ。

椿：よし！　さっきと同じ組み合わせで攻撃！　さらに彩花さんのタイタスを使用！　彩花さんの思いは私が引き継つぐ！　と、念を込めつつ。（サイコロを振ふる）57！

ＧＭ：む！　あれだけダイスペナルティ受けておいてその達たつ成せい値ちか。……ダメだ、46で失敗。椿の糸が鵜月を捕とらえる。

椿：ダメージ行きます。（サイコロを振る）42！　そして転てん倒とうと捕ほ縛ばく！

ＧＭ：腕うでを中心として、全身に椿の糸がからみつく！　そしてバランスを崩くずし、膝ひざをつく鵜月。

隼人：よし！　ここだ！《クリスタライズ》＋《ライトスピード》を使って倒たおす！　一刀目は横に薙なぎ、二刀目は下から切り上げる！　牧村早人のタイタスも使って、……49！　ちょっと低いか……？

ＧＭ：……ぐ！　出目が悪い！　24！

隼人：一撃目のダメージは45点！

ＧＭ：その一撃で、鵜月の体がぐらりと揺ゆれる。……だが、彼は必死の形相で奥おく歯ばを嚙かみ、何かを飲み下す。《アクアウィターエ》を使用！　……【ＨＰ】が８点まで戻もどる！

隼人：だが、もう一撃ある！　……今度は七緒のタイタスを使用！　達成値は54だ！

ＧＭ：……37、ダメか……！

隼人：二撃目は47点！　──これで、終わりだっ！

ＧＭ：鵜月の生命力はその攻撃には耐たえられない。……彼は膝ひざをついたまま、結けつ晶しよう化かが始まっている胸むねを押おさえる。

隼人：では、その時すでに俺おれは七緒のもとに駆かけつけている。七緒のほおに手をやってつぶやこう。……悪いな、俺の方があんたより早くコイツのもとに着いた。

ＧＭ：「私にはもう、立ち上がる力はない」彼の体は急速に結晶化していく。

応理：…………。

ＧＭ：鵜月は空を見上げて言う。「ああ……。疲つかれたよ……。疲れたんだ……」──その言葉を最さい後ごに、彼はカシャンと甲かん高だかい音を立てて砕くだけ散る。




　平へい穏おんを望んだ男は、風と共に消えていった。

　四人は何も言わず、ただ黙だまってそれを見ていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：鵜月の死と同時に、《ワーディング》がとける。……目の前には気を失っている七緒がいるよ。

隼人：おーい、起きろ。寝ねてると風か邪ぜ引くぜ？　……適てき当とうにベンチに降おろしてから、声をかけよう。

ＧＭ：「……あれ？　わたし、は？」

隼人：……ふぅ、びっくりしたぜ。急に倒たおれるんだからな。

椿：大だい丈じよう夫ぶ？　七緒ちゃん。

ＧＭ：「え？　……わたし、な、なんで倒れたんだっけ？　それに、なんで高崎くんと椿ちゃんが……？」

隼人：そんなの知るかよ。話しかけようと思ったら倒れやがって。……って感じでごまかそう。……な、椿？

椿：え？　……うん、驚おどろいた。

ＧＭ：「……ごめんね、心配かけて」

椿：（優やさしく笑って）……でも、無事でよかった。

隼人：おおそうだ。さっきの写真を出そう。……落ちてたぞ。

ＧＭ：「……え？　これ……？」彼女は、呆ぼう然ぜんとそれを見ている。

隼人：大切な物だろ？

ＧＭ：隼人がそう言葉をかけると、彼女の目からぽろっと涙なみだがこぼれる。「あれ……？　なんで、あれ……？」……涙は止まらない。

隼人：…………。

椿：…………。

ＧＭ：キミたちには分かる。彼女は牧村早人が死んでいることを再さい確かく認にんした。

隼人：……なあ、こんなところで泣くなよ。そう言いながら、頭に手を置こう。

ＧＭ：「うん……、うん……」




　七緒の涙と共に、ゆっくりと街が元の姿すがたを取り戻していく。

　駅が、学校が、街路が、すべてが。




　その時。街の人々はなぜかぼんやりと空を見上げていた。

　まるで夢から覚めたばかりのように。ただ、青い空を見つめていた。




　どこかで、皆は理解した。

　幸せな幻げん想そうは───今、終わったのだと。






《リザレクト》できない　侵蝕率が[image: 100]％を超えると、《リザレクト》を使用することはできなくなる。

《アドレナリン》　ソラリスのエフェクト。同名の脳内物質を意図的に精製し、運動能力の限界を一時的に上げる。

《獅子奮迅》　ハヌマーンのエフェクト。周囲のものすべてに同時に攻撃をしかける。

《マグネットフォース》　ブラックドッグのエフェクト。磁力によって、その攻撃を自分の方へと引きつける。

《フルインストール》　ブラックドッグのエフェクト。生体電流の調節により、一時的ではあるが自分の性能を飛躍的に上昇させる。

《ラストアクション》　ノイマンのエフェクト。死の寸前に、脳組織を[image: 120]％活用し、強引に一回行動することが可能。

戦闘用人格　Ｄロイスのひとつ。その名の通り、戦闘用の人格を持つ。いわゆる二重人格者になるキャラクターも多い。

《鏡の盾》　攻撃を受ける瞬間に、相手にビームを撃つエンジェルハィロゥのエフェクト。強力だが、一定の達成値がないと発動しないという弱点を持つ。

《アクアウィターエ》　ソラリスのエフェクト。自身が死に瀕した時に、生命活動を促進させる薬を精製、服用する。













ENDING PHASE






ＧＭ：じゃあ、全員自じ律りつ判はん定ていで無事生せい還かんしたし。エンディングと行きましょうか！

一同：はーい！







◆Ending 01◆最後の仕事


Scene Player ──── 大宙ヒカル






　支し部ぶに帰ったヒカルは、我われに返ったエージェントに霧谷雄吾への連れん絡らくをすぐに取るように指し示じを出した。

　まず、ひとつやっておかねばならないことがあった。




　──子こ供どもたちのために、ひとつだけ。




ヒカル：じゃあ、最初にシーンもらっていい？　たぶん、私のシーンで七緒さんがどうなるか決まると思うから。

ＧＭ：うん、そうだね。……じゃあ、通信が回かい復ふくしてすぐ。支部長室に帰ると、即そく座ざに霧谷から連絡が入る。「……状じよう況きようの報ほう告こくをお願いします。通信は回かい復ふくしましたが……？」

ヒカル：……報告をします。事じ件けんは解かい決けつしました。ＦＨエージェント鵜月は死し亡ぼうしました。

ＧＭ：「……楠森七緒さんは？」

ヒカル：彼女は……まだ完全な覚かく醒せいはしていません。能のう力りよくの発動も止まりました。───彼女が人生を前向きに、確たしかに生きている限かぎり、二度と発動することはないでしょう。

ＧＭ：「……なるほど。では、あなたは七緒さんをどうするべきだと思いますか？」

ヒカル：私は、彼女を覚醒させ、オーヴァードとして訓練することは反対です。なぜなら、その衝しよう撃げきで能力が暴ぼう走そうするからです。

ＧＭ：「暴走すれば……、ふたたびこの騒さわぎというわけですか？」

ヒカル：いいえ、この程てい度どでは済すまないと確かく信しんしています。

ＧＭ：「……確かに、彼女がこの過か酷こくな現げん実じつを───変へん貌ぼうした世界を知ってしまったならば、作り出される世界（もの）がどのようなものなのか、想そう像ぞうしたくもないですね」

ヒカル：もちろん、監かん視しは必要だと思います。…………ただ、あの子には、あの子らしい人生を歩いて欲ほしい。（ふ、と息をついて）正直に言えば、私の希望はそこにあります。

ＧＭ：「…………」霧谷は黙だまってヒカルを見ている。

ヒカル：…………。

ＧＭ：彼はひとつ息をついて言う。「……我われ々われとしても、私個こ人じんとしても、それに反対する要よう素そはありません。特に、現げん実じつとしてあの能力を目の当たりにしたあなたの言葉です、私も全力をもってあなたの意見を通すように努力しますよ」

ヒカル：ありがとう、霧谷さん。

ＧＭ：「しかし……、ひとつだけ言わなければならないことがあります。この事件はこれで終わりです。ですから、あの学校に潜せん入にゆうしているふたりのチルドレンは……」

ヒカル：…………分かっています。

ＧＭ：「……お願いします」そう言って、通信が切れる。

ヒカル：かわいそうだけど、あの子たちに七緒さんの側そばで過すごさせるわけには、いかないわよね……。




　この決けつ断だんをしたのはあのふたりだ。

　彼らは大だい丈じよう夫ぶ。───悲ひ嘆たんにくれるだけではない。きっと立りつ派ぱに成長してくれるはず。




　彩花の墓はかの前で見せた椿の顔と、七緒を止める決意をした隼人の顔を思い浮うかべながら。

　ヒカルは高崎隼人、玉野椿のふたりに双枝市からの撤てつ退たい命令を出した──。










◆Ending 02◆友の欠かけ片らと


Scene Player ──── 群墨応理






　戦いは終わった。

　───すなわちそれは、群墨応理がこの地を離はなれることを意味する。




　誰だれにも告げず、深夜に双枝市郊こう外がいの高台にやってきた応理は、眼がん下かに広がる街の光を眺ながめていた。

　空には、また変わらぬ月が浮かんでいた。




応理：では、ボクはどこか高いところから街を見下ろしている。

ＧＭ：つらい、戦いだった。───いろんな意味で（笑）。

応理：……第三人じん格かくまで引き出したが、最終人格までは引き出さないですんだよ（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：また適てき当とうなこと言うなよっ！（笑）

応理：……キミが最後まで見み届とどけることができなかった世界だ。ボクが最後まで見み届とどけるとしよう。それまで共に行こうか。……とボクは握にぎったままの結けつ晶しよう───幹安の砕くだけ散ったかけらを握りしめ言う。

ＧＭ：ぼんやりと、そのかけらが光った──気がした。

応理：さあ、一いつ緒しよに行こう。……そう言うと、そのかけらはほどけるようにしてボクの身から体だの中に吸すい込こまれる。

ＧＭ：なんとなく、キミの頭の中に鵜月の顔がふと浮うかんだ気がした。

応理：……じゃあ、ボクの役目はそろそろ終わりかな。

ＧＭ：あの島に帰る？

応理：いや……ＵＧＮに呼よばれるまではまた世界をめぐろう。今回の事じ件けんで、いろんなことを思い出したからね。現げん在ざいの世界にまた興きよう味みが出てきた。

ＧＭ：では、キミは人知れず双枝市を去る。

応理：（街に向かって）……機会があれば、また会おう。───みんな。




　その言葉を最後に、応理の姿すがたは消えた。

　誰にも、何も告げず。




　またどこかで会うことだけを信じて、不死の少年は闇やみへと消えた。










◆Ending 03◆真っ白なアルバム


Scene Player ──── 玉野椿






　撤てつ退たいの命令が出て二日。

　また、椿はこの部屋で目を覚ます。




　今日はあの学園に行く最後の日。

　───双枝市で過すごす最後の日だ。




ＧＭ：……椿のシーンは、やっぱり家にしようか。

椿：そーですね。……オープニングの繰くり返しで。

ＧＭ：では、事件が落ち着いて数日。……椿が目を覚ますと、ボタンの顔が目の前に（笑）。

椿：……まだ、慣なれないなあ（笑）。

ＧＭ：椿が何となく硬こう直ちよくしていると、顔に前足がぺた、と（笑）。

椿：おはよう。ごめんね、まだ慣れないの。……いいながら、ボタンを下ろす。

ＧＭ：では、ボタンはパタパタとシッポを振ふりながら、椿に一声吠ほえてご飯をねだる。

隼人：皿を口にくわえてくるんだな。だんだん自じ己こ主しゆ張ちようが激はげしくなっていく（笑）。

椿：（微ほほ笑えみながら）はいはい、ちょっと待っててね。

ＧＭ：そして椿がふと冷れい蔵ぞう庫この方に顔を向けると、ふと写真立てが目に入る。

椿：あ。……そこには彩花さんとボタンと私が写っている。

ＧＭ：その通り。……あの事件の時には消えていたその姿は、今では前の通り鮮せん明めいに残っている。

椿：……なんとなく、写真立てを近くに寄よせよう。

ＧＭ：さて、今日は学校へ行く最後の日。

椿：…………。

ＧＭ：この街での一連の事件は決着がついた。だから、戦せん闘とう要員であるキミたちチルドレンはこの街を出て行かなければならない。

椿：……わかっていたはずなのにな。

ＧＭ：椿は制せい服ふくに袖そでを通す。……ふと気づけば、そのポケットにあのカラオケの写真が入っている。───この街でもっとも楽しかった思い出が。

椿：…………。

ＧＭ：キミは、この写真をどうする？

椿：……帰りにアルバムを買ってこよう。───と、ひとりでつぶやきます。

ＧＭ：おお、それはいい。……なんとなく、雰ふん囲い気きの違ちがいに気づいたのか。ボタンがご飯を食べるのをやめてキミを見ているよ。

椿：じゃあ、ボタンをぎゅっと抱だきしめて───、いってきまーすとドアを開けよう。

ＧＭ：キミは外に出ていく。……ドアの向こうには、光に満ちあふれた風景が広がっている。




　少しは大人になれたんだろうか？

　椿はそんなことを思う。




　彼女の真新しいアルバムに、まだほとんど写真はないけれど。

　椿はひとつ決意をする。

　どんなに辛つらいことも、悲しいことも、すべて抱かかえて生きていこう。

　出会った出来事ひとつひとつの上に、今の自分があるのだから。




　すべてをアルバムにしまって、胸を張って生きていこう。

　───彼女は、そう決意する。










◆Ending 04◆別れの言葉


Scene Player ──── 高崎隼人






　今日最後の授じゆ業ぎようが終わりを告げる。

　───隼人にとって、この学園最後の授業。




　感かん慨がい、というほどの感かん情じようはわかなかった。

　ただ、少しさびしい気持ちがあるだけ。




ＧＭ：そして時間は飛んで放課後。……隼人、キミはこの学校での最後の授業を終わらせた。

隼人：……もう、手続きは済すんでいる。後は、この街を離はなれるだけ。

ＧＭ：学校のみんなはキミが去っていくことは知らない。……行き先は告げられないから。

隼人：……屋上に行こう。




　ここにくれば会えるだろう。

　隼人にはなんとなく確かく信しんがあった。

　会って何を言うのか。そんなことはまったく考えていなかったけれど───。




ＧＭ：キミが屋上に来てしばらく。……いつかのようにドアを開け、七緒があらわれる。

隼人：……よう。

ＧＭ：「……あれ、どうしたの？　椿ちゃんは？」彼女は大きめのバッグを置いて言う。

隼人：ん？　……今日はこっちに来ないらしい。別にいつもつるんでいる訳わけじゃないしな。

ＧＭ：「……そっか」何でもなさそうに七緒は言う。そして、バッグからカメラを取り出しながら、「どうしたの？　こんなところで」

隼人：……お前が来るのを待ってたんだ。

ＧＭ：「えっ……？」

隼人：……。

ＧＭ：「え……と？」

隼人：冗じよう談だんだ。

ＧＭ：「えぇっ!?　じょ、冗談！　……すっごいびっくりしたよ!?　今！」七緒は目を白黒させながら叫さけぶ。

隼人：ははは、何となくいただけさ。

ＧＭ：……ひとしきり笑ってから、彼女はファインダー越ごしに遠くの風景を見ながら言う。「あのさ。……この間、高崎くんが夢ゆめに出てきたんだ」

隼人：……夢？

ＧＭ：「その時に、椿ちゃんも一いつ緒しよだったから。……ついいつも一緒なのかなあって」ファインダーから顔をはずし、彼女はにっと笑って言うよ。

隼人：なんだ、玉野も一緒かよ。……苦笑いして言う。で、どんな夢だったんだ？

ＧＭ：「……高崎くんに説教される夢」

隼人：説教!?

ＧＭ：「うん。……大切だけど忘わすれちゃいけないことがあってさ」と、彼女はちょっとそっぽを向きながら。「それを見ないようにしていたのを、高崎君に怒おこられて……」

隼人：はっはっは！　そりゃ面おも白しろい！　安心しろ、俺おれ程てい度どでよければ、いつでもしてやるさ。

ＧＭ：「うん、……で、ちゃあんと大切なこと、思い出したんだ」

隼人：…………お役に立てて光栄だな。

ＧＭ：うんうんとうなずいて、「ありがとう、高崎くん」

隼人：べつに……、夢の中の出来事だろう。

ＧＭ：「でも、お礼言っときたくて」

隼人：そ……か。じゃ、素す直なおに受け取っておくさ。───でも、そればかり見てんなよ。ひとつに捕とらわれてちゃだめだと思うしな。

ＧＭ：彼女はどこか寂さびしげな笑えみを浮うかべて、「……ふふ、説せつ教きよう癖ぐせある？　高崎くん」

隼人：どうやら、そうらしい。……今初めて気づいたよ。




　夕日の照らす屋上で、ふたりは笑いあった。




　これが最後になるだろう。

　彼女と、話すのは。




隼人：じゃな、カメラがんばれよ。……それで俺はその場を立ち去る。

ＧＭ：「うん。じゃあ……」彼女は最後にこう言う。「じゃあ、また明日ね」




　振ふり返りそうになった。

　足が止まりそうになった。



















　でも、それだけはできない。




隼人：またな。……なんとかそう言って、俺は屋上のドアを閉しめる。

ＧＭ：…………。

隼人：そして、鉄の扉とびらがきしむ音の向こう側で最後にこう言おう。




　──さようなら。

　キミが永えい遠えんにこっちに来ないことを祈いのっている。




　懐ふところに手をやれば、あの写真が入っていた。

　古い写真はなくなり、新しいものに入れ替かわった。

　───だが、大切なものであることには変わりない。




隼人：少し、重くなったけどな。

椿：前の写真より？

隼人：人数増ふえたってことだよ。




　夕ゆう暮ぐれの空の下、ふたりのチルドレンは学校を去っていく。

　誰だれにも、何も言うことなく。日にち常じようを取り戻もどし、さらなる非ひ日常の世界へと───。





ダブルクロス・リプレイ・オリジン『偽りの仮面』

fin












　　付録：早わかりダブルクロス




　本書でプレイしている『ダブルクロス　The 2nd Edition』は、二〇〇三年に富士見書房から発売されたＴＲＰＧ（テーブルトーク・ロールプレイングゲーム）である。

　ゲームの舞台は現代社会とほとんど変わりがない、───ほんの少しだけ未来の世界だ。人々はいつものように変わらぬ生活を営んでいる。だが、人々の知らないところで世界は大きく変貌していた。〝レネゲイド〟と呼ばれる未知のウィルス。これは人に超常の力を与えると共に、その人の内面を大きく変化させてしまうという作用があった。

　レネゲイドに侵された人間は、あるものは力に溺れ人を害し、あるものは迫害された。この事実を受けた各国政府は、レネゲイドに関するあらゆる情報を隠蔽。外面だけは平穏を保ったのである。

　だが、変貌した世界は戻らない。平和に見える世界の裏側では、レネゲイドに侵蝕されたもの、利用しようとするものがうごめいている。……そんな中、超人とヒトの間に立ち、世界を、日常を守ろうとするものたちがいた。───それが、このゲームのプレイヤーたちが操るキャラクターである。彼らはその身をレネゲイドに侵蝕されながらも、大切な日常を守るために人知れず戦いを続けるのだ。



















■オーヴァードとジャーム

　レネゲイドに感染し、超常的な力を得た人間のことを『ＤＸ２』では〝オーヴァード〟と呼ぶ。彼らは何もない空間から炎を産みだし、風よりも早く動き、鉄を砕く力を持つ。

　だが、代償無くして力は手に入らない。オーヴァードはその力を使えば使うほど、レネゲイドにその身を侵蝕されていく。

　そして、完全にその身をレネゲイドに侵された時、そのものは人間をやめ、〝ジャーム〟と呼ばれる存在になる。

　ジャームは理性を無くしたオーヴァードである。例え人間らしい思考をしているとしても、それは表面的なものに過ぎない。

　オーヴァードとジャームの関係は、上に掲載した二本のリプレイでも表現されている。ぜひ参考にしていただきたい。




[image: ]




■ダブルクロスのシステム

『ＤＸ２』では、さまざまな場所で十面ダイスを使用する。その中でも、もっとも特徴的に使用するのが〝判定〟を行なう場合だ。判定とはＴＲＰＧにおいて、宣言された行動が成功するか失敗するかわからない時に、その成否を決めるルールである。

『ＤＸ２』の判定方法を簡単に説明しよう。まず、指定された個数分ダイスを握り、一度に振る。その中で最大の出目を採用し、その数字が一定以上であればその行動は成功。そうでなければ失敗となる。なお、「10」の出目はクリティカルといい、さらにその場で振り足すことが可能である。
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■オーヴァードの力

　オーヴァードの力は、〝シンドローム〟と呼ばれる形で系統化されている。

　現在のところシンドロームは十二種類存在し、光を操る、熱を操る、筋力を強化するなど、さまざまな力を持つ。それらについて詳しいことは、左の表を参照して欲しい。

　キャラクター作成の際、オーヴァードはこのシンドロームをふたつ選択する。組み合わせを発生させることによって、キャラクターに無数のバリエーションが生まれるのだ。

　もちろん、ひとつだけを選択することもできる。その場合、機能は制限されるが、専門分野に特化したキャラクターを作ることができる。なお、シンドロームをふたつ持つオーヴァードを〝クロスブリード〟、ひとつだけのキャラクターを〝ピュアブリード〟と呼ぶ。

　なお、シンドロームに属するオーヴァード固有の能力を〝エフェクト〟と呼ぶ。本リプレイで隼人が使用した日本刀を生み出す能力や、ヒカルのビームなどもすべてエフェクトを使用している。

　また、エフェクトは同じタイミングに複数を組み合わせて使用でき、それによってそのキャラクターオリジナルの必殺技を作ることもできる。本リプレイで言えば、椿の〝糸〟がそれに当たる。これは体の一部を伸ばすエフェクトと、爪を武器にするエフェクトを組み合わせて生みだした、彼女独自の必殺技である。




















あとがき






　人間には取り戻せないものがたくさんあります。

　過ぎ去ってしまった時間、無くしてしまった信頼、口に出してしまった言葉などなど。

　無くしてしまってから後悔してももう遅い。それは二度と戻ってきません。




　でも、もしそれが取り戻せるとしたら？

　かけがえのない何かが再びあなたの前に現われるとしたら。

　あなたは一体どうしますか？




　　　　＊　　　＊　　　＊




　こんにちは、はじめまして。

　この本を書かせてもらった矢野俊策と申します。

　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。




　のっけからこんな書き出しですが、これにはちょっとした理由がありまして。

　こんなことを考えはじめたのが、今回のシナリオを思いつくきっかけだったのです。




　もともと、『ダブルクロス』というゲームはなんらかの形で〝日常〟というかけがえのないものを失ってしまった（もしくは失いかけている）キャラクターたちが活躍する物語です。

　だからこそ、シナリオの中で脅かされる〝日常〟に対して、ＰＣたちは危険をかえりみず立ち向かうわけですが。

　……では、本当にそれを取り戻すチャンスを与えたらどうなるのだろう？

　そんなことを考えてシナリオを作り、プレイをしてみました。

　今回のＰＣたちが出した結論は本編をお読みの通りですが、もしあなたが同じ状況で同じキャラクターを扱っていたら、どんな結論を出したでしょうか？

　同じ結論であれ、そうでない答えであれ、それを想像することでもう一度この物語を違う形で味わってもらえれば幸いです。

　ちなみに、そういったご意見をアンケートに書いて送っていただけると、これまたうれしく思います。……そういうのが気になってしょうがないたちなものですから。




　なお、この本には〝ダブルクロス・リプレイ・オリジン〟というシリーズタイトルが付いています。

　───そう。

　シリーズ、というからには続編があります。

　……いや、あるはずです。




　この際ですから、正確に言いましょう。

　本書、〝ダブルクロス・リプレイ・オリジン〟は担当さんから一応シリーズものとして、企画をオファーされていますが、この本───第一巻の売れ行き次第でどうなるかわからないと担当さんに言われました！

　もし！　これから先も隼人や椿たちの活躍を見たいと思ったら、その旨をやはりアンケートに書いて富士見書房さんへ送ってください！　お願いします！

　必ず、皆さんの言葉は力になります。是非是非、応援よろしくお願いいたします。




　さて、最後に少しだけ本編のネタバレをさせてもらおうと思います。

　もし本編をまだ読んでないという方は、ここから先は読まないでください。




　　　　＊　　　＊　　　＊




◆ＧＭとして

　今回のシナリオは前後編の体裁に則って書かれています。

　ですが、実はシナリオ制作時にはあまりそれを意識して作っているわけではありませんでした。ステージとヒロインは同じにして、あとは自分のやりたいことを[image: 100]％入れ込もうと思っていたくらいです。

　そう、その時点で私にはやりたいことがふたつありました。

　ひとつは、〝ＵＧチルドレン〟というモチーフを最大限押し出すこと。

　もうひとつは、最初に書いたとおりＰＣに〝日常〟に戻れるという選択肢を与えること。

　このふたつです。

　とはいえ、ひとつのシナリオに両方入れるのはちょっと大変です。

　そういうわけで、チルドレンネタをシナリオ１に、日常のネタをシナリオ２に分けて入れることにしました。




◆シナリオ１

　さて、シナリオ１ではＵＧチルドレンを表現することにしました。

　ＵＧチルドレンは、『ＤＸ２』の中でも一際特徴的なワークスです。ゲーム中でもっとも〝非日常性〟が高いキャラクターといってもいいでしょう。だからこそ、〝日常〟の象徴であるキャラクター（ヒロインのことですね）と絡ませれば面白くなる！







　そう確信して、ああいうシナリオを作りました。

　そしてその目的は十分に果たされたわけですが。

　一番の問題は、チルドレンなどどうでもいいくらい〝非日常性〟が高いキャラクターがふたりも出てきたことですかね。

　……永遠の少年と、衛星軌道支部長、か。

　いや、もちろん彼らもＧＭの意図をくみ取って、十分以上の役割を果たしてくれましたが。




　つぶやきはともあれ、自分のもくろみは[image: 100]％果たせました。

　ちなみに、リプレイではミドル７シーン目の会話で「〝ヒュプノス〟は学校に入り込んでいる」というようにＰＣが思い込み、このような展開になりましたが、〝ヒュプノス〟＝彩花という構図が途中でばれる可能性もあると考えていました。その場合、〝ヒュプノス〟は正体を現わした後にスリーパーを使ってＵＧＮ支部を殲滅、ひとり反応のない七緒をさらうという、ある種王道な展開になる予定でした。




◆シナリオ２

　シナリオ１の収録後、シナリオ２の制作にかかりました。




　目的は先ほど書いたとおり。

　とはいえ、どうしたらそれが実現できるのか。

　いろいろ頭を悩ませている時に見つけたのが、プリプレイでも少し触れた脳科学の本でした。その本に書いてある記憶の仕組みを見た時に、「これだ！」と閃いて、七緒の能力が決定したわけです。

　〝世界を変える〟理屈は、少し難しいものになってしまったかなー、とも思いますが、非常にダブルクロスらしい能力になったと個人的には思っています。なお、七緒のコードネームである〝タイム＆アゲイン〟はＳＦの古典、『ふりだしに戻る』（ジャック・フィニィ著）の原題をつけてあります。彼女の能力が、同じ作者の『ゲイルズバーグの春を愛す』をモチーフにしてあるので、その関連としてつけました。

　応理が即座に「街が過去にもどっているのか？」と聞いたのは、彼がこのネタにすぐ気づいたので出た発言でもあります。




　ちなみに、繰り返しになりますが、作中で語られている脳科学の理論はいろいろ大事なところを省いて、強引に解釈を進めている部分があります。

　決して「正しい」解釈というわけではありませんので、ご注意ください。




　さて、このシナリオで最大の焦点は〝ＰＣの結論〟でした。

　ＧＭとしては、プレイ中のような展開の他に、鵜月の誘いに乗る、七緒に正体を明かすなどの展開も十分にありえると思っていました。その場合は、能力を暴走させる七緒との対決や、彼女の能力に気づいたＦＨとの戦いなどのシーンを展開させるつもりでした。




　そしてＰＣたちの出した結論はお読みの通りです。

　これもまた繰り返しになりますが、あなたがこのセッションのプレイヤーであったなら、どんな選択を採っていたでしょうか？

　また、あなたがＧＭならどんな展開を用意したでしょうか？

　是非、その答えを教えてください。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　なお、ＧＭとしてこのセッションは、これ以上なく盛り上がったものだったと確信しています。このリプレイに、その時のおもしろさを最大限込めました。伝わっていれば、これまた幸いです。




　では、最後に。

　この本を手にとったみなさん、本書の製作に関わってくれたスタッフのみなさん、楽しいセッションを一緒に作り上げてくれたプレイヤーの四人、特にいろいろ厳しい状況の中、プレイヤーとしても、イラストレーターとしてもすばらしいものを提供してくださったしのとうこさんに、感謝を込めまして。




　本当にありがとうございました。

　また、是非よろしくお願いします。





二〇〇五年五月十六日　　矢野　俊策
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